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まえがき 
 

地理情報標準プロファイル（JPGIS: Japan Profile for Geographic Information Standards）
は，地理情報規格群（地理情報に関する国際規格（ISO 19100 シリーズ）及び日本産業規格

（JIS X 7100 シリーズ））の中から，地理空間情報の概念スキーマを記述し符号化するために

必要となる基本的な要素を抽出し，体系化したものである。 
このプロファイルは，地球上の位置と直接的又は間接的に関連付けられたオブジェクト又は現

象に関する情報処理技術のための実用標準であり，様々な地理空間情報を電子化し，各種情報処

理の高度化・効率化に適用される。 
このプロファイルで用いる用語及び定義は地理情報規格群によるものとするが，「geographic 

information」及び「地理情報」については，原則として地理空間情報活用推進基本法（平成 19
年法律第 63 号）第 2 条で定義された「地理空間情報」を用いるものとした。同様に，

「geographic data」及び「地理データ」についても「地理空間データ」を用いるものとした。 
地理空間データを作成しようとするときは，地理空間データ製品仕様書を定めることによって，

データの互換性及び品質を確保することができる。地理空間データ製品仕様書はこのプロファイ

ルに準拠して定めることとし，地理情報規格群に規定する範囲内で，拡張した仕様とすることも

可能とする。 
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地理情報標準プロファイル 

Japan Profile for Geographic Information Standards（JPGIS） 
 
序文 地理情報標準プロファイル（以下｢JPGIS｣という。）は，地理情報規格群の中から，地理

空間情報の概念スキーマを記述し符号化するために必要となる基本的な要素を抽出し，体系化し

たものである。このプロファイルで定義するスキーマは，統一モデル化言語（UML：Unified 
Modeling Language）を使用して記述する。UML クラスには，属性，操作及び関連の三つの基

本的な特性があるが，このプロファイルでは属性及び関連のみを扱う。 
 

1 適用範囲 
JPGIS は，異なる使用者，システム及び場所の間において地理空間データを取得，処理，解

析，アクセス，表現及び転送するための手法，手段及びサービスを実現するために最低限必要と

なる基本的な要素を整理したものである。 
このプロファイルは，個別の地理空間情報の分野ごとのアプリケーションを開発するための枠

組みを提供しており，用途に応じ，各要素の拡張規則を遵守した上で拡張プロファイルを作成し

て使用することもできる。 
 

2 適合性 
JPGIS に適合するためには，附属書 1（規定）（抽象試験項目群）で規定する抽象試験項目群

の要件を満たさなければならない。 
また，このプロファイルで定義されていない要素を使用する場合は，原規格を引用し，各項目

の拡張規則に従って使用しなければならない。 
 

3 引用規格 
次に掲げる規格は，JPGIS で引用され，このプロファイルの一部を構成するものである。 

 
JIS X 0301:2002 情報交換のためのデータ要素及び交換形式－日付及び時刻の表記 
JIS X 4159:2005 拡張可能なマーク付け言語（XML）1.0 
JIS X 7105:2001 地理情報－適合性及び試験 
JIS X 7107:2005 地理情報－空間スキーマ 
JIS X 7108:2004 地理情報－時間スキーマ 
JIS X 7109:2009 地理情報－応用スキーマのための規則 
JIS X 7110:2009 地理情報－地物カタログ化法 
JIS X 7111:2014 地理情報－座標による空間参照 
JIS X 7112:2006 地理情報－地理識別子による空間参照 
JIS X 7115:2005 地理情報－メタデータ 
JIS X 7123:2012 地理情報－被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 
JIS X 7131:2014 地理情報－データ製品仕様 
JIS X 7136:2012 地理情報－地理マーク付け言語（GML） 
JMP2.0 仕様書 
品質の要求,評価及び報告のための規則 
ISO/TS 19103:2005 Geographic Information – Conceptual Schema Language 
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ISO 19118:2011 Geographic Information – Encoding 
 
なお、以降本文中では上記引用規格の発行年は省略して表記するものとする。 
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4 UML による表記法 
 
4.1 表現及び表記 
4.1.1 統一モデル化言語（UML：Unified Modeling Language）の概念 

このプロファイルでは，概念スキーマは JIS X 4170:2009（オープン分散処理－統一モデル化

言語（UML）1.4.2 版）（以下｢UML1.4.2｣という。）を使用して表現する。 
 
4.1.2 クラス 

UML クラスには，属性，操作及び関連役割の三つの基本的な特性があるが，このプロファイ

ルでは属性及び関連役割のみを扱う。クラスは，図 4-1 のように表記し，ステレオタイプ及びク

ラスの名前を一段目に記述し，二段目に属性を記述する。三段目には操作を記述するが，このプ

ロファイルでは扱わないため，空白となる。 

 

図 4-1 UML におけるクラスの表記例 

 
4.1.3 属性 

属性は，UML1.4.2 に準拠し，UML クラス図の中に表現する。属性は図 4-2 のように表記す

る。 

 
図 4-2 UML における属性の表記例 

 

属性の記述は，次の a）～g）で規定する方法による。なお，b）～g）の例は，図 4-2 の表記

内容と対応する。 

a) visibility（可視性）属性に対するオブジェクト外部からの可視性を示す。visibility の記述

は省略可能であり，かつこのプロファイルでは，パブリック（+）のみを扱うため，このプ

ロファイルにおいて visibility は省略する。 
b) name （名前） 属性の名称。 
 例 attr1 

《stereotype》 
Class1 

attr1: Integer 

 

《stereotype》 
Class1 

  attr1[0..1] : Integer = 1  
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c) multiplicity（多重度）この属性がもつことのできる値の数。[a..b]は，a<=j<=b となる任意

の整数 j を意味する。[a..a]は，[a]と同じとみなす。 
 例 0..1 
d) begin-value（開始値）有効な多重度を表す任意の整数。終了値が続かない場合は，開始値

のみを多重度とする。 
 例 0 
e) end-value（終了値）先行する開始値より大きな値をとる整数。終了値が無限又は非有界な

基数の範囲を表す場合は“ * ”とする。 
 例 1 
f) type（型） 先行する属性のオブジェクト又は値の型。 
 例 Integer 
g) initial-value（初期値）属性の初期値。 
 例 1 

 

なお，派生属性の記述は，属性名にスラッシュ“ / ”を付ける（図 4-3）。ここで派生属性とは，

自分が関係しているクラスの情報から加工・算出できる値を保有する概念的な属性である。実際

に属性値をもつかどうかは符号化に委ねる。 

図 4-3 UML における派生属性の表記例 
 
4.1.4 関連 

関連には関連名，関連の対象となる各クラスには役割名を付けることができる。図 4-4 の図式

の場合，“Class1”クラスは“Class2”クラスと“Relation”という名前で関連し，この二つのクラス

を実装する場合には，通常この関係の役割の名前をつけた“属性”として他方のクラスへの参照を

もたせる。 

図 4-4 UML における関連の表記例 
 

4.1.5 継承 
継承とは，既に定義されているクラス（上位クラス）をもとに，属性や関連を加えた新しいク

ラス（下位クラス）を定義することである。上位クラスの特性（属性や関連役割）は下位クラス

にも受け継がれる。図 4-5 の図式の場合，“Class1”クラスに定義された属性“attr1”を，“Class1”
クラスを継承する“Class2”クラスももつ。 

《stereotype》 
Class1 

 / attr2  : CharacterString 

 

Class1 Class2 Relation widget 
gadget 
1..* 

1..* 
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図 4-5 UML における継承の表記例 

 
また，上位クラスの特性（属性や関連役割）を下位クラスが置き換えることもできる。これを

オーバーライドと呼ぶ。図 4-6 の図式の場合，“Class1”クラスに定義された属性“attr1”を，

“Class2”クラスはオーバーライドしている。“Class1”クラスでは属性の多重度が[0..1]であるが，

“Class2”クラスでは，多重度が[1]にオーバーライドする。 
 

 
図 4-6 オーバーライドの表記例 

 
4.1.6 ステレオタイプ 

UML のステレオタイプは，既存の UML の概念を拡張する仕組みとする。それはモデル要素

であり，既存の基本メタモデルクラスを基礎として作り，あたかも新たな仮想的又は擬似的なメ

タモデルクラスであるかのように振る舞うものとして，別の UML 要素と区別（意味付け）する

ために使用する。ステレオタイプは，本来備わった UML メタモデルクラスの階層に基づく分類

の仕組みを拡張する。このプロファイルで使用するステレオタイプを次に示す。 
 
4.1.6.1 Abstract 

直接インスタンス化できないクラス（又は他の分類を指す言葉）に適用するステレオタイプ。

その名前を示す UML の表記にはイタリック体を使用する。 
 
4.1.6.2 ApplicationSchema 

応用スキーマを取り扱ったパッケージに適用するステレオタイプ。 

Class1 

Class2 

attr1[0..1]: Integer  

Class1 

Class2 

attr1[0..1]: Integer  

attr1   : Integer  
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4.1.6.3 CodeList 

《Enumeration》より自由な列挙を記述するために使用する符号リスト（CodeList）に適用

するステレオタイプ。《CodeList》は，自由な（柔軟性のある）列挙とする。符号リストは，と

ることが可能な値の長いリストを表現するのに役立つ。リストの要素が完全に分かる場合（リス

トの要素以外は存在し得ないと判断できる場合）は，《Enumeration》を使用することが望まし

く，起こりそうな値しかわからない場合（リストの要素が一例でしかない場合）は，符号リスト

を使用することが望ましい。 
 
4.1.6.4 DataType 

個々の出現ごとに区別する必要がなく，副作用のある操作（既にある値を変更する操作）はも

たない，値の集合の記述子に適用するステレオタイプ。個々の出現ごとに区別する必要がないた

め，識別子をもたず，他から参照されることはない。データ型には，あらかじめ定義する型と使

用者が定義できる型とがある。あらかじめ定義する型として，基本データ型がある。 
 
4.1.6.5 Enumeration 

そのインスタンスが，名前付けしたリテラルの一覧を形成するデータ型に適用するステレオタ

イプ。通常は列挙名及びリテラルの両方を宣言する。列挙（Enumeration）は，そのクラスの値

として許される，十分合意が得られた値の一覧を意味する。 
 
4.1.6.6 Feature 

地物に適用するステレオタイプ。このステレオタイプをもつクラスは，応用スキーマのパッケ

ージ内で定義される。 
 
4.1.6.7 Interface 

ある要素の振る舞いを特徴付けるような，名前の付いた操作の集合に適用するステレオタイプ。 
 
4.1.6.8 MetaClass 

インスタンスがクラスになるクラスに適用するステレオタイプ。メタクラスは，通常メタモデ

ルにおいて使用する。メタクラスは，他のクラスのメタデータを保持することを主な目的とする

オブジェクトクラスとする。 
 
4.1.6.9 Leaf 

いかなる下位パッケージももたない，クラスを含むパッケージに適用するステレオタイプ。 
 
4.1.6.10 Package 

下位パッケージを含む，論理的に関係のあるクラスとパッケージの集まりに適用するステレオ

タイプ。 
 
4.1.6.11 Record 

ある属性とその属性に対する値をもつクラスに適用するステレオタイプ。 
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4.1.6.12 Type 

インスタンス（オブジェクト）の定義域を，そのオブジェクトに適用できる操作と共に規定す

るために使用するステレオタイプ。タイプ型は，識別子をもち，他から参照することができる。

また属性及び関連をもってもよい。 
 
4.1.6.13 Union 

指定した幾つかの型のうちの一つだけが選択される共用体に適用するステレオタイプ。これは，

使用することのできる選択すべきクラス・型の集合を，共通の上位型・クラスを作成することな

く指定するのに役立つ。 
 
4.2 パッケージの依存性 

このプロファイルでは，UML パッケージという概念を使用する。パッケージは，しばしばシ

ステムの他のパッケージが提供するサービスを呼び出すので，通常，完全なシステムを形成する

ことはない。クライアントとして働くあるパッケージがサーバとして働く別のパッケージを使用

して必要なサービスを供給する場合を，「クライアントパッケージは，サーバパッケージに依存

する」という。この依存性は，パッケージ中のオブジェクトがサーバパッケージの定義する別の

オブジェクトにアクセスするときに発生する。 
このパッケージ依存性は図 4-7 の図形記法を用いたパッケージ図式で表す。 

 

 
図 4-7 UML のパッケージ依存性の例 

クライアント 
パッケージ 

サーバ 
パッケージ 
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5 基本的なデータ型 
 
序文 5 基本的なデータ型では， ISO/TS 19103（Geographic Information－Conceptual 
Schema Language）に従い，このプロファイルで使用するデータ型を定義する。 
 
5.1 データ型 

このプロファイルで使用するデータ型は次のものである。 
 
5.1.1 基本データ型 

基本データ型は，値を表現するための基本的な型である。このプロファイルで使用する基本デ

ータ型には次のものがある。 
 
5.1.1.1 Number 

数値型（Number）は，抽象型であり，整数，実数及び十進数の上位型である。 
 
5.1.1.2 Integer 

整数型（Integer）は，符号付き整数である。 
 例 794  －645 
 
5.1.1.3 Decimal 

十進数型（Decimal）は，符号付き実数であり，数値を固定小数点数によって表す。 
 例 63.700 －645.00 
 
5.1.1.4 Real 

実数型（Real）は，符号付き実数であり，数値を仮数部と指数部によって表現する。文字列で

表す場合は数値を仮数部と指数部で必ずしも分けて表現する必要はない。 
 例 －1.086E3 63.718 
 
5.1.1.5 Vector 

ベクトル型（Vector）は，数値型（Number）をとる値を複数列挙して表記する，数値の列で

ある。 
 例 （234,123,567,398）  （63.718，－8.005，90.902） 
 
5.1.1.6 CharacterString 

文字列型（CharacterString）は，任意の文字数の文字の連なりである。 
 例 “文字列のサンプル” 
 
5.1.1.7 Date 

日付型（Date）は，暦日を示し，JIS X 0301（情報交換のためのデータ要素及び交換形式－

日付及び時刻の表記）に基づき表記する。  
 例 2004-08-12 20040812 
 
5.1.1.8 Time 

時間型（Time）は，時刻を示し，JIS X 0301 に基づき表記する。 
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 例 21:03:15   09:24:38+09:00 
 
5.1.1.9 DateTime 

日時型（DateTime）は，暦日と時刻を示し，JIS X 0301 に基づき表記する。 
 例 2004-08-12T09:24:38+09:00 
 
5.1.1.10 Boolean 

真偽値型（Boolean）は，true 又は false が指定できるブール数である。 
 例 true false 
 
5.1.2 コレクションデータ型 

コレクションデータ型は，さまざまな型のデータが複数存在することを表現するためのデータ

型である。このプロファイルではコレクションデータ型として，集合型（Set），順序型

（Sequence），辞書型（Dictionary）を使用する。 
 
5.1.2.1 Set<T> 

集合型（Set<T>）は，有限個数のデータの集合である。重複するインスタンスを含んではな

らない。また要素の順序付けの規定はない。T は，データの型となる。 
 例 Set<GM_Point>：点要素（GM_Point）の集合を表す。 
 
5.1.2.2 Sequence<T> 

順序型（Sequence<T>）は，順序付けをもった有限個数のデータの集合である。重複するイ

ンスタンスを許す。T は，データの型となる。 
 例 Sequence<Integer>：整数型数値の配列を表す。 
 
5.1.2.3 Dictionary 

辞書型（Dictionary）は，キーとなる値と，それに対応する別の値とによって対をなすデータ

の集合であり，キーの値から対応する値を返す辞書のしくみを提供する。 
 例 Dictionary<Integer,GM_Point>：整数型数値が点（GM_Point）と対応している辞書を表

す。 
 
5.2 測定値及び測定単位 

測定値及び測定単位を用いる場合は次の型を使うものとする。 
 
5.2.1 Measure 

測定値。ある実体の範囲，次元又は量を確認するための行為若しくは処理が与える結果。一つ

の属性をもつ。属性 value は，UnitOfMeasure で指定する単位を用いた値を示す。長さ

（Length），距離（Distance）及び時間（Time）などがある。 
 
5.2.2 UnitOfMeasure 

測定単位。一つの属性 uomName をもつ。属性 uomName は単位の名称を示す。ここで，標

準となる単位の例は次のとおりである。 
・ 長さ：メートル 
・ 時間：秒 
・ 角度：ラジアン 
・ 面積：平方メートル 
・ 体積：立方メートル 
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・ 速度：メートル毎秒 
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6 応用スキーマのための規則 
 
序文 6 応用スキーマのための規則は，ISO 19109（Geographic information－Rules for 
application schema）の技術的内容を変更することなく作成された JIS X 7109（地理情報－応

用スキーマのための規則）から，応用スキーマを記述するために必要となる基本的な要素を抽出

し，プロファイルとして規定したものである。 
 
6.1 一般地物モデル 

6.1 一般地物モデルでは，地物を定義するために用いられる諸概念，及びこれらの概念がどの

ように関連するかを明らかにし記述する。その記述は概念モデルとして表現し，これを一般地物

モデル（GFM：General Feature Model）と呼ぶ。 
 
6.1.1 一般地物モデルの目的 

GFM は，現実世界の見方を分類するために必要な概念モデルである。概念モデルは概念スキ

ーマ言語（UML クラス図）で表現する。UML はそれ自身の概念モデルをもつ（メタモデル）。

GFM 及びUML メタモデルは共にクラス化について取り扱うものであり，概念は非常に類似し

ているが，一点だけ大きな違いがある。それは，UML メタモデルがあらゆる種類のクラス化の

ための基盤を提供するのに対して，GFM 中の諸概念は地物のクラス化のための基盤を確立する，

という点である。 
ここでクラス化しようとしている事物を地物と呼ぶ。地物型間の関係には，地物関連型と継承

とがある。地物型は，地物属性及び地物関連役割という二つの特性をもっている。GFM におい

て，全てのこれらの概念はUML メタクラスとして表現する。GFM は地物型のメタモデルであ

る。 
応用スキーマは概念スキーマ言語で表現しなければならず，論議領域を表現するデータ集合の

構造及び内容を記述しなければならない。GFMは地物のクラス化のための要求を規定するが，

概念スキーマ言語ではない。このことは応用スキーマを定義するために，既存の概念スキーマ言

語を使用しなければならないことを意味する。地理情報規格群の標準スキーマを応用スキーマに

統合する必要があるので，応用スキーマはUMLで記述するとよい。このプロファイルではUML
にGFM概念を写像するための主な規則を定義している。 

GFM は，地物をクラス化するための構造を定義しており，UML で応用スキーマを作成する

ときはそれに留意しなければならない。GFM から UML への写像は一方向の写像である。それ

は逆方向に写像することはできない。例えば，応用スキーマは UML クラスをもっている。これ

らのクラスのうち幾つかが地物型であり，幾つかが地物属性のためのデータ型である。これらを

別々に扱うことはできない。GFM では地物属性値を定義することはしない。GFM は地物定義

の構造及び内容を規定するだけである。 
 
6.1.2 一般地物モデルの主要構造 

図 6-1 は，地物型を規定するために用いられる概念を示す。 
名前と記述以外に，地物型は次のプロパティで規定する。 
・ 地物属性 
・ 地物型を特徴づける地物関連役割 
付加的な概念は，次のとおりである。 
・ 他の地物型への汎化又は特化関係 
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図 6-1 一般地物モデル 

 
6.1.3 GF_FeatureType 

地物は実世界の現象の抽象概念である。GF_FeatureType は，個々の地物型を表すクラスとし

てインスタンス化されるメタクラスである。ある地物型は，その地物型の全てのインスタンスの

ためのクラスである。個々の地物型を表現しているクラスのインスタンスは，地物インスタンス

である。 
備考 オブジェクト指向のモデル化において，地物型はクラスと等価であり，地物インスタン

スはオブジェクトと等価である。 
属性 
1. typeName:LocalName は，地物型の名前を示す。名前は応用スキーマ内で一意でなければ

ならない。 
2. definition:CharacterString は，地物型を記述する定義を示す。 
3. isAbstract:Boolean=false は真偽値で，もし真ならば地物型は抽象上位型として振る舞う。 
関連 
1. carrierOfCharacteristics 関連役割は，地物型の特性となる地物属性型及び地物関連役割を

規定する。 
2. inheritsFrom 関連役割は，地物属性や地物関連役割等の地物特性を継承する上位型を規定

する。 
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3. inheritsTo 関連役割は，地物属性や地物関連役割等の地物特性を継承させる下位型を規定す

る。 
4. constrainedBy 関連役割は，この地物型に対する制約に関する記述を規定する。 
 
6.1.4 GF_PropertyType 

GF_PropertyType は，地物の特性及び地物の関連役割を表す，全ての地物型のプロパティの

メタクラスである。 
GF_PropertyType は，GF_AttributeType 及び GF_AssociationRole の上位型である。 

属性 
1. memberName:LocalName は，属性又は関連役割の名前を示す。 
2. definition:CharacterString は，地物型の属性又は関連役割の記述を示す。 
関連 
1. featureType 関連役割は，地物特性を含む地物型を規定する。 
2. constrainedBy 関連役割は，このプロパティに対する制約に関する記述を規定する。 
 
6.1.5 GF_AttributeType 

GF_AttributeType は地物型の属性定義のためのメタクラスである。 
属性 
1. valueType:TypeName は，属性の型を示す。 

例 整数，文字列又は GM_Object。 
2. domainOfValues:CharacterString は，値のセットの記述を示す。 

例 正の数，3 から 7 までの値 
3. cardinality:Multiplicity は，ある範囲で提供される地物型の属性と関連する値の数を示す。 
4. [上位型から継承する属性]memberName:LocalName は，属性の名前を示す。 
5. [上位型から継承する属性]definition:CharacterString は，属性の記述を示す。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]featureType 関連役割は，地物属性を含む地物型を規定する。 
2. [上位型から継承する関連]constrainedBy 関連役割は，この属性定義に対する制約に関する記

述を規定する。 
 
6.1.6 GF_AssociationRole 

GF_AssociationRole は，役割のためのメタクラスである。 
備考 GF_AssociationRole は，関連における地物型の前後関係及びインスタンスを特定する，

地物型が振る舞う役割を示す。また，ある一つの地物型のための役割を与える

GF_AssociationRole のインスタンスは，この地物型の一部と考えられ，カプセル化さ

れる。 
属性 
1. cardinality:Multiplicity は，この役割で振る舞うことができ，もう一方の関連終端にある地

物型の単一インスタンスと関連する地物型のインスタンスの数を示す。 
2. valueType:LocalName は，関連役割の型となる地物型を示す。 
3. associationType:GF_AssociationKind は，この関連役割が関連，集成，合成のどの種類か

を識別する。定義域は 6.1.7 を参照。 
4. isNavigable:Boolean=true は，関連元地物から関連先地物に対して役割が参照できるかど

うかの区別を示す。“true”の場合は参照可能，“false”の場合は参照不可能となり，初期値

は”true”である。 
5. [上位型から継承する属性]memberName:LocalName は，関連役割の名前を示す。 
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6. [上位型から継承する属性]definition:CharacterString は，関連役割の記述を示す。 
関連 
1. Role 関連は，地物関連役割が部分となる関連を規定する。 
2. [上位型から継承する関連]featureType 関連役割は，地物関連役割を含む地物型を規定する。 
3. [上位型から継承する関連]constrainedBy 関連役割は，この地物関連役割に対する制約に関

する記述を規定する。 
 
6.1.7 GF_AssociationKind 

GF_AssociationKind は，関連役割の関連種類を列挙するデータ型である。関連の種類は次の

とおりである。 
a) ordinary：関連を示す。 
b) aggregation：集成を示す。 
c) composition：合成を示す。 

 
6.1.8 GF_AssociationType 

GF_AssociationType は ， 地 物 型 の 間 の 関 連 を 示 す 。 GF_AssociationType は

GF_FeatureType の下位型であり，JPGIS では，GF_FeatureType から二つの属性を継承する。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]typeName[0..1]:LocalName は，地物関連の名前を示す。名前は

応用スキーマ内で一意でなければならない。ただし，地物関連では，この属性は任意である。 
2. [上位型から継承する属性]definition:CharacterString は，地物関連を記述する定義を示す。 
関連 
1. roleName 関連役割は，地物関連と，それに割り当てられる特定の関連役割を関連付ける。 
2. [上位型から継承する関連]constrainedBy 関連役割は，この地物型に対する制約に関する記

述を規定する。 
 
6.1.9 GF_AggregationType 

GF_AggregationType は GF_AssociationType の下位型であり，地物関連の中で，集成及び合

成の関連を示す。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]typeName[0..1]:LocalName は，地物関連の名前を示す。名前は

応用スキーマ内で一意でなければならない。ただし，地物関連では，この属性は任意である。 
2. [上位型から継承する属性]definition:CharacterString は，地物関連を記述する定義を示す。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]roleName 関連役割は，地物関連と，それに割り当てられる特定の

関連役割を関連付ける。 
2. [上位型から継承する関連]constrainedBy 関連役割は，この地物型に対する制約に関する記

述を規定する。 
 
6.1.10 GF_InheritanceRelation 

GF_InheritanceRelation は，より一般化した地物型（上位型）と一つ以上の特化した地物型

（下位型）の間の一般的な関係を表すクラスである。 
特化した地物型のインスタンスであればどれでも，上位型のインスタンスにもなる。個々の特

化には目的があり，それぞれ異なる目的をもって定義される汎化階層中の地物型の中で，それ自

体が上位型となることがある。 
属性 
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1. name[0..1]:CharacterString は，地物間の一般化／特化関連の名前を示す。この属性は任意

である。 
2. description:CharacterString は，地物間の一般化／特化関連の記述を示す。 
関連 
1. supertype 関連役割は，一方の又は他の地物型の，より一般的な地物型であることを示す。 
2. subtype 関連役割は，一方の又は他の地物型の，より特化した地物型であることを示す。 
 
6.1.11 GF_Constraint 

GF_Constraint は GF_FeatureType や GF_PropertyType に対する制約を規定する。 
属性 
1. descrition:CharacterString は，制約の内容を記述する。記述にあたっては，自然言語やオ

ブジェクト制約言語（OCL ：Object Constraint Language）などを使用する。 
 
6.2 地物型の属性 

6.2 地 物 型 の 属 性 で は ， 地 物 属 性 の 役 割 を よ り 詳 細 に 規 定 す る 。 属 性 型

（ GF_AttributeType ） は ， name ， description ， valueType ， domainOfValues 及 び

cardinality をもつ。また，attributeOfAttribute 関連は，ある属性型を，この属性型の性質を記

述する別の属性型と関連付ける。 
属性は，地物がもつ静的な情報を全て保持する。これは空間及び非空間の特性を扱う。このプ

ロファイルには，特有の属性型が存在する。これらは，図 6-2 において GF_AttributeType の下

位型として示す。属性は，このプロファイルに含まれる様々なスキーマを使用することにより，

インタフェースとなる。属性型は，これらのスキーマから値の型定義とスキーマに従った値の定

義域を取得する。例えば，空間属性型（GF_SpatialAttributeType）は，このプロファイルの空

間スキーマで規定された GM_Object 又は TP_Object の定義に従った値の型と値の定義域をもつ。 
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GF_Prope rtyTyp e
(from Logical View)

<<Abstract>>

GF_AttributeType

valueType : CharacterString
domainOfValues : CharacterString
cardinality : CharacterString

<<Metaclass>>

0..*

0..1

+ch aracterzed By
0..*

attributeOfAttribute

+characterize

0..1

GF_ThematicAttributeType
<<Metaclass>>

SI_LocationInstance
(from Gazetteer)

GF_LocationAttributeType
<<Metaclass>>

dataValue

GM_Object
(from Geometry Root)

TP_Object
(f rom Topology Ro ot)

GF_SpatialAttributeType
<<Metaclass>>

nameOfSpatialObject

TM_Object
(from Temporal Objects)

GF_TemporalAttributeType
<<Metaclass>>

nameOfTemporalObject

 
図 6-2 地物型の属性 

 
6.2.1 GF_SpatialAttributeType 

GF_SpatialAttributeType は，地物型の空間的な特性を表現するために用いる空間属性を表す。

空間の属性型は値の型として GM_Object 又は TP_Object をもたなければならない。GM_Object
及び TP_Object の構造は，このプロファイルの 7.空間スキーマで規定する。 
 
6.2.2 GF_TemporalAttributeType 

GF_TemporalAttributeType は，時間的な属性を示し，地物の時間参照特性として用いなけ

ればならない。時間的な属性型は値の型として TM_Object をもたなければならない。

TM_Object の構造は，このプロファイルの 8. 時間スキーマで規定する。 
 
6.2.3 GF_LocationAttributeType 

GF_LocationAttributeType は，地理識別子による地物の空間参照をもつ属性を表す。その構

造は，このプロファイルの 10.地理識別子による空間参照で規定する。 
例 郵便配達区域はコードによって識別されるかもしれないが，その位置は地名辞典で見出さ

れる。これらの属性型は，このプロファイルの地理識別子による空間参照で規定する

SI_LocationInstance によって規定された値の型をもたなければならない。 
 
6.2.4 GF_ThematicAttributeType 

GF_ThematicAttributeType は，6.2.1～6.2.3 で規定されたものを除いた地物の他の記述的な

特性をもつ属性を表す。これらの値の型と値の定義域は，通常，使用者又は応用システム領域で

規定する。 
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6.3 一般規則 
6.3.1 応用スキーマの識別 
規則 
1. 各応用スキーマの識別情報は，名前と版からなる。版を含むことにより，供給者と使用者が，

特定のデータ集合の内容を記述する応用スキーマの版について相互に確認することができる。 
2. UML では，応用スキーマはパッケージの中に記述されなければならず，応用スキーマの名

前と版がパッケージの文書として記述されなければならない。 
 
6.3.2 応用スキーマの文書 
規則 
1. 応用スキーマは，文書化しなければならない。 
2. UML で記述する応用スキーマの文書化には，応用スキーマを作るにあたって使用するソフ

トウェアの中に文書化ツールがあり，出力可能であれば，それを使用することができる。 
3. クラス又は他の UML 構成要素が地物カタログ情報に対応する場合，カタログへの参照は文

書化しなければならない。 
4. 応用スキーマの中の地物型の文書は，11 地物カタログ化法に従わなければならない。 
 
6.3.3 応用スキーマと標準スキーマの統合 
規則 
1. 応用システムのデータ構造は，応用スキーマにおいてモデル化されなければならない。 
2. データ構造の完全な定義を作り上げ，標準スキーマ（空間スキーマ，時間スキーマ，被覆の

幾何及び関数のためのスキーマ，地理識別子による空間参照）と応用スキーマの統合を記述

するためには，UML の依存の仕組みを使用しなければならない。 
3. データ交換のために応用スキーマの中で使用される全てのクラスは，インスタンス化可能で

なければならない。 
備考 抽象クラスは，インスタンス化されることはないが，その性質を受け継ぐ下位の具象ク

ラスがインスタンス化される。 
 
6.3.4 UML による応用スキーマの規則 
規則 
1. GF_FeatureType のインスタンスは，クラスとして実装されなければならない。 
2. GF_AttributeType のインスタンスは，属性として実装されなければならない。 
3. GF_AssociationRole のインスタンスは，関連役割名として実装されなければならない。 
 
6.4 空間属性のための規則 
6.4.1 一般空間規則 
規則 
1. 空間属性型の値の定義域は，地物の空間特性を記述するための概念スキーマである 7 空間ス

キーマの仕様に合致しなければならない。 
 
6.4.2 空間属性 
規則 
1. 地物の空間特性は，一つ以上の空間属性によって記述しなければならない。応用スキーマの

中では，空間属性は地物属性の下位型であり，その分類法はこのプロファイルの空間スキー

マで規定する。 
2. 応用スキーマにおいて，空間属性は次に示す二つの方法のいずれかで表現しなければならな

い。 
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a) 地物を表す UML クラスの属性として定義する方法。このとき属性は，このプロファイル

の空間スキーマにおいて規定する空間オブジェクトの一つをその値のデータ型として使用

しなければならない。 
b) 地物を表すクラスと，このプロファイルの空間スキーマにおいて規定する空間オブジェク

トの一つとの間の UML 関連として定義する方法。 
3. 空間属性は，その値として空間オブジェクトを採用しなければならない。空間オブジェクト

は幾何オブジェクト又は位相オブジェクトに分類され，いずれもプリミティブ，複体又は集

成（ただし集成は幾何オブジェクトのみ）として下位型化される。表 6-1 は，空間属性の値

として応用スキーマにおいて，次の空間オブジェクトしか使用してはならない。 
 

表 6-1 応用スキーマにおいて空間属性として有効な空間オブジェクト一覧 

 
6.5 時間属性のための規則 
6.5.1 一般時間規則 
規則 
1. 地物に適用される時間的側面のいかなる記述も 8 時間スキーマの仕様に合致しなければなら

ない。 
 
6.5.2 時間属性 
規則 
1. 地物の時間特性は，地物属性の下位型である時間属性として定義しなければならない。 
2. UML を用いた時間属性の実装は，標準スキーマを参照するための規則（6.3.3）に従わなけ

ればならない。 
3. 時間属性は，地物を表現する UML クラスの属性として応用スキーマの中で表現しなければ

ならない。その場合には，属性はその値のためのデータ型として 8 時間スキーマの中で規定

する時間オブジェクトの一つをもたなければならない。 
4. 適用しなければならない有効な時間オブジェクトを表 6-2 に示す。 

 

表 6-2 応用スキーマにおいて時間属性として有効な時間オブジェクト一覧 

 
6.6 主題属性のための規則 
6.6.1 一般規則 
規則 
1. 地物に適用される主題的性質の記述は全て，このプロファイルの仕様に合致しなければなら

幾何オブジェクト 位相オブジェクト 
幾何プリミティブ 幾何複体 幾何集成 位相プリミティブ 位相複体 
GM_Point 
GM_Curve 
GM_Surface 

GM_CompositeCurve 
GM_Complex 

GM_Aggregate TP_Node 
TP_Edge 
TP_Face 
TP_DirectedNode 
TP_DirectedEdge 
TP_DirectedFace 

TP_Complex 

時間幾何プリミティブ 時間位相プリミティブ 
TM_Instant 
TM_Period 

TM_Node 
TM_Edge 
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ない。 
 
6.6.2 主題属性 
規則 
1. 地物の主題特性は，地物属性型の下位型である主題属性として定義しなければならない。 
2. 主題属性は，地物を表現する UML クラスの属性として応用スキーマの中で表現しなければ

ならない。その場合には，属性はその値のためのデータ型として 5 基本的なデータ型の中で

定義されたデータ型の一つをもっていなければならない。 
 
6.7 被覆のための規則 
6.7.1 一般規則 
規則 
1. 地物に適用される被覆要素のいかなる記述もこのプロファイルの仕様に合致しなければなら

ない。 
 
6.7.2 被覆の表現 
規則 
1. 被覆型は，地物を表現する UML クラスの属性の型として応用スキーマの中で使用すること

ができる。 
2. UML を用いた被覆型の実装は，標準スキーマを参照するための規則（6.3.3）に従わなけれ

ばならない。 
3. 被覆の地物型は，JPGIS の被覆の幾何及び関数のためのスキーマで規定する被覆型の一つ

の下位型として記述しなければならない。 
 
6.8 地理識別子を用いた空間参照のための規則  
6.8.1 地理識別子を用いた空間参照の表現  
規則 
1. 地理識別子によって空間参照される属性の値の定義域は，10 地理識別子による空間参照に

規定する仕様に従わなければならない。 
2. 地理識別子は，空間参照の値をもつ属性（GF_LocationAttributeType）によって，応用ス

キーマから参照しなければならない。 
3. GF_LocationAttributeType は，応用スキーマにおいて，地物を表現する UML クラスの属

性として表現しなければならない。その場合には，属性はその値のためにデータ型として地

名辞典スキーマ（10 地理識別子による空間参照）の中で規定する SI_LocationInstance を

使用しなければならない。 
 
6.9 カタログ化規則 
6.9.1 地物カタログに基づく応用スキーマ 
規則 
1. このプロファイルに基づく地物カタログの情報は，6.1 及び 6.2 の規定を使用することによ

り，応用スキーマを作成するために使用することができる。 
 
6.10 応用スキーマのための規則の拡張及び制限のための規則 
6.10.1 一般 

応用スキーマのための規則を拡張及び制限する場合の規則を定める。プロファイルを拡張して

用いる場合は抽象試験項目群を設定し，適合性試験に合格しなければならない。 
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6.10.2 拡張のための規則 

このプロファイルで規定する応用スキーマのための規則を拡張して使用することができる。 
規則 
1. このプロファイルで定義されておらず，応用スキーマのための規則に定義されている一般地

物モデルの要素を用いたい場合は，原規格から必要な要素を抽出し，原規格の記述規則に従

ってプロファイルに追加定義する。 
例 地物操作をモデルに定義する場合は，地物操作を示す GF_Operation を一般地物モデルに

定義する。この場合は，原規格に基づき，GF_PropertyType から継承する。 
2. 追加するクラスが必須の属性及び関連をもつ場合は，もれなく追加する。 
 
6.10.3 制限のための規則 

このプロファイルで定義された応用スキーマのための規則を制限し，その一部を使用すること

ができる。 
規則 
1. 応用スキーマのための規則の一部を制限して使用する場合は，プロファイルの修正は行わず，

応用スキーマに記述することによって制限する。 
例 このプロファイルの一般地物モデルのうち，GF_AssociationRole を用いないときは，プ

ロファイルを修正し GF_AssociationRole を削除するのではなく，応用スキーマにおいて

地物関連役割を用いないことを記述する。 
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7 空間スキーマ 
 
序文 7 空間スキーマは，ISO 19107（Geographic information－Spatial schema）の技術的内

容を変更することなく作成された JIS X 7107（地理情報－空間スキーマ）から，空間属性を記

述するために必要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして規定したものである。 
 
7.1 スキーマの構造 

7 空間スキーマでは，地理空間情報の空間特性を記述する概念スキーマを示す。このスキーマ

は，UML1.4.2 によって記述する。このスキーマは抽象モデルであり，ある実装がこのプロファ

イルに適合するためには，抽象モデルにおけるそれぞれのパッケージ，型及び関連で記述した内

容を実現することができなくてはならないが，同じ方法で実装する必要はない。 
 

Geometry Topology

 

図 7-1 空間スキーマパッケージ 

 
このスキーマは，二つのパッケージからなる（図 7-1）。Geometry パッケージは，座標幾何，

幾何プリミティブ，幾何複体及び幾何集成体を示す内部パッケージをもち，Topology パッケー

ジは位相プリミティブ及び位相複体を示す内部パッケージをもつ（図 7-2）。これらのパッケー

ジに定義された型は，地物とデータ集合との空間特性の値として使わなければならない。 
 



 

22 

Geometric 
primitive

<<Leaf>>

Geometry root
<<Leaf>>

Coordinate 
geometry

<<Leaf>>

Geometric 
complex

<<Leaf>>

Topological 
primitive

<<Leaf>>

Topology root
<<Leaf>>

Topological 
complex

<<Leaf>>

(from Geometry) (from Geometry)

(from Geometry)

(from Geometry)

(from Topology)

(from Topology)

(from Topology)

Geometric 
aggregates

<<Leaf>>

(from Geometry)

 
図 7-2 規定の UML パッケージの依存性 

 
このプロファイルで定義する UML クラス名は，特定のパッケージを識別するため，二文字の

英字及び一文字の下線からなる接頭辞から開始する。空間スキーマで定義する型を識別する接頭

辞は，幾何オブジェクトでは GM_，位相オブジェクトでは TP_とする。 
 
7.2 幾何スキーマ 
7.2.1 Geometry root パッケージ 

Geometry root（幾何基底）パッケージには，全ての幾何オブジェクトの基底型となる

GM_Object が定義される（図 7-3）。 
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GM_Complex
(from Geometric complex)

<<Type>>
GM_Aggregate

(from Geometric aggregates)

<<Type>>
GM_Primitive

(from Geometric primitive)

<<Type>>

GM_Point
(from Geometric primitive)

<<Type>>
GM_OrientablePrimitive

(from Geometric primitive)

<<Type>>

GM_OrientableCurve
(from Geometric primitive)

<<Type>>
GM_OrientableSurface

(from Geometric primitive)

<<Type>>

GM_Curve
(from Geometric primitive)

<<Type>>
GM_Surface

(from Geometric primitive)

<<Type>>

GM_Object
<<Type>>

RS_CRS
(from Reference System)

<<Type>>

0..1

+CRS

0..1

Coordinate Reference System

 

図 7-3 GM_Object の下位クラス 

 
7.2.1.1 GM_Object 

GM_Object は，幾何オブジェクトの基底型である。 
関連  
1. Coordinate Reference System 関連によって，この GM_Object と DirectPosition の座標に

用いる座標参照系とをつなげる。この関連は多重度が [0..1]であり，0 の場合はこの

GM_Object はそれを包含する他の GM_Object の RS_CRS を用いる。座標参照系の役割名

は CRS である。 
 
7.2.2 Geometric primitive パッケージ 

Geometric primitive（幾何プリミティブ）パッケージは，あらゆる幾何プリミティブとそれ

らの境界を記述するために必要となるデータの型を定義する。 
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7.2.2.1 GM_Boundary 
幾何境界型である GM_Boundary（図 7-4）は，幾何オブジェクトの境界を表すデータに用い

る全ての型の抽象基底型である。なお，境界オブジェクトは輪体となる。 
 
7.2.2.2 GM_PrimitiveBoundary 

幾何プリミティブ境界型である GM_PrimitiveBoundary（図 7-4）は，GM_Primitive の下位

型の境界を示す型である。 
 
7.2.2.3 GM_SurfaceBoundary 

曲面境界型である GM_SurfaceBoundary（図 7-4）は，GM_Surface の境界を示す型である。 
関連  
1. 役割名 exterior によって，外部境界を示す GM_Ring と，この GM_SurfaceBoundary が関

連付く。 
2. 役割名 interior によって，内部境界を示す GM_Ring と，この GM_SurfaceBoundary が関

連付く。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 

 

GM_Complex
(from Geometric complex)

<<Type>>

GM_PrimitiveBoundary
<<Abstract>>

GM_CompositeCurve
(from Geometric complex)

<<Type>>

GM_Ring
<<Type>>

GM_SurfaceBoundary
<<Type>> 0..*

+interior

0..*

0..1

+exterior

0..1

GM_Boundary
<<Abstract>>

 
図 7-4 GM_Boundary 及びその下位クラス 

 
7.2.2.4 GM_Ring 

幾何輪型である GM_Ring（図 7-4）は，GM_SurfaceBoundary を構成するために用いる。

GM_Ring は，列の各 GM_OrientableCurve の終点が次の GM_OrientableCurve の始点となる

点で，GM_CompositeCurve と類似した構造をもつ。列は円形なので，この法則は常に成り立つ。

各輪は全ての境界と同様に輪体で単純とする。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign 
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関連  
1. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連 
3. [上位型から継承する関連]Composition 関連 
 
7.2.2.5 GM_Primitive  

幾何プリミティブ型である GM_Primitive（図 7-5）は，幾何プリミティブの抽象基底型であ

る。幾何プリミティブは，他のプリミティブに分解することができない。曲線及び曲面はそれぞ

れが複数の曲線分及び曲面分で構成されているが，この関係は合成であり，曲線分及び曲面分が

他の幾何プリミティブの部分となってはならない。 
関連 
1. Oriented 関連は，一又は二次元の各 GM_Primitive が役割名 proxy によって，それぞれ異

なる方向性の二つの GM_OrientablePrimitive への関連を集成としてもつことができること

を示す。 
2. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 

 
図 7-5 GM_Primitive とその下位クラス 

 
7.2.2.6 GM_Point 

点型である GM_Point（図 7-6）は，ただ一つの点からなる幾何オブジェクトを表す基本的な

データ型とする。 
属性 
1. position:DirectPosition は，GM_Point がもつ位置となる座標値を表す。 
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GM_Point

position : DirectPosition

<<Type>>

GM_Primitive
<<Type>>

 

図 7-6 GM_Point 

関連 
1. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 
7.2.2.7 GM_OrientablePrimitive  

有向幾何プリミティブ型である GM_OrientablePrimitive（図 7-7）は，ある幾何プリミティ

ブに対して反対方向の新しい幾何オブジェクトを作成できるプリミティブである。曲線の場合，

その向きは曲線をたどる方向を反映する。曲面の境界として用いる場合，囲まれる曲面は，有向

曲線の“左”にあるものとする。 

 

図 7-7 GM_OrientablePrimitive とその下位クラス 

 
属性 
1. orientation:Sign は，GM_OrientablePrimitive が表現する方向が正又は負のいずれかを示

す。 
関連 
1. Oriented 関 連 は ， 役 割 名 primitive に よ っ て GM_Primitive と ， こ の
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GM_OrientablePrimitive を関連付ける。方向性（orientation）が“ + ”（正）の場合，

GM_OrientablePrimitive は対応する GM_Curve 又は GM_Surface でなければならない。 
2. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 
7.2.2.8 GM_OrientableCurve 

有向曲線型である GM_OrientableCurve（図 7-7）は，二次元の幾何オブジェクトである

GM_Surface を構成する際及び GM_CompositeCurve の構成要素となる際に用いる。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_OrientableCurve が表現する方向が正

又は負のいずれかを示す。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，GM_Primitive（端点 primitive の先につなが

る）と，この GM_OrientableCurve を関連付ける。方向性が “ + ”（正）の場合，

GM_OrientableCurve は GM_Curve でなければならない。方向性が“ － ”（負）の場合，

GM_OrientableCurve は，曲線上の移動の意味で逆向きにパラメタ化するような，他の

GM_Curve と関連付く。 
2. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約 
1. GM_OrientableCurve が primitive によって関連付く先の型は GM_Curve でなくてはなら

ない。 
 
7.2.2.9 GM_OrientableSurface 

有向曲面型である GM_OrientableSurface （図 7-7 ）は， GM_Object から継承する

Coordinate Reference System 関連，GM_OrientablePrimitive を継承する orientation 属性及

び Oriented 関連をもつ曲面である。GM_OrientableSurface は立体である GM_Solid を構成す

るために必要となる。このプロファイルでは立体をプロファイルの対象としていないが，曲面で

ある GM_Surface を矛盾なく定義するため及び必要に応じて拡張を可能とするために

GM_Surface の上位クラスとして記述している。 
 
7.2.2.10 GM_Curve 

曲線型である GM_Curve（図 7-8）は，一次元幾何の基本的な要素とする。 
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図 7-8 GM_Curve 

属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_Curve が表現する方向を示し，必ず

“ + ”（正）となる。 
関連 
1. Segmentation 関連は，GM_CurveSegment（端点 segment の先につながる）と，この

GM_Curve を関連付ける合成である。それぞれが曲線の一部分に沿った点列の直接位置を

定義するような，GM_Curve の一連の構成要素を示す。GM_CurveSegment の順番は

GM_Curve を描くのに用いる順番とする。 
2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 primitive によって自分自身と関連付け，

役割名 proxy によって，異なる方向の二つの GM_OrientableCurve と関連付ける。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約 
1. GM_Curve の方向性は必ず“ + ”（正）であり，Oriented 関連の役割名 primitive によって

関連付く先は，自分自身とする。 
 
7.2.2.11 GM_Surface 

曲面型である GM_Surface（図 7-9）は二次元幾何の基本的な要素である。 
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図 7-9 GM_Surface 

 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_Surface が表現する方向を示し，必ず

“ + ”（正）となる。 
関連 
1. Segmentation 関連は，GM_SurfacePatch（端点 patch の先につながる）と，この

GM_Surface を関連付ける合成である。曲面を形成する互いに隣接する GM_SurfacePatch
の集合と関係させる。 

2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 primitive によって自分自身と関連付け，

役割名 proxy によって，異なる方向の二つの GM_OrientableSurface と関連付ける。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約  
1. GM_Surface の方向性は必ず“ + ”（正）であり，Oriented 関連の役割名 primitive によって

関連付く先は，自分自身とする。 
 
7.2.3 Coordinate geometry パッケージ 

Coordinate geometry（座標幾何）パッケージは，座標値を記述するために必要となる型を定

義する。 
 
7.2.3.1 DirectPosition 

直接位置データ型である DirectPosition（図 7-10）は，ある座標参照系上の位置を保持する。

座標参照系との関係は 7.5 で示す。 
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DirectPosition

coordinate : Sequence<Number>
/ dimension : Integer

<<DataType>>

RS_CRS
(from Reference System)

<<Type>>

0..1

0..*+directPosition 0..*

+coordinateReferenceSystem 0..1

{対象となるDirectPoitionが，参照系へ
の参照をもつ，より大きなオブジェクトに
含まれている場合は空のままとしてよい}

{RS_CRSによって参照する座標参
照系の次元数と属性dimensionの
値が一致しなければならない}

 
図 7-10 DirectPosition 

 
属性 
1. coordinate:Sequence<Number>は，指定した参照系におけるこの位置の座標を保持する数

値（Number）の列とする。 
2. dimension:Integer は座標列の長さ（項数）とする。これは参照系によって決まり，省略す

ることが可能である。 
関連 
1. 役割名 coordinateReferenceSystem によって，RS_CRS と，この DirectPosition は任意に

関連付く。対象となる DirectPosition が参照系への参照をもつ，より大きなオブジェクトに

含まれている場合は空のままとしてよい。 
制約 
1. 属性 dimension の値と，属性 coordinate の項数，及び参照系が指定した次元数は一致しな

ければならない。 
 
7.2.3.2 GM_PointRef 

点参照型である GM_PointRef（図 7-11）は，存在する点を参照するために用いる。 
 

GM_Point
(from Geometric primitive)

<<Type>>
GM_PointRef
<<DataType>>

1

+point

1

 
図 7-11 GM_PointRef 

 
関連 
1. 役割名 point によって，この GM_PointRef は，GM_Point と関連付く。 

 
7.2.3.3 GM_Position 

位置データ型である GM_Position（図 7-12）は，座標として直接（direct）又は GM_Point
への参照として間接（indirect）のどちらかで位置を識別するために用いる共用体である。 
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GM_Position

direct : DirectPosition
indirect : GM_PointRef

<<Union>>

 
図 7-12 GM_Position 

 
属性 次の属性のうち，いずれかが存在する。 
1. direct:DirectPosition は，DirectPosition を型にもつことにより，座標によって位置を識別

する。 
2. indirect:GM_PointRef は，GM_Point への参照をもつ GM_PointRef を型にもつことにより，

間接的に位置を識別する。 
 
7.2.3.4 GM_PointArray 

点配列データ型である GM_PointArray（図 7-13）は，点の列を示すデータ型である。  
 

GM_Position

direct : DirectPosition
indirect : GM_PointRef

<<Union>>

GM_PointArray
<<DataType>>

1..*

i : Integer

+column

1..*

i : Integer

 
図 7-13 GM_PointArray 

 
関連 
1. 役割名 column によって，この GM_PointArray は一つ以上の GM_Position と関連付く。 
 
7.2.3.5 GM_CurveSegment 

曲線分抽象型である GM_CurveSegment（図 7-14）は，GM_Curve の中の同じ内挿法で表現

する部分を定義する。GM_CurveSegment は最大でも一つの GM_Curve に属する。 
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GM_Curve
(from Geometric primitive)

<<Type>>

GM_CurveSegment
interpolation : GM_CurveInterpolation = linear

<<Abstract>>

0..1

1..*

+curve0..1

+segment

1..*

Segmentation

{Sequence}

GM_ArcString
<<Type>>

GM_CurveInterpolation
linear
circularArc3Points

<<CodeList>>

GM_Arc
<<Type>>

GM_Circle
<<Type>>

GM_LineString
<<Type>>

 
図 7-14 GM_CurveSegment 

 
属性 
1. interpolation:GM_CurveInterpolation は，この曲線分に用いる曲線の内挿法を指定する。 

“linear”（線形）とは，この内挿法が controlPoint の連続する各対の間を結ぶ直線上の

DirectPosition を返すことを示す。“circularArc3Points”（三点円弧）は，この内挿法が，

controlPoint の連続した三点の組ごとに，二点目の制御点がこの制御点列の始めからの偶数

番目となり，一点目から二点目を通り三点目に至る円弧上の DirectPosition を返す。制御点

列は奇数の要素をもたなければならない。 
 
7.2.3.6 GM_LineString 

折れ線型である GM_LineString（図 7-15）は，GM_CurveSegment を継承した折れ線を表す

型である。 
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{ interpolation = "linear"}

GM_CurveSegment

interpolation : GM_CurveInterpolation = linear

<<Abstract>>

GM_LineString
controlPoint : GM_PointArray

<<Type>>

 
図 7-15 GM_LineString 

 
属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_CurveInterpolation は，この折れ線分に用い

る内挿法を指定するため，値は“linear”となり，controlPoint で与えられた点を直線的に内

挿することを示す。 
2. controlPoint：GM_PointArray は，この折れ線分を構成する位置の列であり，この列の一

点目は GM_LineString の始点であり，列の最後の点は終点となる。 
 
7.2.3.7 GM_ArcString 

弧列型である GM_ArcString（図 7-16）は，GM_CurveSegment を継承した円弧を表す型で

ある。 
 

GM_CurveSegment

+ interpolation : GM_CurveInterpolation=linear

<<Abstract>>

GM_ArcString

numArc : Integer
controlPoints : GM_PointArray

<<Type>>

GM_Arc
<<Type>>

GM_Circle
<<Type>>

{Interpolation="circularArc3Points"}
{controlPoints.count=2*numArc+1}

{numArc=1}
{controlPointで示された点列の全ての点は同
一円上にある}

{controlPointを構成する3点は同一直線上
にあってはならない}

 
図 7-16 GM_ArcString とその下位クラス 

 
属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_CurveInterpolation は，この弧列に用いる内



 

34 

挿法を指定するため，値は“circularArc3Points”となり，controlPoint で与えられた点列の

奇数番目から始まる三つの連続した点によって円弧が決定される。 
2. numArc:Integer は，この GM_ArcString における円弧の数とする。 
3. controlPoints：GM_PointArray は，この弧列を構成する点の列である。 
制約 
1. 属性 interpolation の値は必ず“circularArc3Points”でなくてはならない。 
2. 属性 controlPoints を構成する点列の数は，属性 numArc で与えられた整数値を倍にした値

に 1 を加算した値と一致しなければならない。 
 
7.2.3.8 GM_Arc 

弧型である GM_Arc（図 7-16）は，GM_ArcString を継承した円弧を表す型である。GM_Arc
は三点で定義され，その三点によって決まる円の一点目から始まり，二点目を通って三点目に至

る弧からなる。この三点が同一直線上にあってはならない。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_CurveInterpolation は，この円弧に用いる内

挿法を指定するため，値は“circularArc3Points”となる。 
2. [上位型から継承する属性]numArc:Integer は，この GM_Arc における円弧の数であり，値

は“1”となる。 
3. [上位型から継承する属性]controlPoints：GM_PointArray は，この円弧を構成する三点か

らなる点の列である。 
制約 
1. 属性 controlPoints を構成する三点は，全て同一円上になくてはならない。 
 
7.2.3.9 GM_Circle 

円型である GM_Circle（図 7-16）は，GM_Arc を継承した円を表す型である。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_CurveInterpolation は，この円に用いる内挿

法を指定するため，値は“circularArc3Points”となる。 
2. [上位型から継承する属性]numArc:Integer は，この GM_Circle における円弧の数であり，

値は“1”となる。 
3. [上位型から継承する属性]controlPoints：GM_PointArray は，この円を構成する三点から

なる点の列である。 
制約 
1. 属性 controlPoints を構成する三点は，同一直線上にあってはならない。 
 
7.2.3.10 GM_SurfacePatch 

曲面分抽象型である GM_SurfacePatch（図 7-17）は，GM_Surface の中の同じ内挿法で表現

する部分を定義する。GM_SurfacePatch は最大でも一つの GM_Surface に属する。 
 



 

35 

GM_SurfaceInterpolation
planar
tin

<<CodeList>> GM_Polygon
<<Type>>

GM_Triangle
<<Type>>

GM_SurfacePatch

interpolation : GM_SurfaceInterpolation = planar

<<Abstract>>

GM_Surface
(from Geometric primitive)

<<Type>>

1..*

0..1

+patch

1..*

+surface
0..1

Segmentat ion

 
図 7-17 GM_SurfacePatch 

 
属性 
1. interpolation:GM_SurfaceInterpolation は，この GM_SurfacePatch に用いる内挿法を指

定する。 
“planar”（平面）は，この内挿法が，単一の平面上の点を返し，境界はこの平面上に含まれ

ることを示す。“tin”（不規則三角網）は，制御点は隣接する複数の三角形を構成し，それぞ

れが小平面分を形成することを示す。 
 

7.2.3.11 GM_PolyhedralSurface 
多面体面型である GM_PolyhedralSurface（図 7-18）は，共通な境界曲線に沿って結合した

GM_Polygon から構成する GM_Surface とする。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_PolyhedralSurface が表現する方向を

示し，必ず正となる。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Segmentation 関連は，GM_Polygon（端点 patch の先につなが

る）と，この GM_PolyhedralSurface を関連付ける合成である。GM_PolyhedralSurface
を形成する互いに隣接する GM_Polygon の集合と関係させる。 

2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 primitive によって自分自身と関連付け，

役割名 proxy によって，異なる方向の二つの GM_OrientableSurface と関連付ける。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約 
1. GM_PolyhedralSurface の方向性は必ず“ + ”（正）であり，Oriented 関連によって関連付

く先は，自分自身とする。 
 
7.2.3.12 GM_TriangulatedSurface 
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三角網曲面型である GM_TriangulatedSurface（図 7-18）は，複数の GM_Triangle だけから

構成した GM_PolyhedralSurface とする。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_TriangulatedSurface が表現する方向

を示し，必ず正となる。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Segmentation 関連は，GM_Triangle（端点 patch の先につなが

る ） と ， こ の GM_TriangulatedSurface を 関 連 付 け る 合 成 で あ る 。

GM_TrianglatedSurface を形成する互いにつながった GM_Triangle の集合と関係させる。 
2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 primitive によって自分自身と関連付け，

役割名 proxy によって，異なる方向の二つの GM_OrientableSurface と関連付ける。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約 
1. GM_TriangulatedSurface の方向性は必ず“ + ”（正）であり，Oriented 関連によって関連

付く先は，自分自身とする。 
 
7.2.3.13 GM_Tin 

不規則三角網曲面型である GM_Tin（図 7-18）は，ドローネ・アルゴリズム又はこれに抑止

線，傾斜変換線及び三角形の最大辺長に対する考慮を補った同様のアルゴリズムを使用した

GM_TriangulatedSurface とする。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_Tin が表現する方向を示し，必ず正と

なる。 
2. stopLines:Set<GM_LineString>は，曲面の連続性又は正規性の局所的に問題がある部分の

線（抑止線）である。これらの異常な領域では抑止線と交わる三角形は不規則三角網曲面か

ら取り除き，曲面の穴として残すものとする。 
3. breakLines:Set<GM_LineString>は，曲面の局所的な稜線又は（流水線のような）谷線を

表す曲面の形の決定的な本質となる線（傾斜変換線）とする。 
4. maxLength:Distance は，三角形の最大辺長を示し，これを越える三角形の辺については，

その辺に隣接する三角形を曲面から削除する。これによりデータが適切な計算の保証に十分

な密度をもたない曲面の領域を取り除くことができる。 
5. controlPoint[3..n]:GM_Position は，不規則三角網の三角形の頂点（制御点）の集合である。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Segmentation 関連は，GM_Triangle（端点 patch の先につなが

る）と，この GM_Tin を関連付ける合成である。GM_Tin を形成する互いにつながった

GM_Triangle の集合と関係させる。 
2. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 primitive によって自分自身と関連付け，

役割名 proxy によって，異なる方向の二つの GM_OrientableSurface と関連付ける。 
3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
制約 
1. GM_Tin の方向性は必ず“ + ”（正）であり，Oriented 関連によって関連付く先は，自分自

身とする。 
 
7.2.3.14 GM_Polygon 

ポリゴン型である GM_Polygon（図 7-18）は，境界となる曲線の集合によって表現された曲

面である。境界となる曲線は同一平面上に存在し，GM_Polygon は平面を示す。 
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属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_SurfaceInterpolation は，この GM_Polygon

に用いる内挿法を“planar”と指定する。 
2. boundary:GM_SurfaceBoundary は ， こ の GM_Polygon の 境 界 を 表 す 。

GM_SurfaceBoundary の属性である exterior はこの GM_Polygon の外部境界となり，

interior は内部境界となる。 
 
7.2.3.15 GM_Triangle  

三角形型である GM_Triangle（図 7-18）は，三つの頂点で定義した平面上の GM_Polygon と

する。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]interpolation:GM_SurfaceInterpolation は，この GM_Triangle

に用いる内挿法を指定する。GM_Tin の構成要素となる場合は，値“tin”をとる。 
2. [上位型から継承する属性]boundary:GM_SurfaceBoundary は，この GM_Triangle の境界

を表す。GM_SurfaceBoundary の属性である exterior はこの GM_Triangle の外周を示す。

interior は存在しない。 
3. corners[3]:GM_Position は，GM_Triangle の頂点となる点である。 
 

 

 
図 7-18 GM_Surface 及び GM_SurfacePatch の下位クラス 

 
7.2.4 Geometric complex パッケージ 

Geometric complex（幾何複体）パッケージは，共通の座標系において，その内部に交差のな

い幾何プリミティブの集合とする。 
 
7.2.4.1 GM_Complex 

GM_SurfacePatch

interpolation : GM_SUrfaceInterpolation = planar

<<Abstract>>

GM_Surface
(from Geometric primitive) 

<<Type>> 1..*0..1

+patch +surface 

Segmentation 

GM_Polygon

boundary : GM_SurfaceBoundary

<<Type>>

GM_PolyhedralSurface
<<Type>>

GM_Triangle

corners[3] : GM_Position

<<Type>>

GM_TriangulatedSurface
<<Type>>

GM_Tin

stopLines : Set<GM_LineString>
breakLines : Set<GM_LineString>
maxLength : Distance

<<Type>>

Segmentation 関連によっ
て関連付くのは，
GM_Polygon のみとする。

Segmentation 関連によっ
て関連付くのは，
GM_Triangle のみとする。

controlPoint[3..n] : GM_Position



 

38 

幾何複体型である GM_Complex（図 7-19）は，幾何的に交差のない単純な GM_Primitive の

集合とする。GM_Point 以外の GM_Primitive が，ある GM_Complex に含まれている場合，そ

の GM_Complex の中に，その GM_Primitive の境界を形成するより低い次元の GM_Primitive
が存在する。 
 

GM_Object
(from Geometry root)

<<Type>>

GM_Complex
<<Type>>

GM_Primitive
(from Geometric primitive)

<<Type>>

1..*0..*

+complex

0..*

Complex +element

1..*

 
図 7-19 GM_Complex 

 
関連 
1. Complex 関連は，GM_Complex に含まれる一つ以上の GM_Primitive（端点 element の先

につながる）と関連付く。 
2. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 
7.2.4.2 GM_CompositeCurve 

合成曲線型である GM_CompositeCurve（図 7-20）は，GM_OrientableCurve の集合となる。

GM_CompositeCurve は GM_OrientableCurve を継承するため，（最初の曲線を除く）各曲線

が直前の曲線の終点から始まるという方法で方向が揃った有向曲線となる。 
 

 
図 7-20 GM_CompositeCurve 

 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，GM_CompositeCurve が表現する方向が正

又は負のいずれかを示す。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Oriented 関連は，役割名 proxy によって，それぞれ異なる方向性

の二つの GM_OrientablePrimitive への関連をもつことを示し，役割名 primitive によって，

GM_CompositeCurve を，方向性が“ + ”（正）の GM_CompositeCurve と関連付ける。つ

まり方向性が“ + ”（正）の場合は，それ自身と関連付く。他方，方向性が“ － ”（負）の場

合は，曲線上の移動の意味で逆向きにパラメタ化された，すなわち，同じ場所にあり方向性

が“ + ”（正）となる GM_CompositeCurve と関連付く。 
 備考 方向性が“ － ”（負）となる GM_CompositeCurve はそれ自身が GM_Surface の境界曲

線となるとき又はより大きな GM_CompositeCurve の構成要素となるときのみ用いら

れる。 
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2. Composition 関連は，GM_CompositeCurve に含まれる一つ以上の GM_OrientableCurve
（端点 generator の先につながる）と関連付く。 

3. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 
7.2.5 Geometric aggregates パッケージ 

Geometric aggregates（幾何集成）パッケージは，共通の座標系において，ある特定の型を集

めることのできる型を定義する。 
 
7.2.5.1 GM_Aggregate 

幾何集成型である GM_Aggregate（図 7-21）は，GM_Object の集まりによって構成される。 
 

GM_Aggregate
<<Type>>

GM_Object
(from Geometry root)

<<Type>>

0..*

+element

0..*

 
図 7-21 GM_Aggregate 

 
関連 
1. GM_Aggregate は，役割名 element によって自身を構成する GM_Object と関連付く。 
2. [上位型から継承する関連]Coordinate Reference System 関連 
 
7.3 位相スキーマ 
7.3.1 一般 

位相属性の最も生産的な使用法は，計算幾何処理の高速化である。 
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TP_DirectedEdge
<<Type>>

TP_DirectedFace
<<Type>>

TP_Edge
<<Type>>

TP_Face
<<Type>>

TP_Object
(from Topology root)

<<Interface>>

TP_Complex
(from Topological complex)...)

<<Type>>

TP_DirectTopo
orientation : Sign=+

<<Type>>

TP_Primitive
<<Type>>

1..*1..*

+complex

1..*

+element

1..*

Complex

TP_DirectedNode
<<Type>>

TP_Node
<<Type>>

 

図 7-22 位相スキーマ 

 
7.3.2 Topology root パッケージ 
7.3.2.1 TP_Object 

TP_Object は，位相プリミティブ及び位相複体の基底型となる抽象クラスである。 
 

TP_Object
(from Topology root)

<<Interface>>

TP_Complex
(from Topological complex)

<<Type>>
TP_Primitive

(from Topological primitive)

<<Type>>

 

図 7-23 TP_Object 
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7.3.3 Topological primitive パッケージ 

Topological primitive パッケージは各次元の全ての位相プリミティブを含み，その構造上の関

係を表現するためのクラスに対応する。このプロファイルでは二次元までの位相プリミティブを

定義する。 
 
7.3.3.1 TP_Primitive 

位相プリミティブ型（TP_Primitive）は，位相プリミティブの抽象基底クラスであり，位相

複体を構成する要素となる。位相プリミティブは，システム内で更に他のプリミティブに分解す

ることができない。 
関連 
1. Center 関連は，この TP_Primitive を参照する向きをもつ位相オブジェクト（端点 proxy の

先につながる）を識別する。 

 

図 7-24 TP_Primitive 

 
7.3.3.2 TP_DirectedTopo 

有向位相型（TP_DirectedTopo）は，向きをもつ位相複体及び位相プリミティブの基底型とな

る抽象クラスである。 
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図 7-25 位相プリミティブの下位クラス 

 
属性 
1. orientation:Sign は，この TP_DirectedTopo がその元になる TP_Primitive に対する向きと

する。 
関連 
1. Center 関連は，この TP_DirectedTopo の元となる TP_Primitive（端点 topo の先につなが

る）を識別する。 
 
7.3.3.3 TP_DirectedNode 

TP_DirectedNode（有向ノード型）は，有向位相オブジェクトである。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，この TP_DirectedNode がその元になる

TP_Node に対する向きとする。 
備考 原規格である JIS X 7107 では，TP_Edge クラスがもつ boundary 操作について，「一

方がエッジの始点（負の TP_DirectedNode）に，もう一方がエッジの終点（正の

TP_DirectedNode）となるノードの対を返す」と規定されているが，これはあくまでも操作

の返り値のことであって，データ構造がこのようであることを示しているのではない。この

プロファイルでは，操作については規定しないため，TP_DirectedNode を参照する機会は

実際には生じない。 
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関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連は，TP_DirectedTopo の元となる TP_Primitive（端

点 topo の先につながる）を識別する。 
 
7.3.3.4 TP_Node 

TP_Node（ノード型）は零次元の位相プリミティブである。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，TP_Node の方向性を表し，常に正とする。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連によって，TP_Node を含む各 TP_Primitive は，二

つの TP_DirectedTopo インスタンスに関連付けられる。 
2. coBoundary 関連（図 7-26）は，TP_Node を TP_DirectedEdge（端点 spoke につながる）

と関連付ける。 
 
7.3.3.5 TP_DirectedEdge 

TP_DirectedEdge（有向エッジ型）は，有向位相オブジェクトである。元となる TP_Edge が

必要なときにその代替として機能する。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，この TP_DirectedEdge がその元になる

TP_Edge に対する向きとする。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連は，TP_DirectedEdge の元となる TP_Edge（端点

topo の先につながる）を識別する。 
 
7.3.3.6 TP_Edge 

TP_Edge（エッジ型）は，位相のための一次元プリミティブである。TP_Edge は正の

TP_DirectedEdge と等価である。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，TP_Edge の方向性を表し，常に正とする。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連によって，TP_Edge を含む各 TP_Primitive は，二つ

の TP_DirectedTopo インスタンスに関連付けられる。 
2. Boundary 関連（図 7-26）は，TP_Edge を TP_DirectedNode（端点 boundary につなが

る）と関連付ける。 
3. coBoundary 関連（図 7-26）は，TP_Edge を TP_DirectedFace（端点 spoke につながる）

と関連付ける。 
 
7.3.3.7 TP_DirectedFace 

TP_DirectedFace（有向フェイス型）は，有向位相オブジェクトである。元となる TP_Face
が必要なときにその代替として機能する。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，この TP_DirectedFace がその元になる

TP_Face に対する向きとする。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連は，TP_DirectedFace の元となる TP_Face（端点
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topo の先につながる）を識別する。 
 
7.3.3.8 TP_Face 

TP_Face（フェイス型）は，位相のための二次元プリミティブである。TP_Face は正の

TP_DirectedFace と等価である。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]orientation:Sign は，TP_Face の方向性を表し，常に正とする。  
関連 
1. [上位型から継承する関連]Center 関連によって，TP_Face を含む各 TP_Primitive は，二つ

の TP_DirectedTopo インスタンスに関連付けられる。 
2. Boundary 関連（図 7-26）は，TP_Face を TP_DirectedEdge（端点 boundary につなが

る）と関連付ける。 
 

7.3.3.9 位相クラスの関連 
図 7-26 は境界取得操作が，それぞれの次元のオブジェクトから一つ低い次元のオブジェクト

への関連としての表現を示す。 
備考 1 ノードがエッジの境界に存在する場合，このエッジは，そのノードの双対境界

（coBoundary）上にある。この二つの関係のいずれか一つに関連付けられた任意の

方向パラメタは，もう一方の関係に対しても関連付けられる。これは，ノードがエッ

ジの終点ノードである（正の有向エッジの終端として定義される）場合，そのノード

の正の方向（正の有向ノードとして定義される）が双対境界上にエッジをもつように

するためである。 
備考 2 TP_Face は，Boundary 関連及び boundary 関連役割も格納しなければならない。

boundary 関連役割は，これと同じ情報を，エッジの左側に対して正の方向を向き，

エッジの右側に対して負の方向を向く有向エッジとして規定する。 
 

 
図 7-26 位相クラスの関連 
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7.3.4 Topological complex パッケージ 
Topological complex パッケージは，TP_Complex の生成を行う追加のクラスを提供する。 

 
7.3.4.1 TP_Complex 

TP_Complex（位相複体型）は，位相プリミティブの集合である。 
 

TP_Object
(from Topology root)

<<Interface>>

TP_Complex
(from Topological complex)

<<Type>>
TP_Primitive

(from Topological primitive)

<<Type>>

1..*1..*

+complex

1..*

+element

1..*

Complex

 

図 7-27 TP_Complex 

 
関連 
1. Complex 関連は，この TP_Complex に，自身を構成する TP_Primitive（端点 element に

つながる）を関連付ける。 
 
7.4 幾何実現 
7.4.1 TP_Primitive の幾何実現  

位相プリミティブは幾何複体の要素である単一次元の幾何プリミティブと対応する。 
 

TP_Object
(from Topology root)

<< Interface>>
GM_Object

(from Geometry root)

<<Type>>

TP_Primitive
(from Topological primitive)

<<type>>
GM_Primitive

(from Geometric ptrimitive)

<<Type>>

0..1 0..*

+topology

0..*

Realization

+geometry

0..1

 

図 7-28 位相プリミティブの幾何実現 

関連 
1. Realization 関連は，この TP_Primitive をこれと対応する GM_Primitive（端点 geometry

とつながる）が存在すれば，関連付ける。 
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7.4.2 TP_Complex の幾何実現 

幾何複体は，位相複体の幾何実現となる。 
 

GM_Object
(from Geometry root)

<<Type>>
TP_Object

(from Topology root)

<<Interface>>

TP_Complex
(from Topological complex)

<<Type>>

GM_Complex
(from Geometric complex)

<<Type>>

0..1 0..1

Realization
+topology

0..1

+geometry

0..1
 

図 7-29 位相複体の幾何実現 

 
関連 
1. Realization 関連は，この TP_Complex をこれと対応する GM_Complex（端点 geometry と

つながる）が存在すれば，関連付ける。 
 
7.5 座標参照系との関連 
7.5.1 一般 

オブジェクトの幾何の記述に用いられる数学関数は，座標位置の定義に用いる座標参照系の型

に依存している。このプロファイルでは，座標参照系は附属書 2（規定）（座標参照系）で規定

する。 
 
7.5.2 直接位置と座標参照 

DirectPosition はある座標参照系上の位置の座標を保持する直接位置データ型であり，役割名

coordinateReferenceSystem によって自身の定義に用いる空間参照系を参照する。 
 

  

DirectPosition

coordinate : Sequence<Number>
/ dimension : Integer

<<DataType>>

RS_CRS
(from Reference System)

<<Type>>

0..1

0..*+directPosition 0..*

+coordinateReferenceSystem 0..1

{対象となるDirectPoitionが，参照系へ
の参照をもつ，より大きなオブジェクトに
含まれている場合は空のままとしてよい}

{RS_CRSによって参照する座標参
照系の次元数と属性dimensionの
値が一致しなければならない}
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図 7-30 直接位置と空間参照 

 
関連 
1. coordinateReferenceSystem 関連によって DirectPosition はその座標を定めている座標参照

系 RS_CRS と関連付く。ただし，対象となる DirectPosition が参照系への参照をもつより

大きなオブジェクトに含まれている場合は空のままとしてよい。この場合は，

DirectPosition は暗黙でそれを含むオブジェクトの座標参照系の値をとるものとして扱う。 
 
7.5.3 幾何オブジェクトと座標参照 

GM_Object は全ての幾何オブジェクトの基底となる抽象型である。幾何オブジェクトは座標

幾何と座標参照系の組合せであり，CoordinateReferenceSystem 関連によって自身の定義に用

いる座標参照系を参照する。 
 

RS_CRS
(from Reference System)

<<Type>>

GM_Object
<<Type>>

0..1

+CRS

0..1

Coordinate Reference System

 

図 7-31 幾何オブジェクトと空間参照 

 
関連 
1. CoordinateReferenceSystem 関連は，この GM_Object の座標幾何の記述に用いる RS_CRS

（端点 CRS とつながる）と関連付ける。この関連が空の場合，GM_Object は，それを包含

する他の GM_Object の RS_CRS を用いる。 
 
7.6 空間スキーマプロファイル拡張及び制限のための規則 
7.6.1 一般 

空間スキーマプロファイルを拡張及び制限する場合の規則を定める。プロファイルを拡張して

用いる場合は，原規格を参照し抽象試験項目群を設定しなければならない。 
 
7.6.2 拡張のための規則 

このプロファイルで定義したスキーマは，JIS X 7107 で規定する範囲内であれば，次の規則

に則って拡張することができる。 
規則 
1. JIS X 7107 に定義された別の型を用いたい場合は，当該クラスの上位クラスから継承させ，

プロファイルに定義する。 
 例 クロソイド曲線分を示す GM_Clothoid を拡張したい場合は，上位クラスである

GM_CurveSegment から継承し，プロファイルを再定義する。 
2. プロファイルに追加したいクラスの上位クラスがプロファイルに存在しない場合は上位クラ

スも併せてプロファイルに追加する。 
 例 多曲線型を示す GM_MultiCurve を拡張したい場合は，その上位クラスとなる

GM_MultiPrimitive がプロファイルに存在しないため， GM_MultiPrimitive を

GM_Aggregate から継承させ定義し，GM_MultiCurve を GM_MultiPrimitive から継承

させ，プロファイルに定義する。 
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3. 追加するクラスが必須の属性及び関連をもつ場合は，もれなく追加する。必須でないものは，

目的に照らして判断する。 
 
7.6.3 制限のための規則 

このプロファイルで定義されたスキーマを制限し，その一部を使用することができる。 
規則 
1. 空間スキーマプロファイルの一部を制限して使用する場合は，プロファイルの修正は行わず，

応用スキーマに記述する。 
 例 円型を示す GM_Circle を用いないときは，プロファイルを修正し GM_Circle を削除する

のではなく，応用スキーマにおいてその地物の空間属性の定義に，GM_Circle は用いな

いことを記述する。 
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8 時間スキーマ 
 
序文 8 時間スキーマは，ISO 19108（Geographic information - Temporal schema）の技術的

内容を変更することなく作成された JIS X 7108（地理情報－時間スキーマ）から，時間属性を

記述するために必要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして規定したものである。 
 
8.1 スキーマの構造 

8 時間スキーマでは，地理空間情報の時間に関する特性を記述する概念スキーマを示す。この

スキーマは，UML1.4.2 によって記述する。このスキーマは抽象モデルであり，ある実装が

JPGIS に適合するためには，抽象モデルにおけるそれぞれの要素で規定された内容を実現する

ことができなくてはならないが，同じ方法で実装する必要はない。 
 

Temporal 
Objects

 
図 8-1 時間スキーマの構造 

 
 時間スキーマは，時間オブジェクト（Temporal Objects）パッケージからなる（図 8-1）。時

間オブジェクト（Temporal Objects）パッケージは，時間幾何オブジェクト（8.2）及び時間位

相オブジェクト（8.3）を定義するが，これらは，地物とデータ集合との時間特性の値として使

わなければならない。オブジェクトの時間位置は，附属書 2（規定）（座標参照系）で規定する

JPGIS 参照系パッケージで示された参照系と関係付けて指定しなければならない（8.5）。 
 このプロファイルで定義する UML クラス名は，特定の規格を識別するため，二文字の英字及

び一文字の下線からなる接頭辞から開始し，時間スキーマで定義するクラスを識別する接頭辞は，

TM_とする。 
 
8.1.1 次元としての時間 

時間は，任意の空間次元に類似した一つの次元である。空間と同様，時間は，幾何及び位相特

性をもつ。時間における点は，時間参照系と関係付けて識別できる位置を占める。距離も測定で

きる。しかし，空間とは異なり，時間は単一次元である。すなわち，時間参照系は，いろいろな

応用システムで空間的な位置を記述するために使用する線型の参照系と類似している。時間は絶

対的な方向性をもち，時間における動きは常に前方向ではあるが，時間は二つの方向で示すこと

ができる。 
 備考 時間は，概念レベルでは常に幾何及び位相特性をもつ。しかし，幾何特性又は位相特性

のいずれかの一方だけで時間を記述することが可能なこともあり，また，それが望まし

いこともある。 
 時間は，順序尺度及び間隔尺度の二種類の尺度で測定する。順序尺度は時間に関する相対的な

位置の情報だけを示すが，間隔尺度は持続時間を測定するための基礎を示す。 
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TM_Object

TM_Primitive

TM_GeometricPrimitive TM_TopologicalPrimitive

 
図 8-2 時間オブジェクト 

 
8.1.2 時間のオブジェクト 

地物及びデータ集合の時間特性を示す値として使用する最上位の抽象クラスを TM_Object
（図 8-2）とする。時間プリミティブ（TM_Primitive）は，不可分な幾何又は位相を表現する抽

象クラスとする。TM_Primitive は時間幾何を示す TM_GeometricPrimitive と時間位相を示す

TM_TopologicalPrimitive の二つの下位型をもつ。 
 
8.2 幾何スキーマ 
8.2.1 TM_GeometricPrimitive 

TM_GeometricPrimitive は，これ以上不可分な時間幾何を示す抽象クラスである。時間の次

元にある二つの幾何プリミティブは，瞬間及び期間とする。TM_GeometricPrimitive の下位型

TM_Instant は瞬間を，TM_Period は期間を表す（図 8-3）。 
 

TM_GeometricPrimitive

TM_Period
TM_Instant

position : TM_Position
0..*1

+begunBy

0..*

+begin

1

Beginning

0..*
1

+endedBy0..*
+end 1

Ending

{self.begin.position<self.end.position}

 
図 8-3 時間幾何プリミティブ 

 
8.2.2 TM_Instant 

瞬間（TM_Instant）は，零次元幾何プリミティブであり，時間上の位置を表現する。これは

空間における点と同等である。実際には，瞬間は時間間隔であるが，その持続時間は時間尺度の

分解能より短い。 
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属性 
1. position:TM_Position は，この TM_Instant の位置を指定しなければならない。

TM_Position は，8.5 で規定する単一の時間参照系に関連付けなければならない。

TM_Instant のインスタンスは他と識別できるオブジェクトとなるが，TM_Position のイン

スタンスは，一つのデータ値となる。任意の TM_Instant の TM_Position は，異なる時間

参照系に関連する TM_Position によって置換できる。 
関連 
1. Beginning 関連は，期間を示す TM_Period（端点 begunBy の先につながる）と，この

TM_Instant とを関連付ける。 
2. Ending 関連は，期間を示す TM_Period（端点 endedBy の先につながる）と，この

TM_Instant とを関連付ける。 
備考 TM_Period から TM_Instant への関連が定義されているが，附属書 8（参考）（XML に

基づく符号化規則）による符号化を適用すると，begin/end の TM_Instant が地物内に存

在することができないため，実質的には集成とみなして符号化を適用すること。 
 
8.2.3 TM_Period 

期間（TM_Period）は，時間の範囲を表現する一次元幾何プリミティブとする。期間は空間に

おける曲線と同等であり，曲線のように，始点及び終点（瞬間）を境界にもつ開区間をなし，長

さ（持続時間）をもつ。その時間上の位置は，それが始まる瞬間及び終わる瞬間の時間位置によ

って記述し，その長さは二つの時間位置間の時間距離に等しい。 
関連  
1. Beginning 関連は，期間開始位置を示す TM_Instant（端点 begin の先につながる）と，こ

の TM_Period を関連付ける。 
2. Ending 関連は，期間開始位置を示す TM_Instant（端点 end の先につながる）と，この

TM_Period を関連付ける。 
制約 
1. {self.begin.position < self.end.position}は，期間開始の時間位置が期間終了の時間位置より

も小さく（より以前に）なければならないということを示す。 
 
8.3 位相スキーマ 
8.3.1 一般  

位相は，オブジェクト間の時間連結性に関する情報を示すと共に，時間における地物の順序に

ついての情報を示すこともできる。位相は，時間位置に関する情報は示さない。位相関係は幾何

情報から導出できる場合もあるが，時間位置に関するデータは必ずしもこの導出には適していな

いため，位相について明確に記述することが必要となることもある。また，たとえそれが導出可

能なものであっても，位相関係を明確に記述していることが要件となる場合には，位相を用いて

もよい。 
 
8.3.2 TM_TopologicalPrimitive 

TM_TopologicalPrimitive は，これ以上不可分な時間位相を示す抽象クラスを示す。時間情報

に該当する二つの位相プリミティブがあるが，その内の一つは零次元のノードであり，他の一つ

は一次元のエッジである。時間スキーマにおいては，これらは，TM_TopologicalPrimitive の下

位クラスである TM_Node 及び TM_Edge で表す（図 8-4）。 
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TM_TopologicalPrimitive

TM_Node TM_Edge

0..*1
+previousEdge

0..*+end1

Termination

0..*1

+nextEdge

0..*

+start

1

Initiation

 
図 8-4 時間位相プリミティブ 

 
8.3.3 TM_Node 

TM_Node は時間における零次元位相プリミティブとする。その幾何的実現は TM_Instant と

対応する。 
関連 
1. Initiation 関連は，この TM_Node を始点にもつ TM_Edge（端点 nextEdge の先につなが

る）と，この TM_Node とを結びつけなければならない。 
2. Termination 関連は，この TM_Node を終点にもつ TM_Edge（端点 previousEdge の先に

つながる）と，この TM_Node とを結びつけなければならない。 
 
8.3.4 TM_Edge 

TM_Edge は時間における一次元位相要素とする。 
関連 
1. Initiation 関連は，この TM_Edge の始点となる TM_Node（端点 start の先につながる）と，

この TM_Edge とを結びつけなければならない。TM_Edge は，一つのそして唯一の始点ノ

ードをもたなければならない。 
2. Termination 関連は，この TM_Edge の終点となる TM_Node（端点 end の先につながる）

と，この TM_Edge とを結びつけなければならない。一つの TM_Edge は，一つのそして唯

一の終点ノードをもたなければならない。 
 
8.4 幾何実現 
8.4.1 一般 

応用システムが時間連結性に関する情報とともに時間位置に関する情報をもつ場合，

TM_TopologicalPrimitive は，同じ次元の TM_GeometricPrimitive と関連をもつ（図 8-5）。 
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図 8-5 時間位相プリミティブの幾何実現 

 
8.4.2 TM_Node の幾何実現 

TM_Node は，Realization 関連によって対応する TM_Instant と結びつく。この関連は，省

略可能な関連である。Realization 関連の端にある geometry によって一つの TM_Instant と関

連してよいのは，一つの TM_Node とし，この関連の端にある topology によって一つの

TM_Node と関連してよいのは，一つの TM_Instant とする。 
 
8.4.3 TM_Edge の幾何実現 

TM_Edge は，Realization 関連によって対応する TM_Period と結びつく。この関連は，省略

可能な関連である。Realization 関連の端にある geometry によって一つの TM_Period と関連す

ることができるのは唯一の TM_Edge とし，topology によって一つの TM_Edge と関連すること

ができるのは唯一の TM_Period とする。 
 
8.5 時間参照系との関連 
8.5.1 時間参照系 

時間領域における値は，時間参照系型（TM_ReferenceSystem）との関係の基に測定した時間

上の位置とする。JIS X 0301（情報交換のためのデータ要素及び交換形式－日付及び時刻の表

記）は，情報交換のためにグレゴリオ暦及び 24 時制地方時又は協定世界時（UTC）の使用を規

定しており，地理空間情報においては，これらを基本時間参照系として使用しなければならない。 
 
8.5.2 時間位置 

時間位置は，時間参照系によって規定された型で特定される。地理空間情報を実装する際に用

いる参照系は，協定世界時（8.5.1）及びグレゴリオ暦の組合せである。 ISO/TS 19103
（Geographic Information – Conceptual Schema Language）は，日付を表示するためのデータ

型を JIS X 0301 に準拠する文字列として定義している。JIS X 0301 は，グレゴリオ暦及び協定

世界時の使用法を定めている。JIS X 7108 では，これ以外の時間参照系で時間位置を指定する

ために使用しなければならないデータ型を定義する。 
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8.5.3 TM_Position 

TM_Position は，その属性となる四つのデータ型のうち唯一を選択する共用体である。Date，
Time，DateTime は，ISO/TS 19103 で定義している基本的なデータ型とする。これらは，日付

及び時刻を文字列として符号化する JIS X 0301 に適合する。これらのデータ型は，グレゴリオ

暦 及 び 協 定 世 界 時 を 参 照 す る 時 間 位 置 を 記 述 す る た め に 使 用 し て も よ い 。

TM_TemporalPosition 及びその下位型は，これら以外の時間参照系を参照する時間位置を記述

するために使用しなければならない。8.5.5 では暦日に対応するデータ型を，8.5.6 では日付を伴

った時刻に対応するデータ型を規定する。これらのデータ型は，グレゴリオ暦及び協定世界時を

含め，各種の暦又は時計を参照する時間位置の記述のために使用してもよい。 
 
8.5.4 TM_TemporalPosition 

TM_TemporalPosition は，TM_ReferenceSystem との関連及び属性 indeterminatePosition
をもち，二つの下位クラスが存在する。 
属性 
1. indeterminatePosition:TM_IndeterminateValue は ， 任 意 の 属 性 と す る 。

TM_TemporalPosition の 下 位 型 を ， デ ー タ 型 と し て 使 用 し な い 場 合 ，

TM_TemporalPosition は ， こ の 属 性 値 だ け を 示 す こ と に な る 。 こ の 属 性 を

TM_TemporalPosition の下位型において使用する場合，それは下位型が示す特定の時間位

置情報の修飾子となる。 
列挙データ型である TM_IndeterminateValue は，不確定な位置のために次の四つの値を

規定する。 
・“unknown”は，TM_TemporalPosition とともに使用しなければならず，時間位置を示

す値が与えられていないことを示す。 
・“now”は，TM_TemporalPosition の下位型である TM_CalDate 又は TM_DateAndTime

とともに使用しなければならず，アクセスされたときにはいつでも現時点の時間位置を

TM_CalDate で記述し値を返さなくてはならない。 
・ “before” は ， TM_TemporalPosition の 下 位 型 で あ る TM_CalDate 又 は

TM_DateAndTime とともに使用しなければならず，実際の時間位置は分からないが，

指定した値よりも前であることを示す。 
・ “after” は ， TM_TemporalPosition の 下 位 型 で あ る TM_CalDate 又 は

TM_DateAndTime とともに使用しなければならず，実際の時間位置は分からないが，

指定した値よりも後であることを示す。 
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図 8-6 時間位置のためのデータ型 

 
関連 
1. Reference 関連は，TM_TemporalPosition を TM_ReferenceSystem（端点 frame の先につ

ながる）に接続する。この関連は，インスタンスレベルで明示する必要はない。特に指示が

ない場合には，TM_TemporalPosition は，グレゴリオ暦と協定世界時との関連を指す。ま

た，この関連は，地物カタログの属性型定義，又はデータ集合のためのメタデータで識別す

ることもできる。 
  
8.5.5 暦日 

TM_CalDate は，ある暦の中で特定した時間位置を表すために使用しなければならないデータ

型とする。 
属性 
1. calendarEraName:CharacterString は，日付が参照する暦年代の名称を示す。 
2. calDate:Sequence<Integer>は，正の整数の列で，最初の整数は，暦における階層の最上位

レベルで使う単位の特定の値を示す。二番目の整数は，暦における階層の二番目のレベルで

使う単位の特定の値を示し，以下同様に続く。JIS X 0301 で定義しているグレゴリオ暦に

おける日付を示すための形式は，年，月，日の値によって構成するあらゆる日付を示すため

に使用してもよい。 
 例 グレゴリオ暦において，整数列“1999,09,03”は，1999 年の第 9 月の第 3 日として時間位

置を示す。これは，JIS X 0301 では“19990903”又は“1999-09-03”という形式で表す。 
 
8.5.6 時刻を伴った日付 

TM_DateAndTime は，一日よりも短い分解能で時間位置を識別するために，TM_CalDate を

継承し，かつ時刻を示す属性をもつデータ型である。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]calendarEraName:CharacterString は，日付が参照する暦年代

の名称を示す。 
2. [上位型から継承する属性]calDate:Sequence<Integer>は，正の整数の列で，最初の整数は，

暦における階層の最上位レベルで使う単位の特定の値を示す。二番目の整数は，暦における

階層の二番目のレベルで使う単位の特定の値を示し，以下同様に続く。JIS X 0301 で定義

しているグレゴリオ暦における日付を示すための形式は，年，月，日の値によって構成する
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あらゆる日付を示すために使用してもよい。 
3. clkTime : Sequence <Number>は，calDate と類似した構造の正数の列を規定する。最初の

正数は，時計の階層の中で最上位レベルに使う単位の特定の値を示し，二番目の数は二番目

のレベルに使う単位の特定の値を示し，以下同様に続く。最後の数以外は整数でなければな

らず，最後の数は整数又は実数のいずれでもよい。 
 例 現代の 24 時制では，列“22,15,30.5”は，22 番目の時の 15 番目の分から 30.5 秒たった時

間位置を示す。これは JIS X 0301 では“221530.5”という形式で表す。 
 
8.5.7 TM_ReferenceSystem 

TM_ReferenceSystem は，TM_TemporalPosition の時間参照系を規定する。 
属性 
1. name:RS_Identifier は，使用する参照系の名称を RS_Identifier 型で記述する。なお，

RS_Identifier 型については，附属書 2（規定）（座標参照系）で定義する。 
2. domainOfValidity[0..*]:EX_Extent は，この時間参照系が適用される空間範囲及び時間範囲

を EX_Extent 型で示す。なお，EX_Extent 型は，附属書 6（規定）（他の規格から引用するク

ラスの定義）で定義する。 
 
8.6 時間スキーマプロファイル拡張及び制限のための規則 
8.6.1 一般  

時間スキーマプロファイルを拡張及び制限する場合の規則を定める。プロファイルを拡張し，

用いる場合は抽象試験項目群を設定しなければならない。 
 
8.6.2 拡張のための規則 

このプロファイルで定義したスキーマは JIS X 7108 で規定する範囲内で拡張することができ

る。 
規則 
1. JIS X 7108 に定義された別の型を用いたい場合は，当該クラスの上位クラスから継承させ，

プロファイルに定義する。 
 例 ある時間座標系の中で特定した時間位置を表すために使用しなければならないデータ型で

ある TM_ClockTime を拡張したい場合は，上位クラスである TM_TemporalPosition か

ら継承し，プロファイルを再定義する。 
2. プロファイルに追加したいクラスの上位クラスがプロファイルに存在しない場合は上位クラ

スも併せてプロファイルに追加する。 
 例 時間位相複体を示す TM_TopologicalComplex を拡張したい場合は，その上位クラスとな

る TM_Complex もプロファイルに存在しないため，TM_Complex の上位クラスである

TM_Object から TM_Complex を継承させ定義し，更に TM_TopologicalComplex を

TM_Complex から継承させプロファイルに定義する。 
3. 追加するクラスが必須の属性及び関連をもつ場合は，もれなく追加する。必須でないものは，

目的に照らして判断する。 
 
8.6.3 制限のための規則 

このプロファイルで定義されたスキーマを制限し，その一部を使用することができる。 
規則 
1. このプロファイルの一部を制限して使用する場合は，プロファイルの修正は行わず，応用ス

キーマに記述する。 
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 例 時間位置を示す TM_TemporalPosition の属性 indeterminatePosition は，多重度が 0 又

は 1 であるため，属性の省略が可能である。ある応用スキーマに存在する地物の時間属

性について，時間位置を示す TM_TemporalPosition の属性 indeterminatePosition を用

いないときは，プロファイルを修正し属性を削除するのではなく，応用スキーマにおい

てその地物の時間属性の定義に，indeterminatePosition は用いないことを記述する。 
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9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 
 
序文 9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマは，ISO 19123（Geographic information－
Schema for coverage geometry and functions）の技術的内容を変更することなく作成された

JIS X 7123（地理情報－被覆の幾何及び関数のためのスキーマ）から，被覆を記述するために必

要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして規定したものである。 
 
9.1 スキーマの構造 

9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマでは，地理空間情報の被覆の幾何及び関数を記述する

概念スキーマを示す。このプロファイルでは，被覆の定義域と値域の関係を示す関数については

規定しない。 
 

Coverage Root
<<Leaf>>

Discrete 
Coverage

<<Leaf>>

Th iessen 
Polygon

<<Leaf>>

TIN
<<Leaf>>

 
図 9-1 被覆の幾何及び関数のためのスキーマプロファイルの構造 

 
 このスキーマは，四つのパッケージからなる（図 9-1）。被覆基底（Coverage Root）パッケ

ージは 9.2，離散被覆（Discrete Coverage）パッケージは 9.3，ティーセン多角形（Thiessen 
Polygon）被覆パッケージは 9.4，不規則三角網（TIN）被覆パッケージは 9.5 で規定する。 
 このプロファイルで定義する UML クラス名は，特定の規格を識別するため，二文字の英字及

び一文字の下線からなる接頭辞から開始する。被覆の幾何及び関数のためのスキーマで規定する

クラスを識別する接頭辞は，CV_とする。 
 
9.2 被覆基底パッケージ 
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図 9-2 CV_Coverage 

 
9.2.1 CV_Coverage 

CV_Coverage は，メタクラス GF_FeatureType（6.1.3）のインスタンスであり，従って地物

型に相当する。CV_Coverage は三つの属性及び一つの関連をもつ（図 9-2）。 
属性  
1. domainExtent[1..*]:EX_Extent は，被覆の空間定義域の範囲を示す。データ型 EX_Extent

は，附属書 6（規定）（他の規格から引用するクラスの定義）で規定している。このプロフ

ァイルが対象とする範囲は，空間範囲に限る。 
2. rangeType:RecordType は，被覆の値域の型を記述する。データ型 RecordType は附属書 6

で規定しており，属性名とデータ型の対のリストで構成する。rangeType の最も一般的な

形は属性名/データ型の対の単純なリストであるが，RecordType は再帰的に使用することが

できるため，より複雑な構造を表現することも可能である。特定の被覆に対する

rangeType は目的に応じて応用スキーマで規定する。 
3. commonPointRule:CV_CommonPointRule は，CV_DomainObject が表す被覆の幾何オブ

ジェクトに対して，幾何オブジェクト間の境界や複数の幾何オブジェクトが重なり合う境界

内に該当する位置において CV_Coverage の評価を行う際に用いる手続きを指定する。 
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備考 JPGIS ではこの属性に対して値を設定する符号リスト型 CV_CommonPointRule とし

て“average”，“low”，“high”を定義している。 
 
関連 
1. CRS 関連役割は，CV_Coverage が定義域として含む空間オブジェクトが参照する座標参照

系と関連付ける。RS_CRS は附属書 2（規定）（座標参照系）で規定している。多重度は 1
であるため，値域が同じで座標参照系が異なる空間定義域をもつ被覆は，異なる被覆とする。 

 
9.2.2 CV_DiscreteCoverage 

CV_DiscreteCoverage は，空間定義域に含まれる一つの CV_DomainObject の中のどの直接

位置に対しても同じ値を返す CV_Coverage の下位型である。CV_DiscreteCoverage の下位型に

ついては，9.3 で規定する。 
関連 
1. CoverageFunction 関 連 は ， CV_DiscreteCoverage を ， そ の 被 覆 を 構 成 す る

CV_GeometryValuePair の集合と関連付ける。 
 
9.2.3 CV_GeometryValuePair 

CV_GeometryValuePair は，離散被覆の定義域と値域の関係を定義する集合の要素を記述す

る。このクラスの各構成要素は，被覆の空間定義域に含まれる幾何オブジェクトと，被覆の値域

に含まれる地物属性値のレコードの二つの部分で構成される。CV_GeometryValuePair は，幾

何オブジェクトの特定の下位型と，それに対応する地物属性値レコードの組合せを制限するため

の下位型が定義される。 
属性 
1. geometry:CV_DomainObject は， CV_GeometryValuePair の構成要素の幾何情報を

CV_DomainObject でもつ。 
2. value:Record は，geometry と関連付ける地物属性値のレコードをもつ。 
関連 
1. CoverageFunction 関 連 は ， CV_GeometryValuePair を ， 自 身 が 構 成 要 素 と な る

CV_DiscreteCoverage に関連付ける。 
2. Control 関連は，離散被覆の場合，空になる。これについては，CV_ValueObject（9.2.6）

で規定する。 
 
9.2.4 CV_DomainObject 

CV_DomainObject は，被覆の空間定義域の一つの要素を GM_Object の下位型の任意の組合

せによって表現する。 
関連 
1. SpatialComposition 関連は，GM_Object の下位型の集成により被覆における定義域の一つ

の要素の範囲を表現する。 
 
9.2.5 CV_ContinuousCoverage 

CV_ContinuousCoverage は，空間定義域に含まれる全ての直接位置に対して，地物属性値の

個別のレコードを返す CV_Coverage の下位型である。 
属性 

1. interpolationType:CV_InterpolationMethod は，任意の直接位置に対して個別の地物属

性値を導き出すために用いる内挿法を識別する符号である。 
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備考 内挿法として九つの方法を定めているが，JPGIS ではこれらの方法によって直接位置

から地物属性値を返す機能は提供していない。 
関連 
1. CoverageFunction 関連は，この CV_ContinuousCoverage を，その被覆を構成する

CV_ValueObject の集合と関連付ける。 
 
9.2.6 CV_ValueObject 

CV_ValueObject は，CV_ContinuousCoverage 内に地物属性値を内挿するための基盤を提供

する。 
属性 
1. geometry:CV_DomainObject は，Control 関連によってこの CV_ValueObject と関連付けら

れた CV_GeometryValuePair の GM_Object から組み立てられた GM_Object である。 
関連 
1. Control 関 連 は ， CV_ValueObject の 作 成 及 び CV_ValueObject 内 で の

CV_GeometryValuePair の評価のための基盤を提供する CV_GeometryValuePair の集合と，

この CV_ValueObject を関連付ける。CV_GeometryValuePair からの誘導は無く，JIS X 
7123（地理情報－被覆の幾何及び関数のためのスキーマ）図 3－CV_Coverage の下位クラ

スでは extension 関連役割が定義されているが，それらにおいても実際には誘導されない。 
2. CoverageFunction 関 連 は ， CV_ValueObject を ， 自 身 が 構 成 要 素 と な る

CV_ContinuousCoverage と関連付ける。 
 
9.3 離散被覆パッケージ 
 

 
図 9-3 離散被覆パッケージ 
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CV_DiscreteCoverage の空間定義域は，幾何オブジェクトの集まりで構成する。

CV_DiscreteCoverage は，空間定義域における幾何オブジェクト型に基づいて下位型を規定す

る（図 9-3）。CV_DiscreteCoverage の下位型は，それぞれ CV_GeometryValuePair の下位型

と関連付く。両方のクラスの下位型は，上位クラスで指定された属性及び上位クラス間の関連を

継承するが，次（9.3.1～9.3.13）に記す制約を伴う。 
備考 JPGIS では，離散被覆は同種の幾何オブジェクトのみで構成し，互いに重なってはな

らない。 
 
9.3.1 CV_DiscretePointCoverage 

離散点被覆は，点で構成される有限の時空間定義域によって特徴付けられる。一般に，この定

義域は，不規則に分散した点の集合である。しかし，離散点被覆が主に使用されるのは，連続被

覆関数に基盤を提供するためである。連続被覆関数の評価値は，離散点被覆の点の間に内挿する

ことで得る。内挿アルゴリズムの大半は，点同士の空間的な関係の構造化されたパターンに依存

している。このため，離散点被覆の空間定義域内にある点が，規則的な方法で配列されるか，連

続被覆の空間定義域が，離散点被覆の点と関係した規則的な方法で分割されなければならない。 
例 水路測量による測深値の集合は，離散点被覆である。 

関連 
1. [上位の型から継承する関連]CV_DiscretePointCoverage は，CV_DiscreteCoverage から

CoverageFunction 関 連 を 継 承 す る が ， 関 連 す る CV_GeometryValuePair が

CV_PointValuePair に限定されるという制約がある。 
 
9.3.2 CV_PointValuePair 

CV_PointValuePair は，GM_Point を幾何属性の値としてもつ CV_GeometryValuePair の下

位型である。 
 
9.3.3 CV_DiscreteCurveCoverage 

離散曲線被覆は，曲線で構成される有限の空間定義域によって特徴付けられる。この曲線は，

道路や鉄道，河川などの地物を表すことが多い。これらは，ネットワークの要素となることがあ

る。 
例 路線番号，名称，舗装幅，舗装材料種別などを，道路を示す曲線の各部分に割り当てる被

覆。 
関連  
1. [上位の型から継承する関連]CV_DiscreteCurveCoverage は，CV_DiscreteCoverage から

CoverageFunction 関 連 を 継 承 す る が ， 関 連 す る CV_GeometryValuePair が

CV_CurveValuePair に限定されるという制約がある。 
 
9.3.4 CV_CurveValuePair 

CV_CurveValuePair は，GM_Curve を幾何属性の値としてもつ CV_GeometryValuePair の

下位型である。 
 
9.3.5 CV_DiscreteSurfaceCoverage 

離散曲面被覆は，定義域が曲面の集まりで構成される被覆である。多くの場合，被覆の空間定

義域を構成するこの曲面は，相互に排他的である。構成要素の曲面の境界は，自然現象に対応す

ることが多く，不規則である。 
例 土壌種別を表す被覆は，一般に，不規則な境界をもつ曲面で構成される空間定義域をもつ。 
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しかし，曲面被覆の空間定義域は，多角形で構成することが多い。不規則な曲面で構成さ

れる定義域と比較し多角形で構成される定義域の利点は，多角形の幾何を表現するために

必要となる直接位置の数が少ないことである。どのような多角形の集合でも，離散曲面被

覆に対する空間定義域として使用することができる。合同な多角形で構成される空間定義

域は，広く使われている。これらの定義域は，合同な長方形や規則的な六角形で構成され

ることが多い。離散曲面被覆の空間定義域は TIN を構成する三角形やティーセン多角形

網を構成する多角形で構成されることもある。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]CV_DiscreteSurfaceCoverage は，CV_DiscreteCoverage から

CoverageFunction 関連を継承するが，関連する CV_GeometryValuePair の下位型が

CV_SurfaceValuePair に限定されるという制約がある。 
 
9.3.6 CV_SurfaceValuePair 

CV_SurfaceValuePair は，GM_Surface を幾何属性の値としてもつ CV_GeometryValuePair
の下位型である。 
 
9.3.7 CV_DiscreteGridPointCoverage 

CV_DiscreteGridPointCoverage は，被覆の範囲である四角い定義域が格子状のグリッドで分

割されたグリッドセルによって構成される離散グリッド点被覆である。 
この四角い定義域は，二次元グリッドであれば各辺が二つの座標軸のいずれかと平行な長方形

となる。また，三次元グリッドであれば，各辺が三つの座標軸のいずれかと平行な直方体となる。

四角い定義域は，各辺と平行で等間隔に配置された二本以上の線によって格子状に分割される。

このとき分割する線をグリッド線，それらが交わる点をグリッド点，グリッド線の間の空間をグ

リッドセルと呼ぶ。この格子は，グリッドの次元と同数の軸の集合として定義されたグリッド座

標系のもとでグリッド軸を決め，グリッド点の相対位置をグリッド座標値として呼ぶことによっ

て識別できる。グリッド座標値は整数値であり，グリッドセルの隅にあるグリッド点のグリッド

座標値の中で，全てグリッド軸の座標値が最も小さな値のグリッド点が，そのグリッドセルに対

応したグリッド点であり，そのグリッド点の座標値を，グリッドセルを識別するための座標値と

して使用する。グリッド座標系を定義するためには，グリッド原点の位置，グリッド軸の方向及

びグリッド線間の間隔に関する追加情報が必要であり，CV_GridValuesMatrix がもつ属性にそ

れらの情報が含まれる。 
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図 9-4 二次元グリッドの例 
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例 地域を格子状に分割し，個々の格子面に対応した空間範囲の平均標高値を属性値とし保持

した数値標高モデル（DEM）データは，離散グリッド点被覆である。同様の方法で，そ

の格子面にその空間範囲の人口を属性値として保持した分布データも離散グリッド点被覆

である。 
CV_DiscreteGridPointCoverage の場合も，他の離散被覆と同一概念を維持するため

CoverageFunction 関連として CV_GridPointValuePair の集成が定義されている。しかし，グ

リッド形状の特性にもとづいてデータを保持することが望ましいため，CV_GridValuesMatrix
の集成としての PointFunction 関連を定義し，CoverageFunction 関連については派生した関連

として定義している。 
関連 
1. PointFunction 関連は，CV_GridValuesMatrix が表現するグリッドで分割された個々のグ

リッドセルに対応した被覆の値の行列を集成する。 
備考 CV_DiscreteGridPointCoverage が上位クラスから継承した属性値によって，グリッド

全体が位置する四角い空間範囲が記述され，CV_GridValuesMatrix が保持する属性値

によって，その範囲内のグリッドセルの構成と個々のグリッドセルに対応した被覆の値

が記述される。 
2.  [上位型から継承する関連]CV_DiscreteGridPointCoverage は，CV_DiscreteCoverage から

CoverageFunction 関連を派生関連として継承する。この関連は集成であり，関連する

CV_GeometryValuePair の下位型が CV_GridPointValuePair に限定されるという制約があ

る。 
備考 CV_DiscreteGridPointCoverage において，CoverageFunction 派生関連が表現する情

報は PointFunction 関連で記述された情報から導出できるため，直接実装する必要は

ない。 
CV_DiscreteGridPointCoverage の構成を図 9-5 に示す。 

 

 
図 9-5 CV_DiscreteGridPointCoverage 
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9.3.8 CV_Grid 

CV_Grid は，グリッド座標系についての定義情報をもつ。 
備考 原規格では，CV_Grid の下位型として Valuation 区画のクラスと Positioning 区画のク

ラ ス と が 定 義 さ れ て お り ， Valuation 区 画 と し て の 下 位 型 で あ る

CV_GridValuesMatrix が Positioning 区画の属性を同時に継承してもよいと規定され

ている。JPGIS では，CV_Grid に Positioning 区画の属性を選択可能な属性として定

義することによって原規格に準拠した継承関係を実現している。 
属性 
1. dimension:Integer は，グリッドの次元を表す。 
2. axisNames:Sequence<CharacterString> は，グリッド座標軸の名称を，次元に対応した複

数の文字列で表す。 
3. extent:CV_GridEnvelope は，グリッド座標で表した被覆の範囲であり，各グリッドセルに

対応したグリッド点の座標値の最小値と最大値を，CV_GridEnvelope データ型で表す。

CV_GridEnvelope は二つの属性（low 及び high）を CV_GridCoordinates データ型でもつ。

CV_GridCoordinates はグリッド座標値を保持するデータ型であり，その実体は整数値の列

である。整数値の個数は，グリッドの次元と一致する。 
備考 この座標値の対象は，被覆の範囲にある全てのグリッド点ではなく，グリッドセルに対

応したグリッド点であることに注意する必要がある。すなわち，対象となるグリッド点

の数は，グリッドセルの数と一致し，最もグリッド座標値が大きなグリッド点はこの対

象ではない。 
4. origin[0..1]:DirectPosition は，グリッド座標系の原点の位置を表す。 
5. offsetVectors[0..1]:Sequence<Vector> は，グリッド座標軸のそれぞれの方向を示すベクト

ル情報である。 
 
9.3.9 CV_GridValuesMatrix 

CV_GridValuesMatrix は，各グリッドセルに被覆の属性値を対応付ける。 
属性  
1. values:Sequence<Record> は，N 個の地物属性値レコードの列である。ここで，N は，

extent によって指定されたグリッド部分の中に配置されるグリッド点の数になる。 
備考 各グリッド点はグリッドセルに対応する。この values 属性は一次元の列である。 

2. sequencingRule:CV_SequenceRule は，各グリッド点を values 属性の列に対応づけるため

の順序付け規則を定義する。 
3. startSequence:CV_GridCoordinates は，values 属性の配列の先頭のレコードに対応するグ

リッド点の座標値を CV_GridCoordinates 型で示す。 
 
9.3.10 CV_SequenceRule 

CV_SequenceRule は，二次元又は三次元の配列であるグリッド点を，一次元の配列に対応づ

けるための順序付け規則を指定する。 
属性 
1. type:CV_SequenceType は，使用する順序付け方法の型を識別する。既定値は，“linear”で

あり，JPGIS では“linear”だけを定義している。“linear”は，線形走査による順序付けであ

り，二次元グリッドで，x 軸が右方向，y 軸が上方向の場合，図 9-6 のような順序で一次元

化を行う。 
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図 9-6 二次元グリッドにおける線形走査の例 

 
2. scanDirection: Sequence <CharacterString>は，axisNames 属性で定義されたグリッド座

標軸の名称の前に符号を付加した文字列のリストであり，地物属性値のレコードの列内にあ

る位置に写像されるグリッド点の順序を示す。 
例 axisNames 属性で，グリッド座標軸が“x y”と定義されているとき，scanDirection 属性

で“+x －y” と設定すると，図 9-6 における (x, －y)order の順序で values 属性のレコード

が並んでいることを示す。 
 
9.3.11 CV_GridPointValuePair 

CV_GridPointValuePair は，CV_DiscreteGridPointCoverage について，他の離散被覆と同

一概念で CV_GeometryValuePair の下位型を定義したクラスである。 
属性 
1. point:CV_GridPoint は，グリッドセルに対応した幾何属性を CV_GridPoint データ型でも

つ。この CV_GridPoint データ型は，グリッドセルに対応した一つのグリッド座標値を用い

てそのグリッドセルを特定する。 
 
9.4 ティーセン多角形被覆パッケージ 
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CV_ContinuousCoverage
(from Coverage Root)

<<Abstract>>

CV_ValueObject
( from Coverage Root)

<<Abstract>>

1

1..*

collect ion 1

e lem ent 1..*

CoverageFunction

CV_GeometryValuePair
(from Coverage Root)

0.. *

1..*

extension 0.. *

contr olValue
1..*

Control

CV_PointValuePair

geometr y :  GM _Po int

CV_ThiessenValuePolygon

geometry : GM_Polygon

1

0.. *

controlValue1

extension0.. *

Con trol

CV_ThiessenPolygonCoverage
clipArea : GM_Surface

1..*

1

elemen t1..*

collection1

CoverageFunction

 

図 9-7 ティーセン多角形被覆パッケージ 

 
平面上の有限な点の集まりによって，点の集まりと同数の多角形の集まりへの平面の分割を確

定することができる。ティーセン多角形は，点で構成される定義集合のうち，その定義集合に含

まれる他のいかなる点よりも，その点に近い直接位置の集合を形成することによって生成する。

生成された多角形には，中心と呼ばれる特殊な点が存在する。隣り合う多角形との間の境界は，

それぞれの中心を結ぶ線の垂直二等分線になる。各多角形は，必ず他の一つの多角形と辺を共有

する。各多角形は，定義集合から得られた点を必ず一つ含む。ティーセン多角形被覆は，ボロノ

イ図とも呼ばれる。 
 
9.4.1 CV_ThiessenPolygonCoverage 

CV_ThiessenPolygonCoverage は，離散点と値の集合で構成されるティーセン多角形網内の

直接位置で被覆を評価する。評価は，入力位置を囲む CV_ThiessenValuePolygon の中心間の内

挿を基盤とする。 
属性 
1. clipArea:GM_Surface は，CV_ThiessenPolygonCoverage の範囲を記述する。その境界は，

網目の最も外側にある多角形の境界を確定するものである。 
関連 
1. [ 上 位 型 か ら 継 承 す る 関 連 ]CoverageFunction 関 連 は ， 上 位 型 で あ る

CV_ContinuousCoverage から継承するが，次のようにオーバーライドする。すなわち，
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CV_ThiessenPolygonCoverage を，自身を構成する CV_ThiessenValuePolygon と関連付

ける。 
 
9.4.2 CV_ThiessenValuePolygon 

CV_ThiessenValuePolygon は，CV_ValueObject の下位型である。 
属性 
1. [上位型から継承する属性]geometry:GM_Polygon は，上位型である CV_ValueObject から

継承するが，次のようにオーバーライドする。すなわち，Control 関連によって識別された

CV_PointValuePair を中心とするティーセン多角形の幾何（GM_Polygon）を保持する。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Control 関連は，上位型である CV_ValueObject から継承するが，

次のようにオーバーライドする。すなわち，CV_ThiessenValuePolygon を，その中心で一

つの CV_PointValuePair と関連付ける。 
2. [上位型から継承する関連]CoverageFunction 関連は，上位型である CV_ValueObject から

継承するが，次のようにオーバーライドする。すなわち，CV_ThiessenValuePolygon を，

自身が構成要素となる CV_ThiessenPolygonCoverage と関連付ける。 
 
9.5 不規則三角網被覆パッケージ 

CV_ContinuousCoverage
(from Coverage Root)

<<Abstract>>

CV_ValueObject
(from Coverage Root)

<<Abstract>>

1

1..*

collection 1

element 1..*

CoverageFunction

CV_GeometryValuePair
(from Coverage Root)

0..*

1..*

extension 0..*

controlValue
1..*

Control

CV_PointValuePair
geometry : GM_Point

CV_ValueTriangle
geometry : GM_Triangle

3

0..*

controlValue3

extension0..*

Control

CV_TINCoverage
geometry : GM_Tin

1..*

1

element1..*

collection1

CoverageFunction

 

図 9-8 不規則三角網被覆パッケージ 
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不規則三角網（TIN）の基本的な考え方は，離散点被覆の空間定義域に含まれる点の集合の凸

包を，演算上一意となる互いに辺で隣接する三角形の集合に分割するというものである。個々の

三角形は，離散点被覆の空間定義域に含まれる三つの点で形成する。ドローネ三角分割法は，最

適等角の形状をもち，個々の三角形の外接円が，その三角形の頂点以外の離散点被覆の点をもた

ないような三角形で構成する TIN 分割を作成するために一般的に用いられる。GM_Tin
（7.2.3.13）は，ドローネ三角分割を示す。 
 
9.5.1 CV_TINCoverage 

CV_TINCoverage は，GM_Tin によって特徴付けられた CV_ContinuousCoverage の下位型

である。その属性値は，それぞれの隅に与えられる属性値のレコードを用い，分割内の個々の三

角形において内挿を行うことにより計算する。ただし，このプロファイルでは内挿法を規定しな

い。 
属性  
1. geometry:GM_Tin は，この被覆を評価するための構造を提供する不規則三角網を保持する。 
関連 
1. [ 上 位 型 か ら 継 承 す る 関 連 ]CoverageFunction 関 連 は ， 上 位 型 で あ る

CV_ContinuousCoverage から継承するが，次のようにオーバーライドする。すなわち，こ

の CV_TINCoverage を，自身を構成する CV_ValueTriangle と関連付ける。 
 
9.5.2 CV_ValueTriangle  

CV_ValueTriangle は，GM_Point が共線ではない三つの CV_PointValuePair で構成される

CV_ValueObject の下位型である。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]geometry:GM_Triangle は，三つの CV_PointValuePair の位置

を定義する GM_Triangle を保持する。 
関連 
1. [上位型から継承する関連]Control 関連は，上位型である CV_ValueObject から継承するが，

次のようにオーバーライドする。すなわち，この CV_ValueTriangle を，その頂点で三つの

CV_PointValuePair と関連付ける。 
2. [上位型から継承する関連]CoverageFunction 関連は，上位型である CV_ValueObject から

継承するが，次のようにオーバーライドする。すなわち，CV_ValueTriangle を，自身が構

成要素となる CV_TINCoverage と関連付ける。 
 
9.6 空間スキーマとの関連 

被覆の空間定義域は，直接位置により記述される幾何オブジェクトの集合である。この幾何オ

ブジェクトは，7.2.1.1 で規定する GM_Object である。 
被覆要素と空間スキーマは，被覆要素の定義域に GM_Object 又はその下位型を示すことで関

係付けられる。 
 
9.7 被覆の幾何及び関数のためのスキーマプロファイル拡張及び制限のための規則 
9.7.1 一般 

被覆の幾何及び関数のためのスキーマプロファイルを拡張及び制限する場合の規則を定める。

プロファイルを拡張して用いる場合は抽象試験項目群を設定し，適合性試験に合格しなければな

らない。 
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9.7.2 拡張のための規則 
このプロファイルで定義したスキーマを拡張し，使用することができる。 

規則 
1. このプロファイルでは定義していないが，原規格では定義している別の型を用いたい場合は，

当該クラスの上位クラスから継承させ，プロファイルに定義する。 
 例 六角形グリッド被覆を示す CV_HexagonalGridCoverage を使用したい場合は，上位クラ

スである GM_ContinuousCoverage から継承し，プロファイルを再定義する。 
2. このプロファイルに追加したいクラスの時空間定義域が GM_Object で，空間スキーマプロ

ファイルにおいて定義していない場合，各プロファイルの拡張のための規則に従い，各プロ

ファイルに要素を定義する。 
 例 離散立体被覆を示す CV_DiscreteSolidCoverage を使用したい場合は，空間定義域が

GM_Solid であるため，このプロファイルに CV_DiscreteSolidCoverage を追加定義する

と共に，空間スキーマプロファイルに GM_Solid を追加定義する。 
3. 追加するクラスが必須の属性及び関連をもつ場合は，もれなく追加する。必須でないものは，

目的に照らして判断する。 
 
9.7.3 制限のための規則 

このプロファイルで定義されたスキーマを制限し，その一部を使用することができる。 
規則 
1. 被覆の幾何及び関数のためのスキーマプロファイルの一部を制限して使用する場合は，プロ

ファイルの修正は行わず，応用スキーマに記述する。 
 例 CV_Coverage のうち，下位型である CV_DiscreteSurfaceCoverage を用いないときは，

プロファイルを修正し CV_DiscreteSurfaceCoverage を削除するのではなく，応用スキ

ーマにおいて CV_DiscreteSurfaceCoverage は用いないことを記述する。 
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10 地理識別子による空間参照 
 
序文 10 地理識別子による空間参照は，ISO 19112（Geographic information－Spatial 
referencing by geographic identifiers）の技術的内容を変更することなく作成された JIS X 
7112（地理情報－地理識別子による空間参照）から，地理識別子による空間参照を記述するた

めに必要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして定義したものである。 
 
10.1 地理識別子による空間参照の概念 
10.1.1 地理識別子による空間参照 

地物の位置は，空間参照によって特定する。地理識別子による空間参照は，一つの場所を一意

に特定する。この場所とは，他の地物を空間参照するために使用する地物である。地理識別子に

よる空間参照を用いるには，地理識別子によって特定される場所の型を定義しなければならない。 
備考 地理データ集合の地物の空間参照は，通常は地物の属性として保持され，位置との関係

を定義する。位置との関係は通常，包含である。しかし，“隣接する”とか，識別されて

いる位置から測定した距離や方向とともに用いた“～沿いの距離”というような関係を用

いて，より複雑な空間参照を構成することもある。道路及び鉄道に対する参照系は，リ

ンク（道路又は路線）に沿う一つのノード（端点又は交差点）からの測定距離に基づく

ことが多い。データ集合が使用する空間参照系は，JMP2.0 仕様書（日本版メタデータ

プロファイル）で定義するように，データ集合のメタデータの一部を構成する。 
 
10.1.2 地理識別子による空間参照系 

地理識別子による空間参照系は，対応する地理識別子をもつ一つ以上の，相互に関連する場所

型の集合からなる。これらの場所型は，集成又は分割によって，場合によっては階層構造を形成

しながら，互いに関連することができる。 
 
10.1.3 地名辞典 

地名辞典は，場所インスタンスを記述する地理識別子の要覧とする。地名辞典は，個々の場所

インスタンスの位置に関する追加情報（SI_Gazetteer の属性 scope に記述することができる）

を含むことがある。ここには，座標参照を含むこともあるが，純粋に記述的なものでもよい。座

標参照を含む場合，地理識別子による空間参照系から座標参照系へ変換することも可能である。

記述的な参照（SI_Gazetteer の属性 geographicExtent に記述することができる）を含む場合，

これは，例えば地所の郵便番号など，地理識別子を伴う別の空間参照系を使った空間参照となる。

どの場所型についても，一つ以上の地名辞典に含まれる可能性がある。 
 
10.2 地理識別子による空間参照スキーマ 

このプロファイルで定義する UML クラス名は，特定の規格を識別するため，二文字の英字及

び一文字の下線からなる接頭辞から開始する。地理識別子による空間参照で規定するクラスを識

別する接頭辞は，SI_とする。 
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図 10-1 地理識別子による空間参照スキーマ 

 
10.2.1  SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier 

地理識別子による空間参照系型（SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier）
は，座標参照系型（RS_ReferenceSystem）の下位型であり，地理識別子による空間参照系を表

す。 
属性 SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier は，次の属性を必要とする。 
1. theme:CharacterString は，空間参照系が対象とする主題を記述し，その特性を明らかにす

る。 
2. overallOwner:CI_ResponsibleParty は，この空間参照系に対し全面的に責任をもつ組織を

CI_ResponsibleParty 型で示す。なお，CI_ResponsibleParty 型は，附属書 6（規定）（他

の規格から引用するクラスの定義）で定義する。 
3. [上位型から継承する属性]name:RS_Identifier は，この空間参照系の名前を RS_Identifier

型で記述する。RS_Identifier 型は，附属書 2（規定）（座標参照系）で定義する。 
4. [上位型から継承する属性]domainOfValidity[0..*]:EX_GeographicExtent は，この空間参照

系が適用される範囲を EX_GeographicExtent 型で示す。なお，EX_GeographicExtent 型

は，附属書 6 で定義する。 
関連 
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1. Comprises 関 連 は ， こ の SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier と

SI_LocationType を 関 連 付 け る 集 成 で あ り ，

SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier は一つ以上の SI_LocationType を

参照しなければならない。 
 
10.2.2  SI_LocationType 

空間参照系のそれぞれの場所型（SI_LocationType）は，次の属性を必要とする。また，場所

型のいずれかの属性が変化した場合，場所型の新しいバージョンを生成しなければならない。 
属性 SI_LocationType は，次の属性を必要とする。 
1. 名称（name:CharacterString）は，場所型の名称を示さなければならない。 
2. 主題（theme:CharacterString）は，場所型の特徴を記述しなければならない。 
3. 識別（identification[1..*]:CharacterString）は，場所インスタンスを特定するための方法

を示さなければならない。記述例は，“名称”，“コード”である。 
4. 定義（definition:CharacterString）は，場所型の定義を記述しなければならない。 

備考 場所型の定義は，次の一つの形態に含まれるものとする。 
 ― 境界の集まりで定義される領域。例えば，境界線で定義される国。 

― 単一地物。例えば，中心線で定義される街路，又はそのような二本の街路の交差点。 
 ― より小さな地物の集まり。例えば，構成国で定義される貿易圏。 

場所型がより小さな単位の集まりで定義されているときは，その境界は厳密でなく

てもよい。例えば，郵便配達点の集まりで定義された郵便番号。 
5. 使用地域（ territoryOfUse:EX_GeographicExtent ）は，附属書 6 で定義している

EX_GeographicExtent を型として，場所型を使用する地域を示さなければならない。 
6. 責任者（owner:CI_ResponsibleParty）は，附属書 6 で定義している CI_ResponsibleParty

を型として，場所インスタンスの作成・破棄ができる組織の名前を示さなければならない。 
関連 
1. Nesting 関連は，この SI_LocationType と，その一部分である他の SI_LocationType，又

はこの SI_LocationType を細分化する他の SI_LocationType とを関連付けることで，場所

型同士で集成又は分割によって，場合によっては階層構造を形成することを可能としている。 
2. Comprises 関連は， SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier と，この

SI_LocationType を関連付ける集成とする。 
 
10.2.3  SI_Gazetteer 

地名辞典（SI_Gazetteer）は，空間参照系のなかにある場所型を参照する場所インスタンスの

要覧とする。場所インスタンスが作成又は廃止されたときや，場所インスタンスの新しいバージ

ョンが作成されたときは，地名辞典の新しいバージョンを作成しなければならない。 
 備考 ある場所に対する場所インスタンスの特定方法が幾つもあるように，同じ場所型に対し

て幾つかの異なる地名辞典が存在してもよい。逆にいうと，一つの地名辞典は，一つの

場所を表す異なる識別子をもつ場所インスタンスを含んでもよい。 
属性 
1. 名称（name:CharacterString）は，地名辞典の名称を示さなければならない。地名辞典の

基準日は，名称に含まれる。 
2. 適用範囲（scope[0..1]:CharacterString）は，地名辞典に含まれた場所型について記述する

ことができる。この属性は任意の属性とする。 
3. 使用地域（ territoryOfUse:EX_GeographicExtent ）は，附属書 6 で定義している

EX_GeographicExtent を型として，地名辞典の収録地域を示さなければならない。 
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4. 維 持 者 （ custodian:CI_ResponsibleParty ） は ， 附 属 書 6 で 定 義 し て い る

CI_ResponsibleParty を型として，地名辞典のメンテナンスに責任がある組織の名称を示さ

なければならない。 
5. 座標参照系（coordinateSystem[0..1]: SC_CRS）は，附属書 2 で定義している SC_CRS を

型として，地名辞典の中で位置を記述するために使われる座標系の名前を示すことができる。

この属性は任意の属性とする。 
関連  
1. Aggregation 関連は，この SI_Gazetteer と SI_LocationInstance とを関連付ける集成であ

り，SI_Gazetteer は一つ以上の SI_LocationInstance で構成しなければならない。 
2. locationTypes 関連役割は，この SI_Gazetteer を SI_LocationType に関連付ける。

SI_Gazetteer は一つ以上の SI_LocationType を参照しなければならない。 
 
10.2.4  SI_LocationInstance 

場所インスタンス（SI_LocationInstance）は，空間参照系のなかにある場所型を参照するイ

ンスタンスである。場所インスタンスのいずれかの属性が変化した場合，SI_LocationInstance
の新しいインスタンスを生成しなければならない。ただし，この場合は，属性 temporalExtent
を記述しなければならない。SI_LocationInstance の変化の例としては，境界変更によって地方

自治体の行政区域が変わったときがある。 
属性 
1. 地理識別子（geographicIdentifier:CharacterString）は，地名辞典の中で一意となるインス

タンスの識別子を示さなければならない。 
2. 時間範囲（ temporalExtent[0..1]:EX_TemporalExtent）は，附属書 6 で定義している

EX_TemporalExtent を型とする。この属性は任意の属性のため，使用しなくてもよい。も

し使用する場合は，この場所インスタンスの存続期間を表す。 
3. 代 替 地 理 識 別 子 （ alternativeGeographicIdentifier[0..*]:CharacterString ） は ，

geographicIdentifier で記述した以外の，この場所インスタンスに対する別の地理識別子を

記述することができる。この属性は任意の属性とする。 
4. 地理範囲（ geographicExtent:EX_GeographicExtent）は，附属書 6 で定義している

EX_GeographicExtent を型として，場所インスタンスの範囲を示さなければならない。 
5. 位置（position[0..1]:GM_Point）は，7.2.2.6 で定義している GM_Point を型として，場所イ

ンスタンスの代表点の座標を示す。これによって座標による空間参照の仕組みに関連付くこ

とができる。 
6. 管 理 者 （ administrator:CI_ResponsibleParty ） は ， 附 属 書 6 で 定 義 し て い る

CI_ResponsibleParty を型として，場所インスタンスの特性を定義する責任がある組織の名

前を示さなければならない。 
関連 
1. Nesting 関連は，この SI_LocationInstance をその一部分である他の SI_LocationInstance

（端点 parent の先につながる），又はこの SI_LocationInstance を細分化する他の

SI_LocationInstance（端点 child の先につながる）に関連付ける。 
2. locationType 関連役割は，この SI_LocationInstance を SI_LocationType に関連付ける。

SI_LocationInstance は SI_LocationType を参照しなければならない。 
3. Aggregation 関連は，SI_Gazetteer と，この SI_LocationInstance を関連付ける集成とする。 
制約 
1. geographicIdentifier が場所を特定するための情報を十分持たない場合は，属性 position を

記録しなければならない。 
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10.3 地理識別子による空間参照プロファイル拡張及び制限のための規則 
10.3.1  一般 

地理識別子による空間参照プロファイルを拡張及び制限する場合の規則を定める。プロファイ

ルを拡張し用いる場合は，原規格を参照し抽象試験項目群を設定しなければならない。 
 
10.3.2  拡張のための規則 
規則 
1．このプロファイルで定義していない要素を追加する場合又は定義域を拡張する場合は，プロ

ファイルを再定義する。 
 例 SI_LocationInstance の temporalExtent 属性を必須の属性としたい場合は，プロファイ

ルを拡張する。 
 
10.3.3  制限のための規則 

このプロファイルで定義されたスキーマの一部を制限し，使用することができる。 
規則 
1. 地理識別子による空間参照プロファイルの一部を制限して使用する場合は，プロファイルの

修正は行わず，応用スキーマに記述する。 
 例 SI_LocationType 内での階層構造は必要ないと考え，SI_LocationType の Nesting 関連を

用いないとした場合は，プロファイルを修正し関連を削除するのではなく，応用スキーマ

においてその地物の時間属性の定義に，SI_LocationType の Nesting 関連は用いないこ

とを記述する。 
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11 地物カタログ化法 
 
序文 11 地物カタログ化法は，JIS X 7110（地理情報－地物カタログ化法）から，地物カタロ

グを作成するために必要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして規定したものである。

なお， JIS X 7110 は ISO 19110 （ Geographic information － Methodology for feature 
cataloguing）を基に作成された日本産業規格であるが，JIS X 7109（地理情報－応用スキーマ

のための規則）との整合を取るため，ISO 19110 の技術的内容を変更して作成されている。 
 
11.1 一般 

このプロファイルは，地物型のカタログ化のための方法を規定するとともに，地物型の分類を

地物カタログの中で体系化し，地理データ集合の使用者に提供する方法を規定する。このプロフ

ァイルは，まだカタログ化されていない分野の地物型のカタログを作成したり，既存の地物カタ

ログをこのプロファイルに従ったものに修正したりするために適用することができる。このプロ

ファイルは，デジタル形式で表現される地物型のカタログ化に適用する。 
このプロファイルは，型レベルでの地物の定義に適用することができ，それぞれの型の個々の

インスタンスの表現には適用することができない。また，JPGIS で規定する空間スキーマ，時

間スキーマ及び地物インスタンス収集のための基準は，このプロファイルの適用範囲に含まない。

そのため，収集基準を各データ集合の製品仕様書に個別に含めることが望ましい。 
 
11.2 主要な要件 
11.2.1  地物カタログ 

地物カタログは，一つ以上の地理データ集合が表す現実を抽象化し，現象の明確な分類として

提示しなければならない。地物カタログにおける分類の基本レベルは，地物型でなければならな

い。地物カタログは，地物を含む任意の地理データ集合について電子的形式で使用可能でなけれ

ばならない。また，地物カタログは，既存の地理データ集合に関係なく，この規格の仕様に従っ

て，現象を明確に分類したものであってもよい。 
 
11.2.2  カタログ要素 
11.2.2.1 一般 

以下の項では，地物カタログ要素に対する一般の又は特殊な要件を示す。ここで地物カタログ

要素とは，地物型，地物属性，地物関連及び関連役割の四つを指す。 
 
11.2.2.2 完全性 

11.3.2 において，地物分類情報の表現のためのテンプレートを規定する。このテンプレートに

従って作成される地物カタログは，与えられた地理データ集合に含まれる全ての地物型を文書化

しなければならない。地物カタログは，11.3.2 の表 11-1 の 1（FC_FeatureCatalogue）におい

て規定する識別情報を含まなければならない。地物カタログは，地理データ集合に含まれる全て

の地物型と，個々の地物型がもつ地物属性，地物関連及び関連役割の定義及び記述を含まなけれ

ばならない。異なる応用システム間の地物カタログの内容の予測可能性及び比較可能性を保証す

るために，地物カタログが，11.3.2 に規定する要素のみを含むことを推奨する。また，異なる応

用システム間の地物カタログの実用性を最大化するために，地物カタログ情報をモデル化するに

あたり，概念スキーマ言語を使用することを推奨する。 
 
11.2.2.3 一般要件 
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11.2.2.3.1 名前の形式 
地物カタログに含まれる全ての地物カタログ要素は，自身が含まれる地物カタログにおいて一

意となる名前によって識別されなければならない。地物カタログにおいて，同一名称の地物カタ

ログ要素が複数出現する場合は，全ての出現においてその定義が同じでなければならない。 
 
11.2.2.3.2 定義属性の形式 

地物カタログに含まれる地物カタログ要素の定義属性は，自然言語で記述されなければならな

い。これらの定義属性は，カタログが別の定義元資料を指定していない限り，一つのカタログに

含まなければならない。定義元資料と地物カタログにおいて同じ用語が出現する場合は，地物カ

タログにおける定義属性を優先しなければならない。 
 
11.2.2.4 地物型の要件 

各地物型は一つの名称で識別されなければならず，その定義属性は自然言語で記述しなければ

ならない。各地物型は，複数の別名をもつことができる。また地物カタログには，各地物型に対

し，必要に応じて地物属性，地物関連，関連役割を含まなければならない。 
 
11.2.2.5 地物属性の要件 

地物属性は必要に応じ，各地物型に対して特定し，定義しなければならない。その定義は，自

然言語による定義属性及び属性値のデータ型からなる。 
 
11.2.2.6 地物属性列挙値の要件 

地物属性列挙値は必要に応じ，各地物属性に対してラベルを付さなければならない。ラベルは，

その列挙値をもつ地物属性内で一意でなければならない。 
 
11.2.2.7 地物関連の要件 

地物関連は必要に応じ，名前をつけ，定義されなければならない。関連の名前と関連に関わる

地物型の役割は特定されなければならない。 
 
11.2.2.8 関連役割の要件 

関連役割は必要に応じ，名前をつけ，定義されなければならない。地物関連に係わり，地物関

連及び役割をもつ地物型の名称は特定されなければならない。 
 
11.3  地物カタログのテンプレート 
11.3.1  地物カタログの概念モデル 

11.3 地物カタログのテンプレートでは，地物カタログの概念モデルを示す。 
このプロファイルで定義する UML クラス名は，特定の規格を識別するため，二文字の英字及

び一文字の下線からなる接頭辞から開始する。地物カタログで規定するクラスを識別する接頭辞

は，FC_とする。 
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図 11-1 地物カタログの概念モデル 

 
図 11-1 は地物カタログの概念モデルである。各要素については，11.3.2 地物カタログのテン

プレートで規定する。 
 
11.3.2 地物カタログのテンプレート 

11.3.2 地物カタログのテンプレートでは，このプロファイルで規定する地物カタログの情報を

示す。 
地物カタログの要素情報の必須又は任意の区別は，次に示す表記法を使用する。 

 M:その要素が必須であり，地物カタログに含まなければならないことを示す。 

FC_FeatureAttribute 
code[0..1] : CharacterString
valueMeasurementUnit[0..1] : UnitOfMeasure
listedValue[0..*] : FC_ListedValue
valueType[0..1] : TypeName

FC_FeatureAssociation

FC_InheritanceRelation

name : CharacterString
description : CharacterString
uniqueInstance : Boolean 

FC_AssociationRole 
cardinality : Multiplicity = 0..* 
type : FC_RoleType = "ordinary"
isOrdered : Boolean = FALSE
isNavigable : Boolean = TRUE

1

1..*

+relation 1

+role 1..*

Role 

FC_FeatureCatalogue

name : CharacterString
scope[1..*] : CharacterString
fieldOfApplication[0..*] : CharacterString
versionNumber : CharacterString
versionDate : Date
producer : CI_ResponsibleParty

FC_PropertyType 
memberName : LocalName
definition[0..1] : CharacterString
cardinality : Multiplicity = 1

FC_FeatureType 
typeName : LocalName
definition[0..1] : CharacterString
code[0..1] : CharacterString
isAbstract : Boolean = FALSE
aliases[0..*] : LocalName

1

0..*

+featureType 1

+carrierOfCharacteristics 0..*

MemberOf 

0..*

1 

+inheritsFrom 0..*

+subtype 1 

Specialization 

0..*

1

+inheritsTo0..*

+supertype1

Generalization 

1 

+valueType

1 

1 

1..*

+featureCatalogue 1 

+featureType 1..*

ConsistsOf 

FC_DefinitionSource 
source : CI_Citation

0..*

+definitionSource 

0..*

FC_DefinitionReference 
sourceIdentifier[0..1] : CharacterString

0..1 +definitionReference 0..1 

0..1 

+definitionReference

0..1 

1+definitionSource 1

FC_ListedValue

label : CharacterString 
code[0..1] : CharacterString
definition[0..1] : CharacterString 

<<DataType>>

0..1 +definitionReference 0..1 

FC_RoleType

ordinary 
aggregation 
composition 

<<CodeList>> 
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 O:その要素が任意であることを示す。その要素を地物カタログに含む場合は，その要素の必須

のサブ要素を含まなければならない。 
 

表 11-1 地物カタログテンプレート 

番号 名称・役割名 説明 要求度 
・条件 

最大出

現回数 型 制約 

1 【クラス】 
FC_FeatureCatalogue 

地物カタログには，その識

別情報及び連絡先情報，一

部の地物型の定義並びにこ

れらの定義に必要なその他

の情報を含む。 

― ― ― ― 

1.1 【属性】 
name 

この地物カタログの名称。 M 1 CharacterString ― 

1.2 【属性】 
scope 

この地物カタログにおいて

定義される地物型の対象領

域（一つ以上）。 

M N CharacterString ― 

1.3 【属性】 
fieldOfApplication 

この地物カタログの許容さ

れる用途の種類の記述。 
O N CharacterString ― 

1.4 【属性】 
versionNumber 

この地物カタログのバージ

ョン番号。バージョン番号

には，主バージョン番号若

しくは文字及び副リリース

番号又は文字を含めてもよ

い（例えば“3.2.4a”）。こ

の属性の形式は，カタログ

作成機関によって異なって

もよい。 

M 1 CharacterString ― 

1.5 【属性】 
versionDate 

この地物カタログの発効

日。 
M 1 Date ― 

1.6 【属性】 
producer 

この地物カタログの知的内

容に対して第一義的な責任

を負う人物又は組織の名

称，住所，国，電話番号，

ファクシミリ番号及びメー

ルアドレス。 

M 1 附属書 6（規定）（他の

規格から引用するクラス

の定義） 
CI_ResponsibleParty 

― 

1.7 【役割】 
featureType 

この地物カタログを，この

地物カタログに含む地物型

に関連付ける役割。 

M N FC_FeatureType 集成 

1.8 【役割】 
definitionSource 

この地物カタログを，この

地物カタログに含む地物

型，プロパティ型及び列挙

値の定義情報源に関連付け

る役割。 

O N FC_DefinitionSource 集成 
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番号 名称・役割名 説明 要求度 
・条件 

最大出

現回数 型 制約 

2 【クラス】 
FC_FeatureType 

共通のプロパティをもつ実

世界現象のクラス。 
― ― ― typename

に よ っ て

GF_Featur
eType ::typ
eName が

現 実 化 さ

れ ，

isAbstract
に よ っ て

GF_Featur
e 
Type ::isAb
stract が現

実化され，

constraine
dBy によっ

て

GF_Featur
eType::con
strainedBy
が現実化さ

れる 
2.1 【属性】 

typeName 
この地物型を含む地物カタ

ログ内でこの地物型を一意

に識別するテキスト文字

列。 

M 1 LocalName ― 

2.2 【属性】 
definition 

自然言語による地物型の定

義。この属性は，定義が

FC_Feature 
Catalogue::definitionSour
ce によって与えられない

場合に必須である。定義が

definitionReference に よ

って与えられる場合，

definitionReference に よ

って，定義が存在し得る引

用と，用いるべき定義に関

する追加情報とを指定する

ことが望ましい。 

C/定義が

定義情報

源によっ

て与えら

れない場

合は必

須。 

1 CharacterString ― 

2.3 【属性】 
code 

この地物型を含む地物カタ

ログ内でこの地物型を一意

に識別するコード。 

O 1 CharacterString ― 

2.4 【属性】 
isAbstract 

地物型が抽象であるかどう

かを示す。 
M 1 Boolean 初 期 値 = 

FALSE 
2.5 【属性】 

alias 
この地物型の同等名称。 O N LocalName ― 

2.6 【役割】 
inheritsFrom 

この地物型を，操作，関連

及びプロパティがこの地物

型に継承される上位クラス

の集合に関連付ける役割。 

O N FC_InheritanceRelation ― 

2.7 【役割】 
inheritsTo 

この地物型を，この地物型

の操作，関連及びプロパテ

ィを継承する下位クラスの

集合に関連付ける役割。 

O N FC_InheritanceRelation ― 

2.8 【役割】 
featureCatalogue 

この地物型を，この地物型

を含む地物カタログに関連

付ける役割。 

M 1 FC_FeatureCatalogue ― 

2.9 【役割】 
carrierOfCharacteristics 

この地物型を，この地物型

が含むプロパティ型に関連

付ける役割。 

O N FC_PropertyType 合成 

2.10 【役割】 
definitionReference 

この地物型を，その定義情

報源に関連付ける役割。 
O 1 FC_DefinitionReference ― 
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番号 名称・役割名 説明 要求度 
・条件 

最大出

現回数 型 制約 

3 【クラス】 
FC_InheritanceRelation 

地物型間の継承関係。 ― ― ― FC_Inherit
anceRelati
on によっ

て 
GF_Inherit
anceRelati
on が現実

化される。 
3.1 【属性】 

name 
この継承関係を含む地物カ

タログ内でこの継承関係を

一意に識別するテキスト文

字列。 

M 1 CharacterString ― 

3.2 【属性】 
description 

自然言語によるこの継承関

係の記述。 
M 1 CharacterString ― 

3.3 【属性】 
uniqueINstance 

supertype で指定する地物

型のインスタンスが，その

地物型の二つ以上の下位型

に属さないことを示す。 

M 1 Boolean ― 

3.4 【役割】 
subtype 

関連付けられた supertype
（上位型）が提供するプロ

パティ，関連及び操作を継

承する，一つの地物型を識

別する。 

M 1 FC_FeatureType ― 

3.5 【役割】 
supertype 

関連付けられた subtype
（下位型）が継承するプロ

パティ，関連及び操作の提

供元となる一つの地物型を

識別する。 

M 1 FC_FeatureType ― 

4 【クラス】 
FC_PropertyType 

地物プロパティの抽象クラ

ス。 
― ― ― ― 

4.1 【属性】 
memberName 

地物型内でこのメンバを特

定するメンバ名。 
M 1 LocalName ― 

4.2 【属性】 
definition 

自然言語によるメンバの定

義。この属性は，定義が

FC_FeatureCatalogue:: 
definitionSource によって

与えられない場合に必須で

あ る 。 定 義 が

definitionReference に よ

って与えられる場合，

definitionReference に よ

って，定義が存在し得る引

用と，用いるべき定義に関

する追加情報とを指定する

ことが望ましい。 

C/定義が

定義情報

源によっ

て与えら

れない場

合は必

須。 

1 CharacterString ― 

4.3 【属性】 
cardinality 

地物型におけるメンバの多

重度。これが属性又は操作

である場合，既定の多重度

は 1 である。これが関連役

割である場合，既定の多重

度は 0..*である。操作の場

合，これは戻り値の数であ

る。これは，各種のプログ

ラム言語及びデータ定義言

語に関する完全な仕様を作

成できるように GFM を詳

細化するものである。 

M 1 Multiplicity 初期値 = 1 

4.4 【役割】 
featureType 

操作，属性及び関連役割

を，これらを含む地物型に

関連付ける役割。 

M 1 FC_FeatureType ― 

4.5 【役割】 
definitionReference 

このインスタンスを，その

定義情報源に関連付ける役

割。 

O 1 FC_DefinitionReference ― 
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番号 名称・役割名 説明 要求度 
・条件 

最大出

現回数 型 制約 

5 【クラス】 
FC_FeatureAttribute 

地物型の特性。 
FC_PropertyType の下位

型。 

― ― ― ― 

5.1 【属性】 
code 

地物カタログ内の地物属性

を一意に識別する数字コー

ド又は英数字コード。 

O 1 CharacterString ― 

5.2 【属性】 
valueMeasurementUnit 

この地物属性の値に用いる

測定単位。 
O 1 UnitOfMeasure ― 

5.3 【属性】 
listedValue 

この地物属性の許容可能な

値の集合。この要素が含ま

れている場合，この地物属

性の値は，コード表を備え

た列挙値型とする。存在し

ない場合，この地物属性の

値は列挙値ではない*。 
* コードは，符号というこ

とがある。 

C/地物属

性

valueTy
pe が与

えられて

いない場

合は必

須。 

N FC_ListedValue ― 

5.4 【属性】 
valueType 

この地物属性の値の型。あ

る名前空間からの名称。こ

の規格の実装において，用

いるべき名前空間の実装を

規定しなければならない。

例 え ば ， URI （ RFC 
2396）は，実現方法の一

つである。 

C/地物属

性

listedVa
lue に値

がない場

合は必

須。 

1 TypeName ― 

6 【クラス】 
FC_AssociationRole 

地 物 関 連

FC_AssociationRole::relat
ion の役割。 
FC_PropertyType の下位

型。 

― ― ― roleName 
＝ 
FC_Proper
tyType::me
mberName
。

FC_Proper
tyType::car
dinality に

よって 
GF_Associ
ationRole::
cardinality
が現実化さ

れる。 
6.1 【属性】 

cardinality 
関連の対象となる地物型の

単一インスタンスに関して

この役割において機能でき

る地物型のインスタンス

数。 

M 1 Multiplicity 初期値＝

0..* 

6.2 【属性】 
type 

この役割が意味的に UML
集成又は UML 合成として

機能するかどうかを示す，

関連役割の型。 

M 1 FC_RoleType 初期値＝

1(“ordinary
”) 

6.3 【属性】 
isOrdered 

含む側の地物インスタンス

内のこの関連役割のインス

タンスが順序付けられてい

る か ど う か を 示 す

（FALSE ＝ “順序付けら

れていない ”，TRUE ＝ 
“順序付けられている”）。

TRUE の 場 合 ，

FC_PropertyType::definiti
on に順序の意味の説明を

含めなければならない。 

M 1 Boolean 初期値＝

FALSE 

6.4 【属性】 
isNavigable 

この役割が，関連の元の地

物から対象の地物を参照で

きるかどうかを示す。 

M 1 Boolean 初期値＝

TRUE 



 

83 

番号 名称・役割名 説明 要求度 
・条件 

最大出

現回数 型 制約 

6.5 【役割】 
relation 

この関連役割がその一部で

ある関係。 
M 1 FC_FeatureAssociation ― 

6.6 【役割】 
valueType 

この関連役割の対象となる

値の型。 
M 1 FC_FeatureType ― 

7 【クラス】 
FC_ListedValue 

列挙された地物属性定義域

の値。そのコード及び解釈

を含む。 

― ― ― ― 

7.1 【属性】 
label 

一つの地物属性値を一意に

識別する記述ラベル。 
M 1 CharacterString ― 

7.2 【属性】 
code 

地物属性のこの値を一意に

識別する数字コード又は英

数字コード（国コードな

ど）*。 
* コードは，符号というこ

とがある。 

O 1 CharacterString ― 

7.3 【属性】 
definition 

自然言語による属性値の定

義。定義が与えられない場

合 ， definitionReference
によって，定義が存在し得

る引用と，用いるべき定義

に関する追加情報とを指定

してもよい。 

O 1 CharacterString ― 

7.4 【役割】 
definitionReference 

このインスタンスを，その

定義情報源に関連付ける役

割。 

O 1 FC_DefinitionReference ― 

8 【クラス】 
FC_FeatureAssociation 

この地物型のインスタンス

を同一又は異なる地物型の

インスタンスに関連付ける

関係。一般地物モデルにお

け る memberOf-
linkBetween 関連は，Role
関連と MemberOf 関連と

を組み合わせれば容易に導

出できるため，ここでは直

接実装されない。 
FC_FeatureType の 下 位

型。 

― ― ― ― 

8.1 【属性】 
role 

この関連の一部である役

割。 
M N FC_AssociationRole 合成 

9 【クラス】 
FC_DefinitionSource 

定義情報源を規定するクラ

ス。 
― ― ― ― 

9.1 【属性】 
source 

文書及びその入手方法を識

別するために十分な，ソー

スの実際の引用。 

M 1 附属書 6（規定）（他の

規格から引用するクラス

の定義） 
CI_Citation 

― 

10 【クラス】 
FC_DefinitionReference 

データインスタンスを定義

の情報源に関連付ける型。 
― ― ― ― 

10.1 【属性】 
sourceIdentifier 

ソース文書における定義の

検索に役立つ追加情報。こ

の情報の形式は，ソース文

書の構成に固有である。 

O 1 CharacterString ― 

10.2 【役割】 
definitionSource 

この定義参照を，ソース文

書の引用に関連付ける役

割。 

M 1 FC_DefinitionSource ― 

 
番号 名称 定義域コード 説明 
11 FC_RoleType ― 役割を分類するための符号リスト。 
11.1 ordinary 1 通常の関連を示す。 
11.2 aggregation 2 UML 集成を示す。 
11.3 composition 3 UML 合成を示す。 
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12 符号化 
 
序文 12 符号化は，ISO 19118（Geographic information－Encoding）から，符号化規則を作

成するために必要となる基本的な要素を抽出し，プロファイルとして規定したものである。 
 
12.1 基本的な概念 
12.1.1  一般 

このプロファイルは，さまざまな地理情報システム間における地理空間データの相互利用を可

能にすることを目的とする。そのためには，次の二つの基本的な課題を解決する必要がある。一

つ目の課題は，地理空間データの内容及び論理構造の意味を定義することである。これは，「応

用スキーマ」として規定する。二つ目の課題は，その応用スキーマに対応するデータを表現でき

る，システムやプラットフォームに依存しないデータ構造を定義することである。 
12 符号化では，データ交換の基本概念，すなわち，応用スキーマに基づいて地理空間データ

を符号化，送付，受領，及び解釈するための手続きのうち，データ交換過程の概要（12.1.2），

システムに依存しないデータ構造を生成するための符号化規則（12.3）について規定する。 
備考 このプロファイルに準拠した符号化規則として，附属書 8（参考）（XML に基づく符

号化規則）及び附属書 12（規定）（地理マーク付け言語（GML））を示す。 
 
12.1.2  データ交換 

データ交換の概念を 

 
図 12-1 に示す。 
システム A からシステム B にデータ集合を送るとする。A と B の良好なデータ交換を保証す

るためには，次の三つについて取り決めなければならない。すなわち，共通の応用スキーマ I，
適用する符号化規則 R，そして使用する転送プロトコルの種類である。応用スキーマは，良好な

データ転送を実現するための基本となるものであり，転送されるデータのあり得るべき内容と構
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造を定義するものである。また，符号化規則はデータをシステムに依存しないデータ構造に変換

するための規則を定義する。 
 

 

図 12-1 二つのシステム間におけるデータ交換の概念 

 
A，B 両システムとも，データを内部スキーマに従って内部データベースに保持しているが，

通常，スキーマは異なる（すなわち，スキーマ A ≠ スキーマ B）。A の内部データベースから B
の内部データベースへデータ集合を転送するためには，次の論理的ステップを踏まなければなら

ない。このプロファイルは，符号化規則を作る際の要件を規定するものであり，データ交換プロ

セス全体は規定しない。したがって，ステップ b）及び e）のみを標準化する。ステップ c）及

び d）は，一般的な情報技術の転送サービスを使用することになる。 
 
a）まず，システム A において，その内部データを共通の応用スキーマ I に従ったデータ構造に

変換する。これは，内部スキーマの概念から応用スキーマにおいて定義されている概念への

写像を定義し，個々のデータインスタンスを変換する適切な対応付けソフトウェアを実装す

ることにより行われる。図 12-1 において，この写像は MAI で表している。MAI の出力は，応

用スキーマ特有データ構造 iA である。このデータ構造は，メモリ又は中間ファイルに記憶さ

れるが，システム A に依存したものであり，そのまま相手にデータ転送するには適していな

い。 
b）次に，符号化サービスを使う。これは，システムに依存しない転送に適しているデータ構造

を作成するために，符号化規則 R を適用する。この符号化されたデータ集合 d は，ファイル

システムに保管してもよいし，転送サービスを使用して転送してもよい。 
c）システム A は，次に，符号化されたデータ集合 d をシステム B に送るために転送サービスを

呼び出す。転送サービスは，パッケージの仕方やオンライン又はオフラインの通信媒体上の

実際の伝送方式に関して，転送プロトコルに従う。両者は，使用する転送プロトコルについ

て合意していなければならない。 
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d）システム B の転送サービスは，転送されたデータ集合を受け取り，転送プロトコルに従って

データ集合をアンパックし，符号化されたデータ集合 d として，例えば中間ファイルに保管

する。 
e）システム B は，応用スキーマ特有データ構造 iBを得るために，符号化されたデータを解釈す

る復号化規則 R-1を適用する。 
f）システム B では，転送されたデータ集合を使用するために，応用スキーマ特有データ構造 iB

を内部データベースに変換しなければならない。この変換は，応用スキーマから内部スキー

マへの写像を定義し，実際の変換を行うソフトウェアを実装することによって行われる。図

12-1 において，この写像は MIBで表している。 
 
12.2 文字レパートリ 

このプロファイルは，国際文字の規格で定義されている JIS X 0221（国際符号化文字集合

（UCS））を採用する。これらの規格は国際符号化文字集合（Universal Multiple-Octet Coded 
Character Set：UCS）と呼ばれる国際的に認められた文字レパートリとその文字符号化体系を

定義する。 
このプロファイルの国際プロファイルにもとづく文字符号化体系は，次のとおりである。 

a) 8 ビット可変長 UCS 転送フォーマット UTF-8 
b) 16 ビット可変長 UCS 転送フォーマット UTF-16 
c) 16 ビット固定長国際符号化文字集合 UCS-2 
d) 32 ビット固定長国際符号化文字集合 UCS-4 

上記に加え，このプロファイルでは，日本において利用性が高いと考えられる次の三つを文字

レパートリとして定義する。 
e) Shift_JIS 
f) EUC-JP 
g) Windows-31J 
 
12.3 符号化規則 
12.3.1  概説 

12.3 符号化規則では，符号化規則の規定のための要件を規定する。このプロファイルに準拠

した応用スキーマを作成する場合は，符号化規則を規定しなければならず，応用スキーマと合わ

せて使用者には提供しなければならない。 
符号化規則は一般に次のことを規定しなければならない。 

a) 一般的な符号化要件（12.3.2） 
1) 応用スキーマ及びスキーマ言語（12.3.2.1） 
2) バイト内のビットの順序及びワード内のバイトの順序（該当する場合）（12.3.2.2） 
3) 文字レパートリ及び言語（12.3.2.3） 
4) 必要な交換メタデータ（12.3.2.4） 
5) データ集合及びオブジェクト識別方法（12.3.2.5） 

b) 入力データ構造（12.3.3） 
1) 応用スキーマに基づいてデータを保管するためのデータ構造としてのインスタンスモデル 
2) インスタンスモデルを応用スキーマに関連付ける方法 

c) 出力データ構造，すなわち，交換フォーマット（12.3.4） 
d) 変換規則，すなわち，インスタンスモデルのデータの交換フォーマットへの写像（12.3.5） 

1) 符号化のための変換規則 
2) 複号化のための変換規則（必要な場合） 

e) 要約データ，変換規則の適用及び符号化された十分な例（12.3.6） 
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12.3.2  一般的な符号化要件 
12.3.2.1 応用スキーマ及びスキーマ言語 

符号化規則は応用スキーマを定義するために使用するスキーマ言語を規定し，かつ，どのよう

に応用スキーマが構成されるかを記述しなければならない。 
 
12.3.2.2 ビット及びバイトの順序付け 

符号化規則でバイナリ符号化を規定する場合，各バイト内のビットの順序と，マルチバイト構

造（ワード）内のバイトの順序及び数とを指定しなければならない。テキスト符号化を規定する

場合であっても，バイトの順序付けを指定する必要がある場合には，それを指定しなければなら

ない。 
備考 これらは，テキスト及びバイナリの符号化規則に適用される一般的な規則である。テキ

ストベースの符号化であっても，UTF-16，UCS-2，UCS-4 などの場合，バイトの順序

付けを指定する必要がある（http://www.unicode.org/faq/utf bom.html を参照）。 
 

12.3.2.3 文字レパートリ及び言語 
文字レパートリは使用可能な文字を定義する。符号化規則は，使用する文字レパートリ及びサ

ポートする言語と言語を特定する仕組みを規定しなければならない。 
 
12.3.2.4 交換メタデータ 

交換メタデータは，符号化されたデータ構造についてのメタデータである。交換メタデータに

おいて，データ集合の作成者を記述してもよく，データ集合についてのメタデータ情報に言及し

てもよい。また，応用スキーマを参照してもよく，適用した符号化規則についての情報を提供し

てもよい。 
符号化規則は，交換メタデータを規定しなければならず，それが符号化されたデータ構造をど

のように伴うのかを規定しなければならない。 
 
12.3.2.5 転送単位 
12.3.2.5.1 粒度及び構造 

符号化及び復号化を効率的に行うには，転送単位の粒度及び構造を定義することが重要である。

ここではオブジェクトが情報の基本単位であり，異なるタイプのオブジェクトを識別することが

必要である。転送単位の中のオブジェクトは，順序及び／又は階層に関して構造化してもよい。

オブジェクトは，一連の属性として内部的に構造化してもよいし，他のオブジェクトへの参照を

含んでもよいし，さらには他のオブジェクトを階層的に構成してもよい。 
オブジェクトをいくつかの部分に分割してもよいし，また，オブジェクトのプロパティを他の

オブジェクトにマージしてもよい。符号化規則においてどのような構造変化が規定されようとも，

インスタンス変換は，曖昧なところなく可逆的でなければならない。  
符号化規則は，次の点について規定しなければならない。 

a) 何がオブジェクトか，また異なったオブジェクトの型 
b) オブジェクトの構造 
c) データ集合の構造 
 
12.3.2.5.2  オブジェクトの識別 

特定の状況において一意の識別を可能にする識別子をオブジェクトに割り当ててもよい。その

際，二つの異なる識別範囲を考慮することが望ましい。 
第一の識別範囲は転送単位である。オブジェクト識別子は，データ転送の特定の単位内で一意

である。これらの識別子により，転送単位の中でオブジェクトが他のオブジェクトを参照可能と



 

88 

なる。識別子は，オブジェクトが転送単位に挿入されるときにオブジェクトに割り当ててもよい。

この識別子は，その特性上，一時的なものである。 
第二の識別範囲は応用定義域である。応用定義域では，ある領域と，定義域一意識別子

（DUID）と呼ばれるその領域内での識別方式とを定義する。DUID は，オブジェクトが作成さ

れるときにオブジェクトに割り当てられ，オブジェクトが存在している限り不変である。削除さ

れたオブジェクトの DUID を再び使用してはならない。DUID は主に，実装のために使用され

る。DUID は，長期にわたって分散するデータの管理及び更新の仕組みを実現するために必要で

ある。この識別子は，永続的識別子とも呼ばれる。特別なネームサーバを，永続的識別子を解決

するために使用してもよい。識別子は，応用定義域によって明確に定義された限定領域内で一意

でなければならない。 
応用定義域において，オブジェクトによって表される現実世界の現象を識別するためのプロパ

ティ（例えば，地番）を追加してもよい。しかし，この追加プロパティは，この仕様の範囲にお

けるオブジェクト識別子とはみなさない。 
符号化規則において，例えば，共通文字列を除去するなど，データの配置を変更してもよい。

これをサポートするために，応用スキーマにおいて識別可能ではない型に対して部分識別子を割

り当ててもよい。この部分識別子は，いかなる場合にも一時的なものであり，転送単位内でのみ

有効であって，決して DUID ではない。 
符号化規則は，次の内容を規定しなければならない。 

a) 使用する，異なるオブジェクトの識別メカニズム 
b) その内部構造 
 
12.3.3  入力データ構造 

入力データ構造はインスタンスモデルと呼ばれ，アプリケーションデータについての意味付け，

変換規則の定義付けを表現するための道具である。インスタンスモデルは，応用スキーマの仕様

に従ってデータを表すことができなければならない。それは，特定の応用スキーマに特有のもの

であってもよいし，又はどのようなスキーマに従ってでも表現できるような一般的なものでもよ

い。符号化サービスを実現するために実装される必要はないという点で，インスタンスモデルは

抽象的であってもよい。 
符号化規則は，インスタンスモデルとその応用スキーマへの関係を明示しなければならない。 

 
12.3.4  出力データ構造 

出力データ構造は，どのようにデータが構造化され，交換ファイルの中で表現されるかを定義

する。スキーマが出力データ構造に伴ってもよい。 
符号化規則は，出力データ構造を規定しなければならず，存在する場合には，出力データ構造

スキーマを規定しなければならない。 
 
12.3.5  変換規則 

変換規則は，入力データ構造の中のデータインスタンスが，出力データ構造のインスタンスに

どのように変換されるかを明示する。二つの変換規則の対が存在することができる。一つ目はス

キーマ変換規則で，UML スキーマから出力データ構造のスキーマへの写像を定義する。二つ目

はインスタンス変換規則で，インスタンスモデルのインスタンスから結果のデータ構造のインス

タンスへの写像を定義する（図 12-2）。 
符号化規則は，次の内容を規定しなければならない。 

a) スキーマ変換規則 
b) インスタンス変換規則 
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図 12-2 変換規則 

 
12.3.6  事例 

変換規則を理解し，符号化サービスの試験を行うために事例を示すことが重要である。符号化

規則は，次を示さなければならない。 
a) 変換規則を説明する例 
b) 変換サービスの実装で使用できる試験データ 
 
12.3.7  附属書について 

このプロファイルに準拠した符号化規則として，附属書 8（参考）（XML に基づく符号化規

則）及び附属書 12（規定）（地理マーク付け言語（GML））を示す。 
地物の符号化には原則として附属書 12 を用いることとする。ただし，附属書 8 に基づく符号

化も可能とする。なお，地物以外のメタデータ及び地物カタログ化法等の符号化には附属書 8 を

用いることとする。 
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附属書 1 （規定） 抽象試験項目群 
 
1. 適合性の枠組み 
1.1  抽象試験項目群 

抽象試験項目群は，地理空間データ製品仕様書及び応用システムが JPGIS に適合するか検査

する，特定の要件のために作成された試験の集まりである。JPGIS の次の項目について抽象試

験項目群を示し，この附属書で規定する。JPGIS への適合を主張する場合には，必ず抽象試験

項目群に基づいた検査を行わなければならない。 
 
「6 応用スキーマのための規則」 
「7 空間スキーマ」 
「8 時間スキーマ」 
「9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマ」 
「10 地理識別子による空間参照」 
「11 地物カタログ化法」 
「12 符号化」 
「附属書 2（規定）参照系」 
「附属書 6（規定）他の規格から引用するクラスの定義」 

 
実行可能試験項目群とは，特定の要件を満たす試験対象に固有の試験のことであり，抽象試験

項目に値を入れ，具体化すると，実行可能試験項目ができる。しかし，実行可能試験項目群は試

験対象に固有の試験のため，このプロファイルの中で示すことはできない。したがって，製品仕

様書及び応用システムを検査しようとする者は，それぞれの試験対象に応じて実行可能試験項目

群を作成する。 
抽象試験項目群は，JIS X 7105（地理情報－適合性及び試験）で規定する，適合性を評価する

ための「適合性評価過程」で使用する。適合性評価過程は，次の四つの段階からなる。 
a) 試験の準備 
b) 試験の実施 
c) 結果の解析 
d) 適合性試験の報告 
抽象試験項目群は，この中の a）試験の準備において，実行可能試験項目群は b）試験の実施

において使用する。 
 
1.2  基本試験と機能試験 

基本試験とは，試験対象について全体を通して試験を行うのが適切であるかどうかを判断する

ために限定的に行う試験である。この試験によって，試験対象が抽象試験項目に適合しているこ

との予備的な証拠を得ることができる。 
一方，機能試験とは，「実装適合性宣言」に記述された機能に合致しているかどうかを調べる

試験であり，規定した適合性要件の全ての範囲について，試験対象を実際に可能な限り全体を通

して調べなければならない。実装適合性宣言とは，仕様の中での任意に選択してよいとされる要

件について，そのうちどれを実装したのかを記述した文書である。したがって，機能試験を行う

には，「実装適合性宣言」の作成が必要である。 
しかし，このプロファイルの中の任意の選択要件から何を実装したかは応用スキーマを見れば

明らかなことが多い。そのような場合は，実装適合性宣言は作成しなくてよい。 
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地理情報規格群では試験の種類を「基本試験」としている抽象試験項目も存在するが，このプ

ロファイルでは，試験の種類は全て「機能試験」とする。これは，限定的な範囲から得られる予

備的な証拠では，このプロファイルへの適合性を完全に判断することができないからである。 
抽象試験項目は，次の四つの項目を含まなければならない。 

a) 試験目的・・・試験を行う意図を正確に示す。 
b) 試験方法・・・試験の手順を示す。 
c) 参照・・・・・関連する特定の箇条を示す。 
d) 試験種類・・・基本試験又は機能試験のいずれかを示す。 

 
1.3  JPGIS への適合性 

JPGIS では，適合性を，「適合」「不適合」「部分適合」の三つに分類する。 
地理空間データ製品仕様書及び応用システムが，全ての適合性試験に合格する場合，それらは

「JPGIS に完全に準拠している」と主張することができる。 
地理空間データ製品仕様書及び応用システムが，全ての適合性試験に合格しない場合，それら

は「JPGIS に準拠している」と主張してはならない。 
地理空間データ製品仕様書及び応用システムが，一部の適合性試験に合格する場合，どの抽象

試験項目に適合するのかを明示しなければならない。これを部分適合という。 
 
2. 応用スキーマのための規則 
2.1 地物の定義 
2.1.1 地物型の定義 
a) 試験目的 地物型が一般地物モデルに従って定義されていることを確認する。 
b) 試験方法 地物型が附属書 1 の 2.1.1 c）に示す要素と規則に従って定義されていることを検

査する。 
c) 参照 6.1.3 
d) 試験種類 機能 
 
2.1.2 地物属性型の定義 
a) 試験目的 地物属性型が一般地物モデルに従って定義されていることを確認する。 
b) 試験方法 地物属性型が附属書 1 の 2.1.2 c）に規定される要素と規則に従って定義されてい

ることを検査する。 
c) 参照 6.1.5 及び 6.2 
d) 試験種類 機能 
 
2.1.3 地物関連型の定義 
a) 試験目的 地物関連型が一般地物モデルに従って定義されていることを確認する。 
b) 試験方法 地物関連型が附属書 1 の 2.1.3 c）に規定される要素と規則に従って定義されてい

ることを検査する。 
c) 参照 6.1.8 
d) 試験種類 機能 
 
2.2 UML による応用スキーマの作成 
2.2.1 応用スキーマの識別と統合 
a) 試験目的 このプロファイルに規定された規則に従った，他の地理情報規格に関連した概念

スキーマで，応用スキーマが識別され統合されていることを確認する。 
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b) 試験方法 附属書 1 の 2.2.1 c）に規定される規則が応用スキーマの識別と統合に従って定義

されていることを検査する。 
c) 参照 6.3.1～6.3.3 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.2 応用スキーマにおける地物型の表現 
a) 試験目的 地物型が応用スキーマにおいてこのプロファイルで規定される規則に従って表現

されていることを確認する。 
b) 試験方法 地物の表現が附属書 1 の 2.2.2 c）の一般規則に従っていることを検査する。 
c) 参照 6.3.4 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.3 応用スキーマにおける空間スキーマ要素の使用 
a) 試験目的 空間スキーマの要素が応用スキーマで表現される場合，このプロファイルに規定

された規則に従って表現されているかを確認する。 
b) 試験方法 空間スキーマの要素の表現が附属書 1 の 2.2.3 c）の規則に従っていることを検査

する。 
c) 参照 6.4 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.4 応用スキーマにおける時間スキーマ要素の使用 
a) 試験目的 時間スキーマ要素が応用スキーマで表現される場合，このプロファイルに規定さ

れた規則に従って表現されているかを確認する。 
b) 試験方法 時間スキーマ要素の表現が附属書 1 の 2.2.4 c）の規則に従っていることを検査す

る。 
c) 参照 6.5 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.5 応用スキーマにおける被覆スキーマ要素の使用 
a) 試験目的 被覆スキーマが応用スキーマの中で表現される場合，このプロファイルに規定さ

れた規則に従って表現されているかを確認する。 
b) 試験方法 被覆スキーマ要素の表現が附属書 1 の 2.2.5 c）の規則に従っていることを検査す

る。 
c) 参照 6.7 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.6 応用スキーマにおける地名辞典スキーマの地理識別子の使用 
a) 試験目的 地理識別子による参照が応用スキーマで表現される場合，このプロファイルに規

定された規則に従って表現されているかを確認する。 
b) 試験方法 地名辞典スキーマの表現が附属書 1 の 2.2.6 c）の規則に従っていることを検査す

る。 
c) 参照 6.8 
d) 試験種類 機能 
 
2.2.7 応用スキーマにおける地物カタログスキーマの使用 
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a) 試験目的 地物カタログスキーマからの情報が応用スキーマに表現される場合，このプロフ

ァイルに規定された規則に従って表現されているかを確認する。 
b) 試験方法 地物カタログに定義された地物の表現が附属書 1 の 2.2.7 c）の規則に従っている

ことを検査する。 
c) 参照 6.9 
d) 試験種類 機能 
 
3. 空間スキーマ 
3.1 序文 

このプロファイルでは，抽象試験項目群を，二つの基準によって八つの項目に分類する。 
最初の基準はデータの複雑さによる基準であり，四つの分類項目を定める。 
・ 幾何プリミティブ 
・ 幾何複体 
・ 位相複体 
・ 幾何実現をもつ位相複体 
備考 一般に“スパゲッティ”データと呼ばれるデータのスキーマは，幾何プリミティブの構造

化されていない集まりのみを用いる。幾何のそれぞれの構成要素について，それぞれ単

一の定義が必要な場合，応用スキーマには幾何複体が使用される。同一の幾何複体内の

プリミティブは境界のみを共有する。このスキーマに明示的な位相情報が必要な場合に

は，幾何複体に位相複体の構造を関連させる。複体に含まれるオブジェクトの型は複体

の次元に支配される。 
第二の基準は次元による基準であり，三つの分類項目を定める。 
・ 零次元オブジェクト 
・ 零及び一次元オブジェクト 
・ 零，一及び二次元オブジェクト 
ただし，零次元複体は零次元幾何プリミティブの集合以上に有益な情報を提供しないため，複

体については一次元及び二次元のみとする。 
また，このプロファイルでは，二次元幾何複体（GM_CompositeSurface）を含まないため，

幾何複体に関しては一次元のみとする。 
 
3.2 幾何プリミティブ 
3.2.1 零次元幾何プリミティブのデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが position 属性をもつ GM_Point をインスタンス化することを確認

する。それが CoordinateReferenceSystem 関連をもつ場合，その表現が規定通りにされて

いるか確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 7.1，7.2.1，7.2.2.5，7.2.2.6，7.2.3.1 及び 7.5 
d) 試験種類 機能 
 
3.2.2 一次元幾何プリミティブのデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.2.1 の要件を満たすと同時に，orientation 属性及び

Segmentation 関連をもつ GM_Curve 並びに全ての属性をもつ GM_CurveSegment の一つ

以上の下位型をインスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.2.1，7.2.2.7，7.2.2.8，7.2.2.10，7.2.3.1 及び 7.2.3.4～7.2.3.9 
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d) 試験種類 機能 
 
3.2.3 二次元幾何プリミティブのデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.2.2 の全ての要件を満たし，orientation 属性及び

Segmentation 関連をもつ GM_Surface 並びに全ての属性をもつ GM_SurfacePatch の一つ

以上の下位型をインスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.2.2，7.2.2.9，7.2.2.11，7.2.3.4 及び 7.2.3.10～7.2.3.15 
d) 試験種類 機能 
 
3.3 幾何複体 
3.3.1 一次元幾何複体のデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.2.2 の全ての要素を満たすと同時に，GM_Complex

又は GM_CompositeCurve をインスタンス化することを確認する。それが，各

GM_Primitive（GM_Point 及び GM_Curve）と GM_Complex との間の Complex 関連又は

GM_OrientableCurve と GM_CompositeCurve との間の Composition 関連をもつことを確

認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.2.2，7.2.4.1 及び 7.2.4.2 
d) 試験種類 機能 
 
3.4 位相複体 
3.4.1 一次元位相複体のデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが TP_Node，TP_DirectedNode，TP_Edge 及び TP_DirectedEdge

をインスタンス化し，TP_DirectedNode 及び TP_DirectedEdge をインスタンス化したもの

が共に orientation 属性をもつことを検証する。応用スキーマが TP_Complex とそれぞれの

TP_Primitive（TP_Node 及び TP_Edge）との間の Complex 関連をもつことを検証する。

さらに，TP_Node と TP_DirectedNode との間及び TP_Edge と TP_DirectedEdge との間の

Center 関連をもつことを確認する。これが TP_DirectedNode と TP_Edge との間の

Boundary 関連をもつことを検証する。また，TP_Node と TP_DirectedEdge との間の

CoBoundary 関連がある場合，その表現が規定通りされているか確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 7.3.1，7.3.3.1～7.3.3.6 及び 7.3.4.1 
d) 試験種類 機能 
 
3.4.2 二次元位相複体のデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.4.1 の全ての要件を満たすと同時に TP_Face 及び

TP_DirectedEdge をインスタンス化することを検証する。TP_DirectedFace をインスタン

ス化したものが orientation 属性に対応することを検証する。応用スキーマが TP_Complex
と TP_Face との間の Complex 関連及び TP_Face と TP_DirectedFace との間の Center 関

連に対応することを検証する。これが TP_DirectedEdge と TP_Face との間の Boundary 関

連をもつことを検証する。また，TP_Edge と TP_DirectedFace との間に CoBoundary 関連

がある場合，その表現が規定通りされているか確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.4.1，7.3.3.7 及び 7.3.3.8 
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d) 試験種類 機能 
 
3.5 幾何実現を伴う位相スキーマ 
3.5.1 幾何実現を伴う一次元位相スキーマのデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.2.2 及び 3.4.1 の全ての要件を満たすことを確認する。

それがまた，TP_Primitive（TP_Node 及び TP_Edge）と GM_Primitive（GM_Point 及び

GM_Curve ）とをそれぞれインスタンス化したものの間，及び TP_Complex と

GM_Complex とをそれぞれインスタンス化したものの間に Realization 関連がある場合，そ

の表現が規定通りにされているか確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.2.2 及び 3.4.1 並びに 7.4 
d) 試験種類 機能 
 
3.5.2 幾何実現を伴う二次元位相スキーマのデータ型 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 3.2.3 及び 3.4.2 の全ての要件を満たすと同時に，

TP_Face と GM_Surface とをそれぞれインスタンス化したものの間，及び TP_Complex と

GM_Complex とをそれぞれインスタンス化したものの間の Realization 関連がある場合，そ

の表現が規定通りにされているか確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 3.2.3 及び 3.4.2 並びに 7.4 
d) 試験種類 機能 
 
4. 時間スキーマ 
4.1 幾何スキーマ 
a) 試験目的 応用スキーマが position 属性をもつ TM_Instant，又は Beginning 及び Ending

関連をもつ TM_Period をインスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 8.2.2，8.2.3 及び 8.5.3 
d) 試験種類 機能 
 
4.2 位相スキーマ 
a) 試験目的 応用スキーマが TM_Node，又は Initiation 及び Termination 関連をもつ

TM_Edge をインスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 8.3.3 及び 8.3.4 
d) 試験種類 機能 
 
4.3 幾何実現 
a) 試験目的 応用スキーマが附属書 1 の 4.1 及び 4.2 の要件を満たすと同時に，TM_Node と

TM_Instant との間の Realization 関連及び TM_Edge と TM_Period との間に Realization
関連がある場合，その表現が規定通りにされているか確認する。 

b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 4.1 及び 4.2，8.4.2 及び 8.4.3 
d) 試験種類 機能 
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5. 被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 
5.1 序文 

附属書 1 の 5.では，二種類の抽象試験項目を示す。一種類目には，各種被覆型の評価に対応す

る単純なインタフェースを利用可能にする共通の抽象試験項目が含まれるが，被覆の種類までは

触れない。二種類目には，個別の被覆型に対応するインタフェースを利用可能とし，被覆の内部

構造に関する追加的な情報を明らかにするような抽象試験項目が含まれている。 
 
5.2 単純被覆インタフェース 
a) 試験目的 応用スキーマが，domainExtent 属性及び CRS 関連役割をもつ CV_Coverage を

インスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 9.2.1 
d) 試験種類 機能 
 
5.3 離散被覆インタフェース 
a) 試験目的 応用スキーマが，附属書 1 の 5.2 の要件を満たし，CoverageFunction 関連をも

つ CV_DiscreteCoverage とその下位型をインスタンス化し，インスタンス化した型が

CV_DiscretePointCoverage ， CV_DiscreteCurveCoverage ， 又 は

CV_DiscreteSurfaceCoverage の 場 合 は ， geometry 及 び value 属 性 を も つ

CV_GeometryValuePair とその下位型をインスタンス化することを確認する。インスタンス

化した型が CV_DiscreteGridPointCoverage の場合は，CV_GridValuesMatrix をインスタ

ンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 5.2，9.2.2～9.2.5 及び 9.3 
d) 試験種類 機能 
 
5.4 ティーセン多角形被覆 
a) 試験目的 応用スキーマが，附属書 1 の 5.2 の要件を満たし，規定された属性及び関連によ

って，CV_ThiessenPolygonCoverage 及び CV_ThiessenValuePolygon をインスタンス化す

ることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 5.2 及び 9.4 
d) 試験種類 機能 
 
5.5 不規則三角網被覆 
a) 試験目的 応用スキーマが，附属書 1 の 5.2 の要件を満たし，規定された属性及び関連によ

って，CV_TINCoverage 及び CV_ValueTriangle をインスタンス化することを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 1 の 5.2 及び 9.5 
d) 試験種類 機能 
 
6. 地理識別子による空間参照 
6.1 地理識別子による空間参照系型 
a) 試験目的 地理識別子による空間参照系型が明確になっており，一つ又は複数の場所インス

タンスによって一意に識別されていることを検査する。 
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b) 試験方法 各場所型の属性が識別されており，場所インスタンスの地名辞典が存在すること

を検査する。 
c) 参照 10.2 
d) 試験種類 機能 
 
6.2 場所型 
a) 試験目的 各場所型が明確になっており，一つ又は複数の場所インスタンスによって一意に

識別されていることを検査する。 
b) 試験方法 各場所型の属性が識別されており，場所インスタンスの地名辞典が存在すること

を検査する。 
c) 参照 10.2 
d) 試験種類 機能 
 
6.3 地名辞典 
a) 試験目的 地名辞典の構造を検査する。 
b) 試験方法 地名辞典のプロパティが識別されていることを検査する。 
c) 参照 10.2.2 
d) 試験種類 機能 
 
6.4 場所インスタンス 
a) 試験目的 地名辞典に記録される各場所インスタンスの全ての属性が，正しく定義されてい

ることを検査する。 
b) 試験方法 地名辞典に記録される場所の全てのインスタンス及びそれぞれの属性データが，

正しく記録されていることを検査する。 
c) 参照 10.2.3 
d) 試験種類 機能 
 
7. 地物カタログ化法 
7.1 地物カタログの形式のための試験項目 
a) 試験目的 地物カタログの形式を検査する。 
b) 試験方法 地物カタログがデジタル形式で作成され，コンピュータのディスク装置やファイ

ル転送による地物カタログのコピーの取得が可能なことを確認する。 
c) 参照 11.2.1 
d) 試験種類 機能 
 
7.2 地物カタログの一般要件のための試験項目 
a) 試験目的 地物カタログの一般要件を満たしていることを検査する。 
b) 試験方法 次の項目を確認する。 

1) 対象となる全ての地物型について地物カタログが文書化されている。 
2) 全ての地物型，地物属性，地物関連及び関連役割が名前によって地物カタログ内で一意

に識別される。 
3) 全ての地物属性定義域が，列挙型地物属性の中で名前によって一意に識別される。 
4) 全ての地物型，地物属性，地物関連及び関連役割が定義属性で定義しているか，又は他

の定義情報源を参照している。 
c) 参照 11.2.2 
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d) 試験種類 機能 
 
7.3 地物カタログクラスの試験項目 
a) 試験目的 地物カタログが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 1 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 1 
d) 試験種類 機能 
 
7.4 地物型の試験項目 
a) 試験目的 地物型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 2 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 2 
d) 試験種類 機能 
 
7.5 継承関連型の試験項目 
a) 試験目的 継承関連型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 3 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 3 
d) 試験種類 機能 
 
7.6 結合型の試験項目 
a) 試験目的 結合型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 5 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 5 
d) 試験種類 機能 
 
7.7 地物属性型の試験項目 
a) 試験目的 地物属性型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 6 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 6 
d) 試験種類 機能 
 
7.8 関連役割型の試験項目 
a) 試験目的 関連役割型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
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b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 7 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 7 
d) 試験種類 機能 
 
7.9 列挙値型の試験項目 
a) 試験目的 列挙値型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 8 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 8 
d) 試験種類 機能 
 
7.10 地物関連型の試験項目 
a) 試験目的 地物関連型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 9 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 9 
d) 試験種類 機能 
 
7.11 定義情報源の試験項目 
a) 試験目的 定義情報源型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 10 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 10 
d) 試験種類 機能 
 
7.12 定義参照型の試験項目 
a) 試験目的 定義参照型のオブジェクトが必須情報を含んでいることを検査する。 
b) 試験方法 個々の属性及び役割の記述，必須/条件付き，多重度最大値，型及び制約が要件を

満たしていることを検査することによって，表 11-1 の 11 に示した個々の属性及び役割を調

べる。 
c) 参照 表 11-1 の 11 
d) 試験種類 機能 
 
8. 符号化 
8.1 一般符号化要件 
a) 試験目的 符号化規則が 12.3 に示す符号化規則の要件に合致しているか検証する。 
b) 試験方法 符号化規則を検査し，全ての要件に合致していることを調査する。 
c) 参照 12.3 
d) 試験種類 機能 
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9. 参照系 
9.1 RS_CRS 
a) 試験目的 RS_CRS が，附属書 2（規定）（座標参照系）に規定した属性及び関連に従って

インスタンス化されていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 2 の 2.3 
d) 試験種類 機能 
 
9.2 SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier 
a) 試験目的 SI_SpatialReferenceSystemUsingGeographicIdentifier が，このプロファイルに

規定した属性及び関連に従ってインスタンス化されていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 2 の 2.4 
d) 試験種類 機能 
 
10. 他の規格から引用するクラスの定義 
10.1 EX_Extent 
a) 試験目的 EX_Extent が，附属書 6（規定）（他の規格から引用するクラスの定義）に規定

した属性及び関連に従ってインスタンス化されていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 6 の 1 
d) 試験種類 機能 
 
10.2 CI_Citation 
a) 試験目的 CI_Citation が，附属書 6 に規定した属性及び関連に従ってインスタンス化され

ていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 6 の 3 
d) 試験種類 機能 
 
10.3 CI_ResponsibleParty 
a) 試験目的 CI_ResponsibleParty が，附属書 6 に規定した属性及び関連に従ってインスタン

ス化されていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 6 の 4 
d) 試験種類 機能 
 
10.4 Record 及び RecordType 
a) 試験目的 Record 及び RecordType が，附属書 6 に規定した属性及び関連に従ってインスタ

ンス化されていることを確認する。 
b) 試験方法 応用スキーマの文書を検査する。 
c) 参照 附属書 6 の 5 
d) 試験種類 機能 
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附属書 2 （規定） 座標参照系 
 
1. 座標参照系の記述 

附属書 2 は，ISO 19111（Geographic information－Spatial referencing by coordinates）の

技術的内容を変更することなく作成された JIS X 7111（地理情報－座標による空間参照）から，

座標による空間参照を記述するために必要となる基本的な要素を抽出し，定義したものである。

また，ここで定義する参照系識別子は，空間参照系及び時間参照系を表すために使用するための

データ型であり，JIS X 7115（地理情報－メタデータ）の附属書 1（規定）（日本における時間

参照系の表記）及び附属書 2（規定）（日本における座標参照系の表記）に定められた略号の表

記規則に従って規定している。このプロファイルにおいて座標参照系を用いる場合には，この附

属書で規定する型を使用する。 
 
2. JPGIS 参照系パッケージ 

このプロファイルの座標参照系プロファイルは，JPGIS 参照系パッケージに定義する。 
 

 

図附 2-1 参照系プロファイル 

 
2.1 RS_ReferenceSystem 

データ集合で使用する座標参照系及び地理識別子による空間参照系についての情報を表す抽象

クラス。このクラスは JIS X 7111 で規定されている。 
属性  
1. name:RS_Identifier は，この参照系の名称を RS_Identifier 型で記述する。 
2. domainOfValidity[0..*]:EX_GeographicExtent は，この参照系が適用される範囲を    

EX_GeographicExtent 型で示す。なお，EX_GeographicExtent 型は，附属書 6（規定）

（他の規格から引用するクラスの定義）で定義する。 
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2.2 RS_Identifier 
座標参照系，地理識別子による空間参照系及び時間参照系で使用する参照系識別子。このクラ

スは JIS X 7111 で規定されている。 
属性  
1. code:CharacterString は，使用する参照系の識別子を記述する。このプロファイルでは，時

間参照系の場合は JIS X 7115 の附属書 1，座標参照系の場合は JIS X 7115 の附属書 2 に定

められた略号を記述する。また，地理識別子による空間参照系の場合は，使用する空間参照

系の名前を記述する。 
 
2.3 SC_CRS 

座標参照系を表す抽象クラス。RS_ReferenceSystem の下位型である。このクラスは JIS X 
7111 で規定されている。 
属性  
1. typeCode:SC_TypeCode は，座標参照系の型コードであり，単一座標参照系のとき 1，複合

座標参照系のとき 2 を設定する。 
2. remarks[0..1]:CharacterString は，座標参照系に関する注釈を記述する。 
3. [上位型から継承する属性]name:RS_Identifier は，使用する座標参照系の名称を記述する。 
4. [上位型から継承する属性]domainOfValidity[0..*]:EX_GeographicExtent は，この座標参照

系が適用される範囲を EX_GeographicExtent 型で示す。なお，EX_GeographicExtent 型

は，附属書 6 で定義する。 
 
2.4 RS_CRS 

SC_CRS のインスタンス化可能な下位型であり，座標参照系を表す。この RS_CRS は JPGIS
で独自に規定するクラスであり，座標参照系の名称だけの記述を可能にしている。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]name:RS_Identifier は，使用する座標参照系の名称を記述する。 
2. [上位型から継承する属性]domainOfValidity[0..*]:EX_GeographicExtent は，この座標参照

系が適用される範囲を EX_GeographicExtent 型で示す。なお，EX_GeographicExtent 型

は，附属書 6 で定義する。 
3. [上位型から継承する属性]typeCode:SC_TypeCode は，座標参照系の型コードであり，単一

座標参照系のとき 1，複合座標参照系のとき 2 を設定する。この値は，name 属性で設定さ

れた座標参照系の名称から導出可能である。 
4. [上位型から継承する属性]remarks[0..1]:CharacterString は，座標参照系に関する注釈を記

述する。 
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附属書 3 （規定） 品質 
 

地理空間データの品質は，JMP2.0 仕様書（日本版メタデータプロファイル）に準拠するメタ

データに記述する。ただし， JMP2.0 仕様書を拡張する場合又は JMP2.0 仕様書に準拠しない

場合は，JIS X 7115（地理情報－メタデータ）に準拠しなければならない。品質の要求，評価及

び報告の方式については，別に定める「品質の要求，評価及び報告のための規則」に準拠しなけ

ればならない。 
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附属書 4 （規定） メタデータ 
 

JPGIS に基づき作成される地理空間データ製品仕様書のメタデータは，JMP2.0 仕様書（日本

版メタデータプロファイル）を採用する。ただし，JMP2.0 仕様書を拡張する場合又は JMP2.0 
仕様書に準拠しない場合は，JIS X 7115（地理情報－メタデータ）に準拠しなければならない。 
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附属書 5 （規定） 定義 
 
1. 地理空間情報のための定義 
応用システム（application）  

利用者の要求に応えるために行われる操作及び処理。 
 
応用スキーマ（application schema） 

一つ又は複数の応用システムによって要求されるデータのための概念スキーマ。 
 
データ（data） 

情報の表現であって，伝達，解釈又は処理に適するように形式化され，再度情報として解釈で

きるもの。  
[JIS X 0001：1994] 

 
地物（feature） 

現実世界の現象の抽象概念。 
備考 地物は型又はインスタンスとして存在できる。地物型又は地物インスタンスはいずれか

一方を意味する場合に用いるべきである。 
 
地理情報（geographic information） 

地理空間情報と同義。 
 
地理データ（geographic data） 

地理空間データと同義 
 
地理空間情報（geospatial information） 

空間上の特定の地点又は区域の位置を示す情報。その情報に関連付けられた情報を含む場合も

ある。地理情報と同義。 
[地理空間情報活用推進基本法] 

 
地理空間データ（geospatial data） 

地球に関係した場所への暗示的又は明示的な参照を持ったデータ。地理データと同義。 
 
情報（information） 

事実，事象，事物，過程，着想などの対象物に関して知り得たことであって，概念を含み，一

定の文脈中で特定の意味をもつもの。  
[JIS X 0001：1994] 

 
2. 応用スキーマのための規則のための定義 
複合地物（complex feature） 

他の複数の地物から構成される地物。 
 
データ集合（dataset，set of data） 

他と識別可能なデータの集まり。 
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定義域（domain） 

矛盾なく定義された値の集合。 
備考 「矛盾なく定義された」とは，集合の中にあるものは定義を満足するもの全て及び集合

の外にあるものは定義を満足しないもの全てであるというような，必要かつ十分な定義

を意味する。 
 
地物関連（feature association） 

地物間の関係。 
備考 1 地物関連は，型又はインスタンスとして現れてよい。地物関連型又は地物関連インス

タンスは，一方のみを意味するときに使われる。 
備考 2 地物関連は地物の集成を含む。 

 
地物属性（feature attribute） 

地物の特性。 
備考 1 地物属性は，型又はインスタンスとして現れてよい。地物属性型又は地物属性インス

タンスは，一方のみを意味するときに使われる。 
備考 2 地物属性型は名前，データ型，及びそれに関連する定義域をもっている。地物属性イ

ンスタンスは，地物属性型の定義域から得られる属性値をもっている。 
 
地理データ（geographic data） 

地球に関係した場所への暗示的又は明示的な参照を持ったデータ。 
備考 地理情報もまた，地球に関係した場所に暗示的又は明示的に関連する現象に関する情報

のための用語として使われる。 
 
メタデータ（metadata） 

データ記述を含むデータ要素に関するデータ，並びにデータの所有者，アクセス経路，アクセ

ス権及びデータの変更度に関するデータ。 
 
モデル（model） 

現実を幾つかの側面から解釈した抽象概念。 
 
論議領域（universe of discourse） 

興味を引く全てのものを含んだ，実世界又は仮想世界の見方。 
 
3. 空間スキーマのための定義 
境界（boundary） 

実体の範囲を示す集合。 
備考 境界が最もよく使用されるのは，集合が点の集まり又はこれらの点を表すオブジェクト

の集まりであるような幾何に関する記述である。他の分野では，この用語は比喩的に実

体とその論議領域の余事象との遷移領域を記述するために使用する。 
 
合成曲線（composite curve） 

列の各曲線が（最初のものを除き）直前の曲線の終点から開始するような曲線の列。 
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計算幾何（computational geometry） 
幾何演算を実装するための，幾何表現に関する操作及び計算。 
備考 計算幾何演算は，幾何包含又は交差の試験，凸包又はバッファ領域の計算若しくは幾何

オブジェクト間の最短経路探索を含む。 
 
座標（coordinate） 

n 次元空間内の点の位置を示す N 個の数の列の中の一つの数。 
備考 座標参照系では，数には単位を付与しなければならない。 

 
座標次元（coordinate dimension） 

ある座標系における位置を記述するために必要な計測値又は座標軸の数。 
 
曲線（curve） 

直線の連続な像を表現する一次元の幾何プリミティブ。 
備考 曲線の境界はその両端の点の集合である。曲線が閉路の場合，二つの端は同一でありそ

の曲線は（位相的に閉じている場合には）境界をもたないとみなす。最初の点を始点，

最後のものを終点と呼ぶ。位相幾何学の定理は連結している集合の連続的な像は連結で

あることを規定している。 
 
曲線分（curve segment） 

同種の内挿及び定義の方法を用いて曲線の連続した部分を表現するために用いる一次元の幾何

オブジェクト。 
備考 単一の曲線分によって表現される幾何集合はある曲線と等しい。 

 
輪体（cycle） 

境界をもたない空間オブジェクト。 
備考 輪体は境界の構成要素（殻及び輪を参照）を記述するのに用いられる。輪体はそれ自身

の上で閉じているため境界をもたないが，有界である（すなわち，範囲は無限ではな

い）。例えば，円又は球面は境界をもたないが有界である。 
 
直接位置（direct position） 

座標参照系の中で一組の座標によって記述された位置。 
 
有向エッジ（directed edge） 

エッジとその方向の一つとの間の関連を表す有向位相オブジェクト。 
備考 有向エッジは，そのエッジと方向が一致しているものは“ + ”（正）の方向を，そうでな

ければ“ － ”（負）の方向をもつ。有向エッジは位相において同一のエッジの右側

（ － ）と左側（ + ）を区別する場合，同一のエッジの始点ノード（ － ）と終点ノー

ド（ + ）を区別する場合及び計算位相でこれらの概念を表現する場合に用いる。 
 
有向フェイス（directed face） 

フェイスとその方向の一つとの間の関連を表す有向位相オブジェクト。 
備考 有向フェイスの外部境界を構成する有向エッジの方向は，このベクトルの方向から正

（右側）に見える。位相立体の境界を示す有向フェイスの方向はこの位相立体から離れ

た方向を指す。隣接する立体はそれらが共有する境界に対して別々の方向を用い，隣接
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するフェイスとそれらが共有するエッジとの間の関連と同じ方法で一貫性をもつ。有向

フェイスは，フェイスとエッジの間の空間的な関係を保持する双対境界関係に用いる。 
 
有向ノード（directed node） 

ノードとその方向の一つとの間の関連を表す有向位相オブジェクト。 
備考 有向ノードは，エッジとノードの間の空間的な関係を保持する双対境界関係に用いる。

ノードの方向はエッジに従い，終点ノードは“ + ”（正），始点ノードは“ － ”（負）に

なる。これは“result= end - start”というベクトルの概念と一貫性をもつ。 
 
有向位相オブジェクト（directed topological object） 

位相プリミティブとその方向の一つとの間の論理的な関連を表す位相オブジェクト。 
 
領域（domain） 

明確に定義された値の集合。 
備考 領域は演算子及び関数の定義域及び値域を定義することに用いる。 

 
エッジ（edge） 

一次元の位相プリミティブ。 
備考 エッジの幾何実現は曲線である。エッジの境界は位相複体中でこのエッジと関連付けら

れた一つ又は二つのノードの集合である。 
 
終点ノード（end node） 

エッジを含む位相複体の有効な幾何実現において，そのエッジを実現する曲線の終点に対応す

る，このエッジの境界のノード。 
 
終点（end point） 

曲線の最後の点。 
 
外部（exterior） 

その閉包と全体集合との差集合。 
備考 外部の概念は位相及び幾何複体の両方に適用できる。 

 
フェイス（face） 

二次元の位相プリミティブ。 
備考 フェイスの幾何実現は曲面である。フェイスの境界は，境界関係をとおしてフェイスに

関連付けられる同じ位相複体における有向エッジの集合である。これらは輪として形成

されることがある。 
 
地理情報（geographic information） 

地球に関係した場所と暗示的又は明示的に関連付けられた現象に関する情報。 
 
幾何集成（geometric aggregate） 

内部構造をもたない幾何オブジェクトの集まり。 
 
幾何境界（geometric boundary） 
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幾何オブジェクトの範囲を限定する，より低い幾何次元の幾何プリミティブの集合によって表

現される境界。 
 
幾何複体（geometric complex） 

互いに素な幾何プリミティブを含み，各々の幾何プリミティブの境界を，自身のもつ，より低

い次元の幾何プリミティブの和集合として表すことのできる集合。 
備考 集合の幾何プリミティブは，複数の幾何プリミティブの内部に存在するような直接位置

は無いという意味で互いに素である。集合は境界演算で閉じているが，これは，幾何複

体の各要素について，その要素の境界を表す幾何プリミティブのコレクション（これも

幾何複体となる）が存在することを意味する。点（幾何の唯一の零次元プリミティブオ

ブジェクトタイプ）の境界は空集合である。 
 
幾何次元（geometric dimension） 

幾何集合のそれぞれ直接位置を，その直接位置を内部に含み n 次元ユークリッド空間 Rn と相

似（同型）な部分集合と関連付けることができるような数 n の最大値。 
備考 曲線は，実際の線の一部の連続写像であるので，1 の幾何次元をもつ。曲面は，全体を

R2 に展開することは出来ないが，それぞれの点位置の周囲では，微小な近傍は R2 の

単位円の内部と（連続関数によって）共通することが分かることから，二次元である。

この標準では，主要な曲面分（GM_SurfacePatch のインスタンス）はその内挿機構の

定義によって R2 の部分への写像をもつ。 
 
幾何オブジェクト（geometric object） 

幾何集合を表す空間オブジェクト。 
備考 幾何プリミティブ，幾何プリミティブのコレクション又は幾何複体から成る幾何オブジ

ェクトは単一の実体として扱う。幾何オブジェクトは地物又は地物の意味をもつ一部の

ようなオブジェクトの空間表現に用いてよい。 
 
幾何プリミティブ（geometric primitive） 

空間の単一の連結で均質な要素を表す幾何オブジェクト。 
備考 幾何プリミティブは幾何構成についての情報を表す不可分なオブジェクトである。これ

には点，曲線，曲面及び立体を含む。 
 
幾何実現（geometric realization） 

二つの複体の境界関係が一致するような位相複体の位相プリミティブに一対一対応する幾何プ

リミティブをもつ幾何複体。 
備考 この実現では位相プリミティブは対応する幾何プリミティブの内部を表現するものとみ

なす。合成したものは閉じている。 
 
幾何集合（geometric set） 

直接位置の集合。 
備考 この集合はほとんどの場合無限集合である。 

 
インスタンス（instance） 

クラスを実現するオブジェクト。 
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内部（interior） 
幾何オブジェクト上でその境界上ではない全ての直接位置の集合。 
備考 位相オブジェクトの内部は，その任意の幾何実現の内部の準同型の像である。これは，

位相幾何学の定理から導かれるので，定義には含まない。 
 
ノード（node） 

零次元の位相プリミティブ。 
備考 ノードの境界は空集合である。 

 
点（point） 

位置を表現する零次元の幾何プリミティブ。 
備考 点の境界は空集合である。 

 
輪（ring） 

輪体である単純曲線。 
備考 輪は二次元及び三次元座標系における曲面の境界要素を記述するために用いる。 

 
列（sequence） 

繰り返しを許した関連する項目（オブジェクト又は値）の有限で順序をもつ集まり。 
備考 論理的には，列は <項目, 相対位置> の対の集合である。括弧で列を区切り，列の要素

をコンマで分ける LISP 構文を用いる。 
 
集合（set） 

繰り返しを許さない関連する項目（オブジェクト又は値）の，順序をもたない集まり。 
 
単純（simple） 

内部が等方的（全ての点が同型な近傍をもつ）で，それによって全ての部分で対応する次元の

ユークリッド座標空間の開部分集合に局所的に同型となる幾何オブジェクトの特性。 
備考 これは内部の直接位置がどんな種類の自己交差もしないことを意味する。 

 
空間オブジェクト（spatial object） 

地物の空間特性を表現するのに用いるオブジェクト。 
 
始点ノード（start node） 

エッジを含む位相複体の有効な幾何実現において，そのエッジを実現する曲線の始点に対応す

る，このエッジの境界のノード。 
 
始点（start point） 

曲線の最初の点。 
 
部分複体（subcomplex） 

全ての要素がより大きな複体の一部でもあるような複体。 
備考 幾何複体及び位相複体の定義が要求するのは境界演算について閉じることのみであるこ

とから，特定の値以下の次元の任意のプリミティブの集合は，常に元のより大きい複体



 

 111

の部分複体になる。したがって，任意の完全平面位相複体は部分複体であるエッジノー

ドグラフを含む。 
 
曲面（surface） 

局所的に平面領域の連続な像を表す二次元の幾何プリミティブ。 
備考 曲面の境界は，曲面の限界の輪郭を描く向きをもつ閉曲線である。 

 
曲面分（surface patch） 

同種の内挿と定義方法を使って曲面の連続した部分を表わす二次元の連結幾何オブジェクト。 
 
位相複体（topological complex） 

境界演算について閉じている位相プリミティブの集まり。 
備考 境界演算について閉じているとは，位相複体に含まれる位相プリミティブの境界オブジ

ェクトもまたこの位相複体に含まれることを意味する。 
 
位相オブジェクト（topological object） 

連続した変換のもとでも変わらない空間特性を表わす空間オブジェクト。 
 
位相プリミティブ（topological primitive） 

単独の不可分な要素を表す位相オブジェクト。 
 
4. 時間スキーマのための定義 
暦（calendar） 

一日をその分解能とする時間位置を定義するための基礎となる離散的な時間参照系。 
 
暦年代（calendar era） 

ある特定の事象から数えた，暦の型としての期間の列で構成する，暦の型の一つ。 
 
協定世界時,UTC（Coordinated Universal Time） 

国際度量衡局（International Bureau of Weights and Measures）並びに国際地球回転観測事

業（International Earth Rotation Service）によって維持されている標準周期及び時報信号との

伝達の基礎を形成する時間の尺度（ITU-R Rec.TF.686-1（1997））。 
 
日（day） 

地球の自転周期にほぼ等しい持続時間をもつ期間。 
 
事象（event） 

ある瞬間に起こる動作。 
 
グレゴリオ暦（Gregorian calendar） 

ユリウス暦よりも一年の長さが太陽年により近くなるよう定義するため，1582 年に最初に導

入された，はん用的な暦（ JIS X 0301（情報交換のためのデータ要素及び交換形式－日付及び

時刻の表記））。 
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備考 グレゴリオ暦の導入には，ユリウス暦で積み重なってきた誤差を解消するという意味も

含まれていた。グレゴリオ暦の暦年は，平年又はうるう年となっており，一年は，12
に分割された月の列からなる。 

 
瞬間（instant） 

時間における位置を表現する零次元の幾何プリミティブ。 
 
ユリウス日（Julian date） 

直前の正午からの経過を表す十進小数の日数を伴ったユリウス日数。 
 
ユリウス日数（Julian day number） 

ユリウス暦における紀元前 4713 年 1 月 1 日のグリニッジ標準時正午を原点として数えた日の

数。 
 
存続期間（life span） 

物が存在し続けている期間。 
備考 有効時間による存続期間は，物体をモデル化した現実において存在している期間を表す。

トランザクション時間による存続期間は，データベース上の物体がデータベース内に存

在している期間を表す。 
 
月（month） 

月の循環周期の持続時間とほぼ等しい期間。 
備考 １か月の持続時間は整数で表す日数である。１か月の日数は個々の暦の規則で定められ

ている。 
 
期間（period） 

時間の範囲を表現する一次元の幾何プリミティブ。 
備考 二つの異なる時間位置が期間の境界となる。 

 
トランザクション時間（transaction time） 

ある事実がデータベース内に存続し，検索を可能にする時間（Jensen など（1994））。 
 
有効時間（valid time） 

ある事実が抽象化した現実の中で真となる時間（Jensen など（1994））。 
 
5. 座標による空間参照のための定義 
座標参照系（coordinate reference system） 

原子により地球に関連付けられた座標系。 
 
座標系（coordinate system） 

点にどのように座標を割り当てるかを規定するための（数学的）規則の集合。 
 
時間座標系（temporal coordinate system） 

単一の時間単位の倍数として距離を測定する間隔尺度を基礎とする時間参照系。 
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時間位置（temporal position） 
時間参照系に関係する位置。 

 
時間参照系（temporal reference system） 

時間の測定に対応する参照系。 
 
6. 被覆の幾何及び関数のためのスキーマのための定義 
被覆（coverage） 

時空間定義域に含まれる全ての直接位置に対応し，一つ又は複数の地物属性値を戻すような関

数として機能する地物。 
例 被覆の例としては，ラスタ像，多角形オーバレイ，数値標高マトリクスなどがある。 

 
被覆幾何（coverage geometry） 

座標により記述した被覆の時空間定義域の構成。 
 
離散被覆（discrete coverage） 

時空間定義域にある一つの幾何オブジェクトに含まれる全ての直接位置に対して同じ地物属性

値を戻す被覆。 
備考 離散被覆の時空間定義域は，幾何オブジェクトの有限集合で構成される。 

 
関数（function） 

定義域（ソース，又は関数の定義域）から引き出した個々の要素を他の定義域（対象，共通定

義域，又は値域）のなかにある一意な要素と関連付けるための規則。 
 
幾何値オブジェクト（geometry value object） 

幾何値対の幾何オブジェクト要素がより大きな幾何オブジェクトの要素であるような幾何値対

の集合で構成されるオブジェクト。 
 
幾何値対（geometry value pair） 

幾何オブジェクトと幾何属性値のレコードで構成される順列をもった対。 
 
グリッド（grid） 

各集合の要素が系統だった方法で他の集合の要素と交差するような複数の曲線の集合で構成さ

れるネットワーク。 
備考 曲線は，空間をグリッドセルに分割する。 

 
グリッド点（grid point） 

グリッドのなかで二つ以上の曲線が交差する位置にある点。 
 
点被覆（point coverage） 

点で構成される時空間定義域をもつ被覆。 
 
点値対（point value pair） 

幾何要素が点である幾何値対。 
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値域＜被覆＞（range<coverage>） 
関数により，被覆の時空間定義域の要素と関連付けられた値の集合。 

 
ラスタ（raster） 

通常は，ブラウン管上の表示を構成したり，これに対応する平行な走査線の方形波パターン。 
備考 ラスタは，グリッドの型である。 

 
時空間定義域＜被覆＞（spatiotemporal domain<coverage>） 

時空間オブジェクトで構成される定義域。 
備考 連続被覆の時空間定義域は，幾何オブジェクトの集まりとの関連で定義される直接位置

の集合で構成される。 
 
モザイク（tessellation） 

同一次元上の隣接する時空間オブジェクトに分割したもの。 
備考 合同で規則的な多角形や多面体で構成されるモザイクは，規則的なモザイクである。規

則的だが，合同でない多角形や多面体で構成されるモザイクは，準規則的なモザイクで

ある。これ以外のモザイクは，不規則なモザイクである。 
 
不規則三角網（TIN）（triangulated irregular network （TIN））  

三角形で構成されるモザイク。 
 
7. 地理識別子による空間参照のための定義 
地名辞典（gazetteer）  

位置に関する何らかの情報を含む地物のクラスのインスタンスの要覧。 
備考 位置情報は必ずしも座標値である必要はなく，空間参照系の記述であってもよい。 

 
地理識別子（geographic identifier） 

場所の識別のための，ラベル又はコードの形式による空間参照。 
例 “日本”は，国名の例である。“102-0083”は，郵便番号の例である。 

 
場所（location）  

識別可能な地理的場所。 
例 “東京タワー”，“京都市”，“北海道”。 

 
空間参照（spatial reference）  

実世界における位置の記述。 
備考 これは，ラベル，コード又は座標の集合の形態を取ってもよい。 

 
空間参照系（spatial reference system）  

実世界における位置を識別するための体系。 
 
8. 地物カタログ化法のための定義 
地物カタログ（feature catalogue） 

一つ以上の地理データ集合に出現する地物型，地物属性及び地物関連の定義及び記述を含むカ

タログ。 
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地理データ集合（geographic dataset, set of geographic data） 

他と識別可能な地理データの集まり。 
 
9. 符号化のための定義 
文字（character） 

データを表現，構成，又は制御するために用いられる要素の集合の構成単位。 
 
コード（code） 

規定された方式に従ったラベルの表現。 
 
変換規則（conversion rule） 

入力データ構造をもつインスタンスを，出力データ構造をもつインスタンスに変換する方法に

ついての仕様。 
 
データ変換（data interchange） 

データの配信，受信及び解釈。 
 
データ転送（data transfer） 

媒体を介し，データを一つの地点から別の地点に動かすこと。 
備考 情報の転送はデータの転送を含む 

 
符号化（encoding） 

データを一連の符号列へ変換すること。 
 
符号化規則（encoding rule） 

他と識別可能な，特定のデータ構造に対する符号化を定義する変換規則の集まり。 
例 XML, JIS B 3700-21, JIS X 0604 
備考 符号化規則は，符号化すべきデータ型，符号化の結果として得られるデータ構造の中 

で用いられる構文，構造，及び符号化体系を規定するものである。 
 
符号化サービス（encoding service） 

符号化規則を実装したソフトウェアコンポーネント。 
 
ファイル（file） 

一つの単位として記憶又は処理される，レコードからなる名前の付いた集合。 
 
インスタンスモデル（instance model） 

応用スキーマに従ったデータを表現するための，概念モデル。 
 
相互運用性（interoperability） 

それぞれの機能単位に固有な特性に関する知識を利用者がほとんど又は全く必要とせずに，各

機能単位が互いに通信し，プログラムを実行し又はデータを転送する能力。 
 
媒体（medium） 
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データ構造を記憶又は伝達するための，物質又は仲介的手段。 
例 コンパクトディスク，インターネット，無線波など。 

 
転送プロトコル（transfer protocol） 

分散システム間の相互作用を定義するための規則の共通な集合。 
 
10. UML のための定義 
クラス（class） 

同じ属性，演算，メソッド，関係及び意味を共有するオブジェクトの集合の記述。 
 
オブジェクト（object） 

状態と振る舞いをカプセル化した，明確に定義された境界及び識別をもつ実体。 
備考 この用語のこのような用法は，最初にオブジェクト指向プログラミングの一般理論の中

で使用され，後に UML の中で同じ意味で使用するよう採用された。オブジェクトはク

ラスのインスタンスである。属性と関係が状態を表す。演算，メソッド及び状態マシン

は振る舞いを表す。 
 
11. 略語 

この規格で用いる主な略語を，次に示す。 
 
AD    西暦紀元（Anno Domini） 
BC  西暦紀元前（Before Christ） 
GIS  地理情報システム（Geographic Information System） 
GPS  全地球測位システム（Global Positioning System） 
TIN  不規則三角網（Triangulated Irregular Network） 
TOW  週単位の時刻（Time of Week） 
UML  統一モデル化言語（Unified Modeling Language ） 
UTC  協定世界時（Coordinated Universal Time） 
WN   週数（Week Number） 
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附属書 6 （規定） 他の規格から引用するクラスの定義 
 
序文 附属書 6 では，JPGIS において取り上げない規格に含まれる要素で，かつ JPGIS の規定

のために使用している要素を規定する。 
 
1. EX_Extent（範囲情報） 

空間（水平及び垂直）及び時間範囲の記述のために使用する EX_Extent のクラス図及び定義

を，JMP2.0 仕様書（日本版メタデータプロファイル）より引用し，次のとおり規定する。 

EX_GeographicBoundingBox

westBoundLongitude : Angle
eastBoundLongitude : Angle
southBoundLatitude : Angle
northBoundLatitude : Angle

EX_BoundingPolygon

polygon[1..*] : GM_Object

EX_CoordinateBoundingBox

westBoundCoordinate : Real
eastBoundCoordinate : Real
southBoundCoordinate : Real
northBoundCoordinate : Real

EX_GeographicDescription
geographicIndentifier : MD_Identifier

extentReferenceSystemは，
EX_GeographicDescriptionを
記述した場合を除き，必須

description, geographicElement, 
temporalElement, verticalElement
のいずれかひとつは必ず記述する

EX_GeographicExtent
extentTypeCode[0..1] : Boolean = 1
extentReferenceSystem[0..1] : RS_Identifier

<<Abstract>>

EX_TemporalExtent

extent : TM_Primitive

EX_Extent

description[0..1] : CharacterString

<<DataType>>

0..*geographicElement 0..*

0..*

temporalElement

0..*

SC_VerticalDatum
datumID : RS_Identifier

EX_VerticalExtent

minimumValue : Real
maximumValue : Real
unitOfMeasure : UnitOfMeasure

0..*
verticalElement

0..*

1 verticalDatum1

 

図附 6-1 EX_Extent 

 
1.1 EX_Extent 

範囲要素体。水平，垂直及び時間範囲についての情報を示す。 
属性 
1. description[0..1]:CharacterString は，参照する対象の範囲。 
関連 
1. geographicElement 関連役割は，参照している対象の水平な部分の範囲を示す。 
2. temporalElement 関連役割は，参照している対象の時間的な部分の範囲を示す。 
3. verticalElement 関連役割は，参照している対象の垂直的な部分の範囲を示す。 
 
1.2 EX_GeographicExtent 

水平範囲要素体。データ集合の水平範囲を示す。 
属性 
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1. extentTypeCode[0..1]:Boolean は，境界多角形がデータによってカバーされる領域を示すか，

データがない領域を示すかを識別する。値が“0”の場合は，領域の外部，値が“1”の場合は，

領域の内部を示す。 
2. extentReferenceSystem[0..1]:RS_Identifier は，水平範囲が参照する座標参照系を示す。 
 
1.3 EX_GeographicBoundingBox 

水平境界ボックス要素体。経緯度におけるデータ集合の水平境界ボックスを示す。 
属性 
1. westBoundLongitude:Angle は，東をプラスとした度による経度で表されているデータ集合

の最西端座標。 
2. eastBoundLongitude:Angle は，東をプラスとした度による経度で表されているデータ集合

の最東端座標。 
3. southBoundLatitude:Angle は，北をプラスとした度による緯度で表されているデータ集合

の最南端座標。 
4. northBoundLatitude:Angle は，北をプラスとした度による緯度で表されているデータ集合

の最北端座標。 
 
1.4 EX_BoundingPolygon 

境界ポリゴン要素体。多角形を示す座標の閉集合として表現される，データ集合を囲む境界

（最終の点は最初の点と一致）を示す。 
属性 
1. polygon:GM_Object は，境界多角形を定義する点の集合。 
 
1.5 EX_CoordinateBoundingBox 

座標境界ボックス要素体。平面直角座標系におけるデータ集合の水平境界ボックスを示す。 
属性 
1. westBoundCoordinate:Real は，東をプラスとした平面直角座標で表されているデータ集合

の最西端座標。 
2. eastBoundCoordinate:Real は，東をプラスとした平面直角座標で表されているデータ集合

の最東端座標。 
3. southBoundCoordinate:Real は，北をプラスとした平面直角座標で表されているデータ集

合の最南端座標。 
4. northBoundCoordinate:Real は，北をプラスとした平面直角座標で表されているデータ集

合の最北端座標。 
 
1.6 EX_GeographicDescription 

地理的記述要素体。識別子を用いた地理的な場所の記述を示す。 
属性 
1. geographicIdentifier:MD_Identifier は，地理的な場所を表現するための識別子。 
 
1.7 EX_TemporalExtent 

時間範囲要素体。データ集合の期間を示す。 
属性 
1. extent:TM_Primitive は，データ集合の内容への日付と時間。 
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1.8 EX_VerticalExtent 
垂直範囲要素体。データ集合の垂直範囲を示す。 

属性 
1. minimumValue:Real は，データ集合に含まれる垂直的範囲の最低値。 
2. maximumValue:Real は，データ集合に含まれる垂直的範囲の最高値。 
3. unitOfMeasure:UnitOfMeasure は，垂直範囲情報に使われる垂直方向の計測単位。ただし

ここでは，UnitOfMeasure のうち”長さ”が該当する。 
関連 
1. verticalDatum 関連役割は，最高及び最低の標高値が計測された時の原点に関する情

報。 
 
1.9 SC_VerticalDatum 

標高基準面原子情報。計測単位を表現するために使用する。 
属性 
1. datumID:RS_Identifier は，原子の識別子。RS_Identifier は，附属書 2（規定）（座

標参照系）の 2.2 を参照。 
 
2. ReferenceSystemInformation（参照系情報） 

参照系の情報のうち，範囲情報から参照される MD_Identifier のクラス図及び定義を，

JMP2.0 仕様書より引用し，次のとおり規定する。 

MD_Identi fier
authority[0..1] : CI_Citation
code : CharacterString

 

図附 6-2 MD_Identifier 

2.1 MD_Identifier 
メタデータ識別子要素体。名前空間において一意のコード値を与えるクラスを示す。 

属性 
1. authority[0..1]:CI_Citation は，名前空間の保守責任をもつ個人又は団体。 
2. code:CharacterString は，名前空間のインスタンスを識別する文字の値。 
 
3. CI_Citation（引用情報） 

情報資源への参照を記述のために使用する CI_Citation のクラス図及び定義を，JMP2.0 仕様

書より引用し，次のとおり規定する。 
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CI_Citation
title : CharacterString
date[1..*] : CI_Date

CI_Date

date : Date
dateType : CI_DateTypeCode

<<DataType>> CI_DateTypeCode
creation
publication
revision

<<CodeList>>

 
図附 6-3 CI_Citation 

 
3.1 CI_Citation 

引用要素体。情報資源への参照を示す。 
属性 
1. title:CharacterString は，引用された情報資源を示す名称。 
2. date[1..*]:CI_Date は，引用された情報資源を参照した日付。 
 
3.2 CI_Date 

日付要素体。参照用の日付及びその記述に使用される事象。 
属性 
1. date:Date は，引用された情報資源の参照用の日付。 
2. dateType:CI_DateTypeCode は，日付の参照に使用される事象。 
 
3.3 CI_DateTypeCode 

日付型コード。イベントが発生したときに関わる識別情報。符号リストで，次の値をもつ。 
符号リスト 
a) creation=001：作成日。情報資源が作成された日付を示す識別情報。 
b) publication =002:刊行日。情報資源が発表された日付を示す識別情報。 
c) revision=003:改訂日。情報資源が，調査又は再調査及び改訂又は補足された日付を示す識

別情報。 
 
4. CI_ResponsibleParty（責任者情報） 

責任者情報 CI_ResponsibleParty のクラス図及び定義を，JMP2.0 仕様書より引用し，次のと

おり規定する。 
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CI_ResponsibleParty
individualName[0. .1] : CharacterString
organizationName[0. .1] : CharacterString
positionName[0. .1] : CharacterString
contactInfo[0..1] : CI_Contact
role :  CI_RoleCode

<<DataType>>

CI_Contact
phone[0..1] : CI_Telephone
address[0..1] : CI_Address
onlineResource[0..1] : CI_OnlineResource
hoursOfService[0..1] : CharacterString
contactInstructions[0..1] : CharacterString

<<DataType>>

URI

CI_Telephone

voice[0..*] : CharacterString
facsimile[0..*] : CharacterString

<<DataType>>

CI_RoleCode
resourceProvider = 001
custodian = 002
owner = 003
user = 004
distributor = 005
originator = 006
pointOfContact = 007
principalInvestigator = 008
processor = 009
publisher = 010
author = 011

<<CodeList>>

CI_OnlineResource
linkage : URI
description[0 ..1] : CharacterString

<<DataType>>

CI_Address
deliveryPoint[0..*] : CharacterString
city[0..1] : CharacterString
administrativeArea[0..1] : CharacterString
postalCode[0..1] : CharacterString
country[0..1] : CharacterString
electronicMailAddress[0..*] : CharacterString

<<DataType>>

individualName, 
organizationName, 
positionNameのいずれかは必ず
記述しなければならない

 

図附 6-4 CI_ResponsibleParty 

 
4.1 CI_ResponsibleParty 

責任者要素体。データ集合に関連した人と組織の識別情報及び連絡手段を示す。 
属性 
1. individualName[0..1]:CharacterString は，責任をもつ個人の苗字，名前，所属。 
2. organizationName[0..1]:CharacterString は，責任をもつ組織の名称。 
3. positionName[0..1]:CharacterString は，責任をもつ個人の役割又は役職の名称。 
4. contactInfo[0..1]:CI_Contact は，責任者の情報。 
5. role:CI_RoleCode は，責任者の果たす機能。 
 
4.2 CI_Contact 

問合せ先要素体。責任をもつ個人又は組織に問合せるための情報を示す。 
属性 
1. phone[0..1]:CI_Telephone は，問合せされる組織又は個人の電話番号。 
2. address[0..1]:CI_Address は，問合せされる組織又は個人の住所及び電子メールアド

レス。 
3. onlineResource[0..1]:CI_OnlineResource は，個人又は組織への問合せに使われるオ

ンライン情報。 
4. hoursOfService[0..1]:CharacterString は，個人が組織又は個人に問合せることができ
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る時間。 
5. contactInstructions[0..1]:CharacterString は，個人又は組織へ問合せのための補足的

な手引き。 
 
4.3 CI_Address 

住所要素体。責任をもつ個人又は組織の住所を示す。 
属性 
1. deliveryPoint[0..*]:CharacterString は，場所を示す住所。 
2. city[0..1]:CharacterString は，場所の市町村名称。 
3. administrativeArea[0..1]:CharacterString は，都道府県の名称。 
4. postalCode[0..1]:CharacterString は，郵便番号。 
5. country[0..1]:CharacterString は，国名。 
6. electronicMailAddress[0..*]:CharacterString は，責任をもつ組織又は個人の電子メー

ルアドレス。 
 
4.4 CI_OnlineResource 

オンライン情報資源要素体。データ集合，仕様又は共用のプロファイル名称及び拡張メタデー

タ要素が得られるオンライン情報資源に関する情報を示す。 
属性 
1. linkage:URI は，“http://www.statkart.no/isotc211”のようなユニフォーム・リソース・ア

イデンティファイアー（URI）又は類似のアドレス指定法によるオンラインアクセス用の所

在（住所）。 
2. description[0..1]:CharacterString は，オンライン情報資源が何か，又は何をするかの記述。 
 
4.5 URI 

ユニフォーム・リソース・アイデンティファイアー（Uniform Resource Identifiers）を示す。 
 
4.6 CI_Telephone 

電話要素体。責任をもつ個人又は組織に問合せをするための電話番号とファクシミリ番号。 
属性 
1. voice[0..*]:CharacterString は，責任をもつ個人又は組織の電話番号。 
2. facsimile[0..*]:CharacterString は，責任をもつ個人又は組織のファクシミリ番号。 
 
4.7 CI_RoleCode 

役割コード。責任者によって実行される機能。 
符号リスト 
a) resourceProvider：情報資源提供者。情報資源を供給する団体。 
b) custodian:管理者。情報資源の適切な管理，保守を保証し，データのために説明責任，

管理責任を負う団体。 
c) owner:所有者。情報資源を所有している団体。 
d) user：利用者。情報資源を使用する団体。 
e) distributor：配布者。情報資源を配布する団体。 
f) originator：創作者。情報資源を作成した団体。 
g) pointOfContact：問合せ先。情報資源を得るため，又はその知識を得るための問合せ

可能とする団体。 
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h) principalInvestigator：主要な調査担当者。情報を集め，研究の指揮をとる主要な団

体。 
i) processor：処理担当者。情報資源を修正して，データを処理した団体。 
j) publisher：刊行者。情報資源を刊行した団体。 
k) author：著作者。情報資源を著作した団体。 
 
5. Record 及び RecordType 

値を記述するために使用される Record 及び RecordType のクラス図及び定義を，

ISO/TS 19103（Geographic Information – Conceptual Schema Language）より引用する。 

 

図附 6-5 Record 及び RecordType 

 
5.1 RecordType 

RecordType は，Record が表す属性値の型を示す。 
属性 
1. ［上位から継承する属性］typeName:TypeName は，RecordType 型の名称。 
関連 
1. memberType 関連役割は，属性名 attributeMember:MemberName によって限定され，

その属性名に対応する型を示す。 
2. record 関連役割は，この RecordType を参照する Record 型を示す。 
 
5.2 Record 

Record は，属性値を表すための型であり，属性名と実際の値を対にして表すことを基本とす

る。 
関連 
1. recordType 関連役割は，Record が参照する型を示す。 
2. memberValue 関連役割は，属性名 attributeMember:MemberName によって限定さ

れ，その属性の実際の値を示す。 
 
6. Names（名前情報） 
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クラス名，属性名など，名前を記述するためにこのプロファイルで使用する型の定義を

ISO/TS 19103 より引用する。なお，ここでは ISO/TS 19103 には明記されていない

CharacterString 型から GenericName 型への継承を示しているが，これは，JPGIS では

操作に関する定義を全て割愛しているため，本来の定義の意味を維持するための付加であ

る。 
 

 

図附 6-6 名前型 

 
6.1 GenericName 

一般名称を表す型。 
URL 名や名前空間名などの場合，区切り文字を用いて複数の名前が連結される。その場合，

局所部分での識別子となる名前を LocalName，その他の部分を ScopedName と分類する。 
 
6.2 ScopedName 

GenericName のなかで，LocalName を切り出した残りの部分を表す型。 
 
6.3 LocalName 

限定した範囲で有効なオブジェクトの名称を表す型。 
 
6.4 TypeName 

LocalName のなかで，レコード型又はオブジェクト型の名称を表す型。 
 
6.5 MemberName 

LocalName のなかで，属性，関連等の名称を表す型。 
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7. Multiplicity（多重度情報） 
一般地物モデルを定義する際，多重度を記述するために参照する型の定義を ISO/TS 

19103 より引用する。 
 

 
図附 6-7 Multiplicity 

 
7.1 Multiplicity 

クラス図において，属性や関連役割の多重度を表す型。 
関連 
1. range 関連は，多重度を数値の範囲で示すための合成である。 
 
7.2 MultiplicityRange 

多重度の範囲を定義する型。 
属性 
1. lower:Integer は，多重度の範囲の下限値を整数値で示す。 
2. upper:UnlimitedInteger は，多重度の範囲の上限値を示す。 
制約 
1. lower の値は，0 以上の整数でなければならない。 
2. upper の値は，lower の値以上（無制限を含む）でなければならない。 
 
7.3  UnlimitedInteger 

多重度の上限値を定義する型。 
属性 
1. isInfinite:Boolean は，多重度の範囲の上限値が無制限か否かを示す。 
2. value[0..1]:Integer は，多重度の範囲の最大値を整数値で示す。 
 



 

 126

附属書 7 （参考） 参照モデル 
 
序文 附属書 7 は，このプロファイルの全体的な枠組みを示す参照モデルであり，規定の一部で

はない。 
 
1. パッケージ依存関係 

このプロファイルの全体的な枠組みは，図附 7-1 に示すパッケージ図のとおりである。 

応用スキーマ

描画法 JPGIS参照系

地理識別子に
よる空間参照

空間スキーマ 時間スキーマ被覆の幾何及び関
数のためのスキーマ

他の規格から
引用するクラス

 

図附 7-1 参照モデル 

 
1.1 応用スキーマパッケージ 

応用スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する応用スキーマのための規則に従い，

応用システムのために作成された応用スキーマを格納するためのパッケージである。 
応用スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依存する。 
・ 空間スキーマ 
・ 時間スキーマ 
・ 被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 
・ 地理識別子による空間参照 
・ JPGIS 参照系 
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応用スキーマパッケージに格納される応用スキーマは，依存するパッケージで規定する要素を

利用することができる。 
 
1.2 空間スキーマパッケージ 

空間スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する空間スキーマを格納するためのパッ

ケージである。空間スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依存

する。 
・ JPGIS 参照系 

 
1.3 時間スキーマパッケージ 
 時間スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する時間スキーマを格納するためのパッ

ケージである。時間スキーマパッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依存

する。 
・ JPGIS 参照系 

 
1.4 被覆の幾何及び関数のためのスキーマパッケージ 
 被覆の幾何及び関数のためのスキーマパッケージは，このプロファイルで規定する被覆の幾何

及び関数のためのスキーマを格納するためのパッケージである。 
被覆の幾何及び関数のためのスキーマパッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケ

ージに依存する。 
・ 空間スキーマ 
・ JPGIS 参照系 
被覆の幾何及び関数のためのスキーマパッケージに格納される被覆の幾何及び関数のためのス

キーマが，依存するパッケージで規定するどの要素を利用するかについては，このプロファイル

の本文で規定する。 
 
1.5 地理識別子による空間参照パッケージ 

地理識別子による空間参照パッケージは，このプロファイルで規定する地理識別子による空間

参照を格納するためのパッケージである。 
地理識別子による空間参照パッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依存

する。 
・ 空間スキーマ 
・ 時間スキーマ 
・ 他の規格から引用するクラス 
・ JPGIS 参照系 
地理識別子による空間参照パッケージに格納される地理識別子による空間参照が，依存するパ

ッケージで規定するどの要素を利用するかについては，このプロファイルの本文で規定する。 
 
1.6 描画法パッケージ 

描画法パッケージは，任意の描画スキーマを格納するためのパッケージである。 
描画法パッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依存する。 
・ 空間スキーマ 
・ 応用スキーマ 
・ JPGIS 参照系 
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描画法パッケージに格納される描画スキーマが，依存するパッケージで規定するどの要素を利

用するかについては，任意とする。 
 
1.7 他の規格から引用するクラスパッケージ 

他の規格から引用するクラスパッケージは，このプロファイルで利用する他の規格から引用す

るクラスのスキーマを格納するためのパッケージである。 
他の規格から引用するクラスパッケージは，このプロファイルで規定する次のパッケージに依

存する。 
・ 時間スキーマ 
他の規格から引用するクラスパッケージに格納されるスキーマが，依存するパッケージで規定

するどの要素を利用するかについては，このプロファイルの附属書 6（規定）（他の規格から引

用するクラスの定義）で規定する。 
 
1.8 JPGIS 参照系パッケージ 

JPGIS 参照系パッケージは，このプロファイルの附属書 2（規定）（座標参照系）で規定する

時間及び空間参照系スキーマを格納するためのパッケージである。 
 
2. dependency matrix 

このプロファイルのパッケージ依存関係を，次のとおり dependency matrix で示す。 
 

表附 7-1 dependency matrix 

パッケージ名 

応
用
ス
キ
ー
マ 

空
間
ス
キ
ー
マ 

時
間
ス
キ
ー
マ 

被
覆
の
幾
何
及
び
関
数

の
た
め
の
ス
キ
ー
マ 

地
理
識
別
子
に
よ
る
空

間
参
照 

描
画
法 

他
の
規
格
か
ら
引
用
す

る
ク
ラ
ス 

JPG
IS

参
照
系 

応用スキーマ  X X X X   X 

空間スキーマ        X 

時間スキーマ        X 
被覆の幾何及び関数のため

のスキーマ  X      X 

地理識別子による空間参照  X X    X X 
描画法 X X      X 
他の規格から引用するクラ

ス   X      

JPGIS 参照系         
1) “ X ”が依存関係の存在を示す。 

横軸の項目から縦軸の項目に向かって，依存関係の有無を表現している。   
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附属書 8 （参考） XML に基づく符号化規則 
 
序文 附属書 8 では，システムやプラットフォームに依存しないデータ交換に用いる，XML に

基づく符号化規則を明示する。地物の符号化には原則として附属書 12（規定）（地理マーク付

け言語（GML））を用いることとする。ただし，附属書 8 に基づく符号化も可能とする。なお，

地物以外のメタデータ及び地物カタログ化法等の符号化には附属書 8 を用いることとする。 
この附属書は，JPGIS 12 符号化に従い，次の項目を明示する。この附属書は，JPGIS 12 符号

化に基づいて作成した XML に基づく符号化規則を示すものであり，規定の一部ではない。 
 

1. 一般的な符号化要件（附属書 8 の 1.） 
2. 入力データ構造（附属書 8 の 2.） 
3. 出力データ構造（附属書 8 の 3.） 
4. 変換規則（附属書 8 の 4.） 
5. インスタンス変換規則（附属書 8 の 5.） 
6. JPGIS 標準スキーマの XML スキーマ文書（附属書 8 の 6.） 

 
1. 一般的な符号化要件 
1.1 応用スキーマ 
1.1.1 概要 

応用スキーマは，JPGIS 6 応用スキーマのための規則で規定されている規則に従って UML ス

キーマ言語で表現しなければならない。応用スキーマは，クラス及び関連として表現される応用

定義概念で構成される。これらのクラスの一部は，他の規格における標準化されたスキーマから

導入してもよい。 
 

1.1.2 クラス 
UML におけるモデル化の基本的概念はクラスである。クラスは名前によって識別され，ステ

レオタイプをもっていてもよい。クラスは属性，操作及び制約をもっていてもよく，関連をもっ

てもよい。クラスとは型を定義するものであり，その型は他のクラスを定義する際に構成要素と

して使用できる。型は基本的な構成要素であり，そこから，数，座標，文字列，日付，オブジェ

クトなど，あらゆる形式のデータを構成し，符号化することができる。型は，値の定義域を定め，

また，その定義域の値に対する操作を定義する。 
型の主な種類として，単純データ型及び複合データ型の二つがある。型に対する定義済符号化

規則が存在すれば，その型は単純データ型である。この定義済符号化規則では，その型の値を，

記憶域におけるビット表現として又は文字符号化における文字表現として定義してもよい。単純

データ型の例には，整数，浮動小数点数，文字列などがある。型に対する定義済符号化規則が存

在しなければ，その型は複合データ型である。その例として，オブジェクト型，構造型，レコー

ド，集合などがある。複合データ型は，基本属性と複合属性とが構造化した集合として構成され

ることから，基本型と特定の構造を持った基本要素との組合せとみなして符号化することができ

る。また，第三の種類として，JPGIS 以外で定義されている外部データ型がある。 
 

a) 単純データ型 － 値を表す基本的な型 
1) 基本型：CharacterString（文字列型），Integer（整数型），Binary（バイナリ型），

Boolean（ブール型），Date（日付型），Time（時間型）など 
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2) 列挙型及び符号リスト：定義された値のリストであり，各値は意味を持つ単語又は符号

である。 
b) 複合データ型 － 値のより複雑な集合を表す型 

1) 結合コレクションデータ型：他の型の複数の出現を表すためのテンプレート型 - Set（集

合型），Bag（バッグ型），Sequence（列型），Dictionary（辞書型）など 
2)  構造データ型：属性グループを定義する型 
3) オブジェクト型：インスタンスがオブジェクトである型。応用スキーマ又は標準化され

たスキーマで定義されることが多い。GM_Point，Building（建物）など 
4) インタフェース：インスタンスがサービス要素である型 

c) 外部データ型 － JPGIS 以外で明確に定義された符号化を伴う基本型又は複合型。 
その例として，NASA MODIS，TIFF などのような画像フォーマットがある。通常

は個別のファイルに格納されている外部データ型への参照を許容する，特殊な参照の仕

組みを明示しなければならない。 
 

ISO/TS 19103（Geographic Information – Conceptual Schema Language）では，適用され

るモデル化概念が定義されており，そこには多くの単純データ型及び複合データ型が，その意味

づけと共に含まれている。アプリケーション開発者は，UML のステレオタイプによる拡張の仕

組みを用いて使用者定義のデータ型及びオブジェクト型を自由に規定することができる。JPGIS
に含まれるうちの他の国際規格では，より専門分野に特化したデータ型が定義されている。応用

スキーマ開発者は，場合により外部データ型を使用することが必要になるときがある。外部デー

タ型は，この JPGIS 以外で定義されている基本データ型又は構造データ型である。この場合，

外部データ型は，明確に定義された符号化（例えば，NASA MODIS や TIFF のような画像フォ

ーマット）を持っている必要がある。外部データ型のオブジェクトは個別のファイルに格納する

ことができるので，そのような外部データ型への参照を許容する特殊な参照の仕組みを明示しな

ければならない。 
 
クラスに対して許容されるステレオタイプを表附 8-1 に示している。 

 

表附 8-1 クラスのステレオタイプ 

ステレオタイプ 説明 
<<BasicType>> 定義済符号化規則が存在する基本データ型を定義する。 
<<DataType>> 構造化されたデータ型を定義する。インスタンスはオブジェクトとはみ

なされず，そのため，識別子を持ってはならない。 
<<Union>> 共用データ型を定義する。 
<<Enumeration>> 列挙データ型を定義する。 
<<CodeList>> 拡張可能な列挙データ型（符号と値のペアで構成される）を定義する。 
<<Interface>> サービスインタフェースを定義する。符号化の対象とはしない。 
<<Type>> オブジェクト型を定義する。インスタンスは識別子を持たなければなら

ない。 
<<FeatureType>> 地物型を定義する。インスタンスは識別子を持たなければならない。 
なし オブジェクト型を定義する。インスタンスは識別子を持たなければなら

ない。 
 

一つのオブジェクトが，交換における基本単位にあたる。データ交換の目的のためには，オブ

ジェクトの状態とらえる上で本質となる特徴だけを考慮の対象としなければならない。すなわち
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属性及び関連を符号化対象とし，操作及び制約は，符号化についてそれ以上考慮してはならない。

属性及び関連をどのように構造化して表現するのかを含め，クラスのインスタンスをどのように

表現するのかを符号化規則において規定しなければならない。 
 
1.1.3 属性 

属性は名前によって識別される。属性は多重度を指定してよく，型を必ず持つ。多重度の指定

は，特定の属性の正当な出現数を定める。 
多重度とコレクションデータ型とを組み合わせて使用することにより，値の入れ子が可能にな

る。 
ヌル値を処理するための仕組みがなければならない。型は，ヌル値をどのように表現するのか

を定義しなければならない。基本型及び集合データ型の定義については，JPGIS 5 基本的なデー

タ型を参照。 
 
1.1.4 関連 

関連は，クラスのインスタンス間の結び付きを含むクラス間の関係を定義する。関連について

インスタンス化したものをリンクと呼ぶ。リンクには，オブジェクト参照の順序付けられたリス

トが含まれる。UML は，関連，集成及び合成という，関連の三つの異なる型を定義する。 
・関連は，クラス間の一般的な関係を定義する。 
・集成は，クラス間における部分と全体の弱い関係を定義する。 
・合成は，クラス間における部分と全体の強い関係を定義する。 
関連の三つの型は異なる意味を持っている。詳細は，ISO/TS 19103 を参照すること。 
関連の端はその役割名及びその関連先クラスによって識別され，更に多重度が指定される。リ

ンクを表現するためには役割名を使用しなければならない。役割名が存在しなければ，リンクも

存在しない。 
 
1.2 交換構造及び交換メタデータ 

交換構造は，三つの部分に分けることとする。第一の部分は交換メタデータであり，12.3.2.4
に従って記述しなければならない。第二の部分はデータ集合であり，独立した複数のオブジェク

トに対応した XML 要素を含まなければならない。第三の部分はオプションであり，附属書 8 の

1.5 で規定しているように更新プリミティブによる更新セクションを含まなければならない。 
 
1.3 文字レパートリ及び言語 

基礎となる交換構造は，言語及び文字レパートリをサポートしなければならない。 
・言語（言語タグについては，附属書 8 の 4.6 を参照） 
・文字レパートリ（JIS X 0221（国際符号化文字集合（UCS））を参照） 

 
1.4 データ集合及びオブジェクト識別 

12.3.2.5.2 に示すとおり，オブジェクト識別を規定する二つの方法は次のとおりである。 
・XML の ID の仕組みに従う一意のデータ集合識別子 
・応用定義域の仕様に従う汎用固有識別子 
備考 “汎用固有識別子”という用語は，“定義域固有識別子”と同じ意味である。この附属書で

は，コミュニティに対する互換性を維持するために，汎用固有識別子及びその略語の

“UUID”を使用する。この規格における UUID を適用するにあたっては，JIS X 5718
（開放型システム間相互接続－遠隔手続呼出し）や ISO/IEC 9834-8 のように特定の数
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学的基礎に限定されることはない。“汎用固有識別子”は，応用定義域によって限定され

ない。これに対し，“定義域固有識別子”は，応用定義域内に限定された識別子である。 
例 応用定義域では，二つの構成要素から成る識別子を使用することができる。最初の構成要

素は定義域名であり，次の構成要素は定義域内での識別子となる整数のインスタンス番号

である。これらの構成要素は，コロン“ ：”で区切ることができる。インスタンス番号は，

16 進数で符号化することができる。インスタンス番号の大きさに制限はない。例えば，

“example” と い う 同 じ 定 義 域 に お い て ， “example:F23C30” 及 び

“example:FFFFFF12345A”は二つの UUID である。 
 
1.5 更新の仕組み 

更新の仕組みにより，新しいデータ集合全体を再発行することなく，以前に交換されたデータ

を最新のものにすることが可能になる。更新に関する方針及び手順は，個々の応用分野で定義し

なければならない。通常は，add（追加），modify（変更），delete（削除）という三つの基本

更新プリミティブが定義される。これらのプリミティブはオブジェクトレベルで作用するが，属

性レベル又は関連レベルで作用するように定義してもよい。以前に UUID を使用して転送され

たオブジェクトは，変更又は削除してもよい。更新データ集合には，順序付けられた更新プリミ

ティブが含まれる。各基本プリミティブについて次に規定する。 
a) add（追加）：新しいオブジェクトが元のデータ集合に追加されたため，これを目標データ

集合に追加しなければならない。add プリミティブは，追加する新しいオブジェクトについ

ての情報を含まなければならない。また，それが目標データ集合のどこに挿入されるかにつ

いての情報を含んでいてもよい。 
b) modify（変更）：既存のオブジェクトが元のデータ集合で変更されたため，目標データ集合

において変更しなければならない。modify プリミティブは，変更対象のオブジェクトを特定

する情報と，実際の修正内容とを含まなければならない。変更情報は，オブジェクト全体の

場合から，更新された属性だけの場合まで多岐にわたる。 
c) delete（削除）：既存のオブジェクトが元のデータ集合で削除されたため，目標データ集合

において削除しなければならない。delete プリミティブは，削除対象のオブジェクトを特定

する情報を含まなければならない。 
使用者は，プリミティブのリストを拡張してもよい。 

 
2. 入力データ構造 
2.1 インスタンスモデル 

インスタンスモデルは，UML で表現された応用スキーマにより記述されたデータを表すこと

ができる。この符号化規則では，図附 8-1 及び図附 8-2 で示す一般的なインスタンスモデルを使

用する。 
図附 8-1 は，IM_Dataset，IM_Object 及び IM_Property の各クラスを示している。 
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図附 8-1 インスタンスモデル－データ集合，オブジェクト及びプロパティ 

 
インスタンスモデルは，IM_Dataset によって表される一つのデータ集合から成る。データ集

合には，IM_Object によって表される一連のオブジェクトが含まれる。オブジェクトは，

IM_Property によって表される一連のプロパティで構成される。 
IM_Dataset 及び IM_Object には属性 uuid の追加定義が存在する。派生属性 uuid は，属性

duid の代替名として定義する。 
備考 1 属性 uuid の定義は，使用するコミュニティにおける互換性の維持を目的としている。 

インスタンスモデルにおける値型は，図附 8-2 で定義している。 
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図附 8-2 インスタンスモデル－値型 

 
IM_Value は，次のように定義される四つの値型の上位クラスである。 
・IM_SimpleValue は基本型の値を表す。 
例 整数や文字列。 
・IM_Reference は，目標オブジェクトへのリンク又は参照を表す。目標オブジェクトは，同

じデータ集合にあるか，又は他のデータ集合の中にあってもよい。 
・IM_ObjectReference は，IM_Reference の下位型である。固有識別子参照（id_ref）は，同

じデータ集合にあるオブジェクトを目標とする。汎用固有識別子参照（uuid_ref 及び

duid_ref）は，応用定義域内にあるオブジェクトを目標とする。 
・IM_StructuredValue は，一連のプロパティ（IM_Property）で構成された複雑な内容のデ

ータ型の値を表す。 
備考 2 クラス IM_ObjectReference と，IM_Value 及び IM_ObjectReference の属性 uuid の

定義は，使用するコミュニティにおける互換性の維持を目的としている。 
 
2.2 UML とインスタンスモデルとの関係 

表附 8-2 及び表附 8-3 は，UML とインスタンスモデルとの関係を要約したものである。例え

ば，抽象クラスはインスタンス化してはならない。 
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上位型を持つクラスに基づくオブジェクトは，オブジェクトのクラス及び上位型の全てのプロ

パティ，関連，集成及び合成を含むものとする。したがって，全ての属性及び関連は上位型から

複製しなければならず，オブジェクトの一部とみなされる。属性及び関連の名前は，属性の値に

アクセスする方法でなければならず，そのためクラス内で一意でなければならない。 
操作及び制約をインスタンスモデルに写像してはならない。 
 

表附 8-2 UML とインスタンスモデルの関係の要約 

UML 概念 インスタンスモデル 
パッケージ N/A a) 
クラス 
ステレオタイプ 
<<Interface>> 
<<BasicType>> 
<<DataType>> 
<<Union>> 
<<Enumeration>> 
<<CodeList>> 
<<Type>>又はなし 
抽象クラス 
下位クラス 

 
 
N/A 
IM_SimpleValue 
IM_StructuredValue 
IM_StructuredValue 
IM_SimpleValue 
IM_SimpleValue 
IM_Object  
N/A 
属性及び関連は上位型から複製されなければならない。 

属性 データ型により IM_SimpleValue 又は IM_StructuredValue
のいずれかとなる IM_Value を伴った IM_Property 

関連 IM_ObjectReference である IM_Value を伴った IM_Property 
集成 IM_StructuredValue 又は IM_ObjectReference のいずれかと

なる IM_Value を伴った IM_Property 
合成 IM_StructuredValue で あ る IM_Value を 伴 っ た

IM_Property 
操作 N/A 
制約 N/A 
注 a)  N/A は，該当しないことを表す。 
 

表附 8-3 多重度と集合型による属性の写像 

属性 インスタンスモデル 
a1[0..*]: Integer 
は 
a1:Sequence<Integer>a) 
と同じ 

複数の値を伴った IM_Property 

a2 : Sequence<T> 複数の値型 T を伴った IM_Property 
a3 : Dictionary<T1,T2> T1 と T2 の二つの値型の要素から成る複数の

IM_StructuredValue を伴った IM_Property 
a4 [0..*] : Sequence<Integer> 整数要素から成る複数の IM_StructuredValue を伴った

IM_Property 
注 a)  これは他の基本型にも有効である。 
 

属性及び関連の名前が競合していると，継承を使用するときに問題が生じることがある。これ

を避ける簡単な方法は，すべての属性及び関連について，それらに対応したクラス名を前に付け

ることであるが，代替方法を含め，どの方法を利用するかは使用者に任される。 
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属性及び関連の再宣言も，継承を使用するときに問題を引き起こすことがある。この問題は，

上位型で宣言された属性又は関連が，下位型において新しい型又は制限された型として再宣言さ

れたときに起こる。多くのオブジェクト指向プログラム言語は再宣言に対応することができない

ので，再宣言を回避するよう慎重に検討することが望ましい。 
 
2.3 応用スキーマ及びインスタンスモデル－事例 
2.3.1 応用スキーマ 

この例では，応用スキーマを定義し，データ例を挙げ，そのデータのインスタンスモデルへの

写像を示す。 
図附 8-3 は，四つのクラスとそれらの関係を定義した応用スキーマの例である。ここで，クラ

ス C0 は三つの属性を持っている。属性“a1”の多重度はゼロ又は 1 である。つまり，この属性は

オプションであり，基本データ型“Real”である。属性“a2”の多重度はゼロ又はそれ以上である。

属性“a3”は構造化されたデータ型である。“C0”と“C1”の間の関連は二つの役割名を持っている。

“role1”は C0 に属し，C0 の中の C1 への関連の名前である。クラス C1 は，“main”と名付けられ

た C0 への関連を持っている。クラス C2 が，“pos”という名前の属性をもち，そのデータ型が

Point クラスであることにすべきである。 
 

 

図附 8-3 応用スキーマ－値型 

 
2.3.2 データ－事例 

データ例として，オブジェクト図を図附 8-4 に示している。 
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図附 8-4 データ－値型 

 
3. 出力データ構造 
3.1 XML 文書 

この符号化規則は XML 1.0 勧告に基づいている。XML はテキスト形式であり，全てのデータ

型の値は文字として符号化する必要がある。データは，XML 要素と XML 勧告で与えられた規

則を用いて符号化しなければならない。XML における符号化の基本単位は XML 要素である。

一つの要素は，複数の属性とその内容とをもってよい。そして，階層構造の生成と，XML のリ

ンク機能との組合せによるネットワーク構造の生成とが可能である。交換構造は，インスタンス

モデルにおける各オブジェクトに対応した要素を順に並べて構成しなければならない。 
交換フォーマットの構造を決定付ける出力データ構造のためのスキーマは，有効な XML スキ

ーマでなければならない。 
 
3.2 XML スキーマ文書 

XML スキーマ文書（XSD）は，複合型，単純型，及び要素宣言を数多く定義する。要素宣言

は，XML 文書の構造とデータインスタンスにおいて許容される範囲を定義する。XML スキーマ

変換規則を附属書 8 の 4.で定義する。 
 
4. 変換規則 
4.1 XML スキーマ 

スキーマ変換規則は，UML で表現された応用スキーマに従って，XML スキーマ文書

（XSD）をいかに作るかを定義する。XSD の主な目的は，データ変換規則によって作られた

XML 文書が有効であることを保証するものである。 
XSD は，応用スキーマで定義されたクラスに相当する型定義，属性及び要素宣言を含まなけ

ればならない。一つの交換構造として構成しなければならない。XSD は，XML Schema Part 1: 
Structures 及び Part 2: Datatype に準拠しなければならない。 

XSD は，物理的には，単一のスキーマ文書として示してもよいし，複数に分かれた（部分）

スキーマ文書に分割してもよい。論理的には，XML スキーマのインポート又は包含（include）
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の仕組みを使用し，単一のスキーマとして参照されなければならない。XSD において，名前空

間の使用には制限はない。 
幾つかの一般規則を附属書 8 の 4.2～4.8 に定義する。通常，クラスは附属書 8 の 4.2 に従っ

て型定義に変換する。クラスは附属書 8 の 4.4 に従って要素宣言に変換してもよく，交換構造の

要素であってもよい。 
一般規則に対して例外があっても文書化されていれば差し支えない。 
注記 以 下 で は ， 名 前 空 間 “xs: ” は XML ス キ ー マ の 名 前 空 間 ， す な わ ち ，

“http://www.w3.org/2001/XMLSchema”を参照するために使用する。 
 
4.2 型 
4.2.1 基本型 
4.2.1.1 一般規則 

ステレオタイプが<<BasicType>>（基本型）のクラスは，XML スキーマの simpleType 宣言

に変換しなければならない。XML スキーマで定義されたどのデータ型もユーザが定義した基本

型の定義のための部品として使用することができる。基本型の符号化は，XML Schema Part 2: 
Datatype の中で定義された正規化表現に従わなければならない。 

基本型のモデル化規則は ISO/TS 19103 で定義している。ISO/TS 19103 で定義された基本型

は附属書 8 の 4.2.1.2～4.2.1.15 のとおり変換する。 
ユーザは，XML スキーマに定義された制限の仕組みを使用して，基本型に制限を加えること

ができる。 
注記 ISO/TS 19103 では，幾つかの異なった型が明示的に定義されてはおらず，また，ステ

レオタイプ<<BasicType>>も使用していない。そのため，以降の宣言は，XML 
Schema Part 2: Datatypes で定義されたデータ型の部分集合に従っている。 

 
4.2.1.2 数値 

Number（数値）は抽象型で，Integer，Real 及び Decimal の上位型として，ISO/TS 19103
で定義されている。しかしながら，Number は様々な標準化されたスキーマで多く使用されてい

る。XML スキーマは抽象 Number 型を定義しておらず，Integer の上位型として Decimal を定

義している。 
注記 Number データ型は，XML スキーマの decimal データ型に基づく単純データ型として宣

言している。 
 
<xs:simpleType name=“Number”>  

<xs:restriction base=“xs:decimal”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.3 整数 

Integer（整数）は XML スキーマの integer データ型に基づかなければならない。値域は制限

してもよい。 
 
<xs:simpleType name=“Integer”>  

<xs:restriction base=“xs:integer”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.4 十進数及び実数 
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Decimal（十進数）及び Real（実数）型は，いずれも XML スキーマの decimal 型に基づく。 
 
<xs:simpleType name=“Decimal”>  

<xs:restriction base=“xs:decimal”/>  
</xs:simpleType>  
 
<xs:simpleType name=“Real”>  

<xs:restriction base=“xs:decimal”/>  
</xs:simpleType> 
 

注記 ISO/TS 19103 は，Decimal 及び Real の概念上の違いは定義していない。 
 
4.2.1.5 ベクトル 

Vector（ベクトル）は，数字の列として定義される。リスト構成は XML スキーマの decimal
の値のリストで定義する。 
 
<xs:simpleType name=“Vector”>  

<xs:list itemType=“xs:decimal”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.6 文字 

Character（文字）は，1 文字だけで構成するように制限された XML スキーマの string 型と

して表現する。 
 
<xs:simpleType name=“Character”>  

<xs:restriction base=“xs:string”>  
<xs:length value=“1” fixed=“true”/>  

</xs:restriction>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.7 文字列 

CharacterString（文字列）は，XML スキーマの string に基づき，国際符号化文字集合

（UCS）のどのような文字列も表すことができる。 
 
<xs:simpleType name=“CharacterString”>  

<xs:restriction base=“xs:string”/>  
</xs:simpleType>  
 

注記 言語識別については，附属書 8 の 4.6 に示す。 
 
4.2.1.8 日付 

Date（日付）は，XML スキーマの date 型に基づき表現する。これは JIS X 0301（情報交換

のためのデータ要素及び交換形式－日付及び時刻の表記）に準拠した標準的な符号化による。 
 
<xs:simpleType name=“Date”>  
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<xs:restriction base=“xs:date”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.9 時間 

Time（時間）は，XML スキーマの time に基づき表現する。これは JIS X 0301 に準拠した標

準的な符号化による。 
 
<xs:simpleType name=“Time”>  

<xs:restriction base=“xs:time”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.10 日時 

DateTime（日時）は，XML スキーマの dateTime に基づき表現する。これは JIS X 0301 に

準拠した標準的な符号化による。 
 
<xs:simpleType name=“DateTime”>  

<xs:restriction base=“xs:dateTime”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.11 ブール 

Boolean（ブール）は，XML スキーマの boolean に基づく。値は，論理的な偽を表す“0”又は

“false”か，若しくは，論理的な真を表す“1”又は“true”である。 
 
<xs:simpleType name=“Boolean”>  

<xs:restriction base=“xs:boolean”/>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.12 論理値 

Logical（論理値）は，“true”，“maybe”及び“false”の三つの値を定義している。XML スキー

マの boolean 及び maybe 値を表す二つの列挙値“0.5”及び“maybe”の共用体として表す。 
 
<xs:simpleType name=“Logical”>  

<xs:union>  
<xs:simpleType>  

<xs:restriction base=“xs:boolean”/>  
</xs:simpleType>  
<xs:simpleType>  

<xs:restriction base=“xs:NMTOKEN”>  
<xs:enumeration value=“maybe”/>  
<xs:enumeration value=“0.5”/> 

</xs:restriction>  
</xs:simpleType> 

</xs:union>  
</xs:simpleType> 
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4.2.1.13 確率 
Probability（確率）は，0.0 から 1.0 の間の XML スキーマの decimal の値である。 

 
<xs:simpleType name=“Probability”>  

<xs:restriction base=“xs:decimal”>  
<xs:minInclusive value=“0.0”/>  
<xs:maxInclusive value=“1.0”/>  

</xs:restriction>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.1.14 バイナリ 

XML スキーマは，base64Binary 及び hexBinary という二つのバイナリデータ型を定義して

いる。これらに対応して，UML におけるバイナリデータ型に対して使用すべき二つの型

BinaryBase64 及び BinaryHex を定義する。そして，Binary 型を，BinaryBase64 又は

BinaryHex のいずれかを選択する特別な choice 型として定義する。 
 
<xs:simpleType name=“BinaryBase64”>  

<xs:restriction base=“xs:base64Binary”/>  
</xs:simpleType>  
 
<xs:simpleType name=“BinaryHex”>  

<xs:restriction base=“xs:hexBinary”/>  
</xs:simpleType>  
 
<xs:complexType name=“Binary”>  

<xs:choice>  
<xs:element name=“BinaryBase64” type=“BinaryBase64”/>  
<xs:element name=“BinaryHex” type=“BinaryHex”/>  

</xs:choice>  
</xs:complexType> 
 

注記 Binary データ型は ISO/TS 19103 では定義されていない。 
 
4.2.1.15 無限整数 

UnlimitedInteger（無限整数）は，0 から無限大の値域をもつ基本型である。記号“ * ”は，無

限大を表す。 
 
<xs:simpleType name=“UnlimitedInteger”>  

<xs:union>  
<xs:simpleType>  

<xs:restriction base=“xs:nonNegativeInteger”/>  
</xs:simpleType>  
<xs:simpleType>  

<xs:restriction base=“xs:string”>  
<xs:enumeration value=“ * ”/> 
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</xs:restriction>  
</xs:simpleType>  

</xs:union>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.2 データ型 
4.2.2.1 一般規則 

ステレオタイプが<<DataType>>（データ型）のクラスは，XML スキーマの complexType 定

義に変換しなければならない。属性及び関連は，附属書 8 の 4.3 に従って順次 XML の属性宣言

又はローカルな XML 要素として宣言しなければならない。プロパティ要素の順序は，複合型定

義の中で与える。 
ISO/TS 19103 で定義されているデータ型は附属書 8 の 4.2.2.2 及び 4.2.2.3 のとおり変換する。 
注記 ISO/TS 19103 では，幾つかの異なった型が明示的に定義されていない。また，ステレ

オタイプ<<DataType>>を使用して定義されたクラスの全てが構造化されたデータ型で

もない。そこで，附属書 8 の 4.2.2.2 及び 4.2.2.3 の宣言は，ISO/TS 19103 の中で定義

されたデータ型を対象として扱っている。 
 
4.2.2.2 多重度 

Multiplicity（多重度）クラスは，ISO/TS 19103 において下限から上限までの多重度の範囲と

定義されている。ここではステレオタイプを<<DataType>>と解釈し，次のように定義する。 
 
<xs:complexType name=“Multiplicity”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“range” type=“MultiplicityRange” minOccurs=“1” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  

</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“MultiplicityRange”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“lower” type=“xs:nonNegativeInteger”/>  
<xs:element name=“upper” type=“UnlimitedInteger”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
4.2.2.3 測定単位 

ISO/TS 19103 で定義されている UnitOfMeasure（測定単位）は，ローカル及び国際測定系の

定義として使用するためのものである。すなわち，測定単位の辞書において公開されるであろう

単位系に従って量を測定することとなる。しかし，そのモデルについては例が挙げられておらず，

定義も曖昧である。そこで，POSC（Petroleum Open Standareds Consortium）による測定単

位勧告をもって ISO/TS 19103 に代わるものとする。仕様の基本的な考えを示す UML クラス図

を図附 8-5 に示す。UnitOfMeasure のインスタンスが測定系を定め，名称を与え，必要に応じ

て，測定量を基本単位での値に変換する一般式 Y = （A + BX）/（C + DX）をもつ。ここで，X
は変換前の単位の値であり，Y は基本単位の値である。A = D = 0 かつ C =1 の場合，B は変換係

数になる。A = D = 0 の場合，変換係数は分数によって記述される。そうでない場合，四つのパ
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ラメタによって記述される。Measure クラスのインスタンスは，測定単位を参照する十進値で

ある。 
 

 
図附 8-5 測定単位 

POSC の測定単位勧告を XML スキーマ定義として使用することが望ましい。 
 

 

図附 8-6 測定型 

 
ISO/TS 19103 で定義されている測定型（Length，Angle，Velocity，Scale，MTime，Area

及び Volume）を使用する場合は，次のように定義しなければならない。 
 
<xs:complexType name=“Measure”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Decimal”>  

<xs:attribute name=“uom” type=“URI”/>  
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</xs:extension>  
</xs:simpleContent>  

</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“Length”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“Angle”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Decimal”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“Scale”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“Area”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType>  
<xs:complexType name=“Velocity”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“MTime”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“Distance”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“Measure”/>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType> 
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<xs:complexType name=“Volume”>  
<xs:simpleContent>  

<xs:extension base=“Measure”/>  
</xs:simpleContent>  

</xs:complexType> 
 
4.2.3 列挙型 

ステレオタイプが<<enumeration>>（列挙）のクラスは，複数の列挙値に制約された文字列

である単純型に変換しなければならない。 
例 この例は，文字列に基づいた列挙 Sign クラスであり，値を“ + ”（正） ，“ － ”（負），

“positive”又は“negative”に制約している。 
 

 
図附 8-7 列挙型の例 

<xs:simpleType name=“Sign”>  
<xs:restriction base=“xs:string”>  

<xs:enumeration value=“ + ”/>  
<xs:enumeration value=“ － ”/>  
<xs:enumeration value=“positive”/>  
<xs:enumeration value=“negative”/>  

</xs:restriction>  
</xs:simpleType> 
 
4.2.4 符号リスト型 

ステレオタイプが<<codelist>>（符号リスト）のクラスは，出力スキーマに変換してはならな

いが，符号リストに定義された符号と値のペアを格納する辞書に写像してもよい。この辞書は公

開され，その Web アドレスは URI で提供されなければならない。 
符号リスト型の属性は，文字列の値として符号化しなければならない。 
図附 8-21 の CodeListExtraction クラス及び図附 8-26 の符号リストについても参照すること。 
例 XML 内の辞書に写像された符号リスト BorderCL（境界符号リスト）を図附 8-8 に示す。

BorderCL の属性として符号及び値のペアを列挙する代わりに，コメントボックスを使用

していることに注意すること。 
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図附 8-8 符号リストの例 

<codelist name=“BorderCL”>  
<codevalue code=“1” value=“不明”/>  
<codevalue code=“2” value=“国境”/>  
<codevalue code=“3” value=“都道府県境”/>  
<codevalue code=“4” value=“市町村境”/>  

</codelist> 
 
4.2.5 共用体 

ステレオタイプが<<Union>>（共用体）のクラスは，複数の属性を列挙するが，いつもいず

れか一つの属性だけが存在することを意味している。共用体は，各属性が choice 構文の要素と

なる複合型定義に変換しなければならない。 
例 GM_Position は，「7 空間スキーマ」で定義された共用体クラスである。ここれは，

choice 構文に適切なローカル要素宣言を備えた複合型に写像される。 
 

 
図附 8-9 共用体の例 

<xs:complexType name="GM_Position">  
 <xs:choice>  
  <xs:element name="direct" type="DirectPosition"/>  
  <xs:element name="indirect" type="GM_PointRef"/>  
 </xs:choice>  
</xs:complexType> 
 
4.2.6 オブジェクト型 
4.2.6.1 一般規則 

ステレオタイプがない又はステレオタイプが<<Type>>のクラスは，クラスと同じ名前をもつ

複合型定義に写像しなければならない。その複合型定義は，IM_Object を継承するか，又は，

IM_ObjectIdentificaton 属性グループを参照することによって識別のための属性を含むかのいず

れかでなければならない。 
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4.2.6.2 レコード型 
ISO/TS 19103 で定義された幾つかのレコード型を再モデル化及び解釈したものを図附 8-11 に

示す。AttributeName 及び TypeName は，CharacterString に基づく基本型としてモデル化す

る。 
 

 
図附 8-10 レコード型 

<xs:complexType name=“RecordSchema”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“schemaName” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“element” type=“RecordType” minOccurs=“0” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“RecordType”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“typeName” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“attributeTypes” type=“Dictionary_AttributeName_TypeName”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“Record”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attributes” type=“Dictionary_AttributeName_Any”/>  
<xs:element name=“recordType” type=“ref_RecordType”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 
4.2.7 束縛されたテンプレート型 

束縛されたテンプレート型は，そのパラメタが実際の引数の値によって束縛された型である。

ISO/TS 19103 では五つの異なるテンプレート型，すなわち，セット（Set<T>），バッグ

（ Bag<T> ） ， 列 （ Sequence<T> ） ， 循 環 列 （ CircularSequence<T> ） 及 び 辞 書
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（Dictionary<K,V>）が定義されている。最初の四つは，一つの引数を使用し，辞書型は二つの

引数を使用する。これらの型は通常，クラスの属性宣言において束縛される。図附 8-10 で定義

した RecordType 型の attributeTypes 属性を参照すること。 
・束縛されたテンプレート型は，テンプレート型に対応した複合型定義に変換しなければなら

ない。型宣言は名称を付けなくてはならない。その名称は，テンプレート名と引数名とを，

下線“ _ ”文字を区切りとして連結することにより構成してもよい。小なり記号“ < ”，コンマ

“ , ”及び大なり記号“ > ”を名称に使用することはできない。 
・束縛されたテンプレート型であるセット，バッグ，列，又は循環列は，単一の引数の型に従

って名前付けと型付けとがなされた一つの要素を含み，無限の多重度をもつ sequence 要素

として定義された複合型定義に写像しなければならない。パラメタ型が基本型である場合は，

XML スキーマの list 要素を使用した単純型定義をその代わりに使用してもよい。 
・束縛されたテンプレート型である辞書型は，二つのパラメタに従ってそれぞれ名前付けと型

付けがなされた二つの要素を含み，無限の多重度をもつ sequence 要素として定義された複

合型定義に写像しなければならない。 
例 1 JPGIS 7 空間スキーマで定義されている DirectPosition データ型を図附 8-11 に示す。 

 

 

図附 8-12 束縛されたテンプレート型の例 

 
Sequence<Number>は，束縛されたテンプレート型を定義し，一般規則に従って次のように

写像する。 
<xs:complexType name=“Sequence_Number”>  

<xs:sequence maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:element name=“Number” type=“Number”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 

この引数の型は基本型なので，次のように写像してもよい。 
<xs:simpleType name=“Sequence_Number”>  

<xs:list itemType=“Number”/>  
</xs:simpleType> 

 
例 2 図附 8-10 で定義した束縛されたテンプレート型は次のように写像する。 

 
<xs:complexType name=“Dictionary_AttributeName_Any”>  

<xs:sequence maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:element name=“AttributeName” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“Any” type=“xs:anyType”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType>  
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<xs:complexType name=“Dictionary_AttributeName_TypeName”>  

<xs:sequence maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:element name=“AttributeName” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“TypeName” type=“CharacterString”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
4.2.8 継承 
4.2.8.1 概要 

UML の継承の仕組みは，下位型がその上位型の属性及び関連を継承することができる。単一

継承は，一つの上位型から唯一継承することができるが，多重継承は，二つ以上の型からの継承

することができる。UML では，単一継承及び多重継承の両方を認めている。XML スキーマは

単一継承しかサポートしていないため，多重継承は模擬的に実装する必要がある。 
継承は，次のいずれかによって実現しなければならない。 
・単一継承（附属書 8 の 4.2.8.2）と呼び，XML スキーマの extension（拡張）又は

restriction（制約）の仕組みを用いる方法 
・多重継承（附属書 8 の 4.2.8.3）と呼び，複数の上位型から対象となる型へ属性及び関連を

複製する方法。 
多重継承の場合，属性及び関連を対象となる型に複製しなければならない。 

 
4.2.8.2 単一継承 

一般規則として，XML スキーマの複合型に対する拡張の仕組みを使用しなければならない。

属性又は関連を再定義する場合は，制限の仕組みを使用しなければならない。 
例 下位型 S2 及び S3 をもつ上位型 S1 を図附 8-12 に示す。S1 は抽象クラスである。S4 及

び S5 は S2 の下位型である。S5 は“attr1”を再定義しているため，制限の仕組みを使用し

なければならないことに注意すること。 
 

 
図附 8-12 単一継承の例 

 
<xs:complexType name=“S1” abstract=“true”>  

<xs:complexContent>  
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<xs:extension base=“IM_Object”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“attr1” type=“Integer” minOccurs=“0” 
maxOccurs=“unbounded”/>  

</xs:sequence>  
</xs:extension>  

</xs:complexContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“S2”>  

<xs:complexContent>  
<xs:extension base=“S1”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrA” type=“Real”/>  

</xs:sequence>  
</xs:extension>  

</xs:complexContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“S3”>  

<xs:complexContent>  
<xs:extension base=“S1”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrB” type=“Boolean”/>  

</xs:sequence>  
</xs:extension>  

</xs:complexContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“S4”>  

<xs:complexContent>  
<xs:extension base=“S2”>  

<xs:sequence> 
<xs:element name=“attrX” type=“CharacterString”/>  

</xs:sequence> 
</xs:extension>  

</xs:complexContent>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“S5”> 

<xs:complexContent> 
<xs:restriction base=“S2”> 

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attr1” type=“Integer” minOccurs=“2” maxOccurs=“8”/>  
<xs:element name=“attrA” type=“Real”/>  
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</xs:sequence>  
</xs:restricton>  

</xs:complexContent>  
</xs:complexType> 
 
4.2.8.3 多重継承 

属性及び関連を複製する際は，左端の上位型から右端の上位型に達するまで順次，上位型の属

性及び関連を複製する。下位型の属性は最後に追加する。既に複製したものと同じ名前の属性又

は関連をもつ上位型又は下位型がある場合に競合が生じる。名前の競合が生じた場合，最後の属

性又は関連を優先し，既に複製したものを置き換えなければならない。 
例 図附 8-13 に T1，T2，T3 及び T4 という四つの型を定義する。T4 は T1，T2 及び T3 の

下位型である。 
 

 

図附 8-13 多重継承の例 

 
<xs:complexType name=“T1”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrX” type=“S3”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“T2”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrY” type=“Real ”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“T3”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrX” type=“Date”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
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<xs:complexType name=“T4”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“attrX” type=“Date”/>  
<xs:element name=“attrY” type=“Integer”/>  
<xs:element name=“attrZ” type=“Character”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 
4.2.9 代替型 

属性の型としてある上位型を使用した場合，その属性のインスタンスは，上位型の継承階層と

して定義された，ある具象下位型のうちの一つになることを意味する。XML スキーマは，この

ような動的な型の仕組みを直接実装可能とはしていない。 
三つの代替手法を使用してもよい。 

a) 上位型に対応する型をもつ標準要素宣言で宣言する。交換ファイルでは，xsi:type 属性を使

用して実装を要求する型を示さなければならない。例 1 を参照すること。 
b) 上位型の継承階層構造に対応した代替グループをグローバルな要素として定義する。グロー

バル要素は，要素宣言の中で参照しなければならない。例 2 を参照すること。 
c) 上位型ごとに，その上位型の継承階層の中で具象型となる個々の要素宣言を選択可能にする

choice グループを定義する。choice グループは，要素宣言の中で参照しなければならない。

例 3 を参照すること。 
附属書 8 の 4.2.8.3 で示した複製の仕組みを使用する場合，手法 c)を使用しなければならない。 

 
例 1 手法 a） クラス Ex2 は，型が S1 である属性を定義する（図附 8-14）。S1 は，図附 8-

12 で定義した継承階層をもつ抽象上位型である。 
 

 

図附 8-14 上位型の属性の記載例 

 
<xs:complexType name=“Ex2”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“use1” type=“S1”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
交換ファイルでの xsi:type 属性の記述 
 
<Ex1>  

<use1 xsi:type=“S3”>  
<attr1>42</attr1><attr1>43</attr1><attr1>44</attr1>  



 

 153

<attrB>true</attrB>  
</use1>  

</Ex1> 
 

例 2 手法 b）グローバルな代替要素の使用 
<xs:element name=“S1” type=“S1” abstract=“true”/>  
<xs:element name=“S2” type=“S2” substitutionGroup=“S1”/>  
<xs:element name=“S3” type=“S3” substitutionGroup=“S1”/>  
<xs:element name=“S4” type=“S4” substitutionGroup=“S2”/>  
<xs:element name=“S5” type=“S5” substitutionGroup=“S2”/>  
 
<xs:complexType name=“Ex2”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“use1”>  

<xs:complexType>  
<xs:sequence>  

<xs:element ref=“S1”/>  
</xs:sequence>  

</xs:complexType>  
</xs:element>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
<Ex1>  

<use1>  
<S3>  

<attr1>42</attr1><attr1>43</attr1><attr1>44</attr1>  
<attrB>true</attrB>  

</S3>  
</use1>  

</Ex1> 
 

例 3 手法 c）選択グループの使用 
<xs:group name=“S1”>  

<xs:choice>  
<xs:element name=“S2” type=“S2”/>  
<xs:element name=“S3” type=“S3”/>  
<xs:element name=“S4” type=“S4”/>  
<xs:element name=“S5” type=“S5”/>  

</xs:choice>  
</xs:group> 
 
<xs:complexType name=“Ex2”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“use1”>  
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<xs:complexType>  
<xs:group ref=“S1”/>  

</xs:complexType>  
</xs:element>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 

インスタンスは，例 2 のインスタンスと全く同じになる。この手法の利点は，グローバルな要

素がないことである。 
 
4.2.10 ステレオタイプ<<Abstract>>又は抽象クラス 

複製の仕組みを使用する場合，抽象クラスを複合型宣言として表現しないほうがよい。単一継

承を使用する場合，抽象クラスは附属書 8 の 4.2.6 に従って“abstract”属性を true とし，複合型

定義に変換しなければならない。 
 
4.2.11 ステレオタイプ<<ExternalType>>をもつクラス 
ステレオタイプが<<ExternalType>>（外部型）の全てのクラスは XML スキーマの anyURI

型に制限した単純型又は NOTATION 型に写像しなければならない。 
例 

<xs:simpleType name=“Modis”>  
<xs:restriction base=“xs:anyURI”/>  

</xs:simpleType> 
 
4.3 プロパティ要素宣言 
4.3.1 属性 

属性はクラスの特性を定義する。属性は，クラスの複合型宣言において，要素（element）宣

言又は属性（attribute）宣言に変換しなければならない。要素（element）宣言への変換を既定

の規則とする。属性が，多重度が 0 又は 1 をもつ基本型で定義されている場合は，属性

（attribute）宣言に変換してもよい。その他の属性は全て要素宣言に変換しなければならない。 
既定の規則として，全ての属性及び派生属性を変換することとする。 
属性（attribute）宣言は，名称及び基本データ型をもったクラスの属性を定義する。属性の多

重度は，表附 8-4 に従わなければならない。XML スキーマにおける属性宣言の既定の多重度は，

選択可の状態である。 
 

表附 8-4 属性の多重度の写像 

UML 指定 属性（attribute）宣言 
1（既定） 必須 use=“required” 

0..1 選択可（既定） — 
 

要素（element）宣言は，名称及び型をもつ要素を定義する。多重度は，附表 8-5 に従わなけ

ればならない。表の中に既定値を示しており，これらを宣言する必要はない。一方，最小値及び

最大値の両方を与えることもある。 
 

表附 8-5 構成要素の多重度の写像 
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UML minOccurs maxOccurs 要素（element）宣言 
1（既定） 1（既定） 1（既定） — 

0..1 0 1（既定） minOccurs=“0” 
0..* 0 unbounded minOccurs=“0” maxOccurs=“unbounded” 
1..* 1（既定） unbounded maxOccurs=“unbounded” 
2..8 2 8 minOccurs“2” maxOccurs“8” 

 
例 データ型 Example は UML で宣言されている。Example は “title”， “number”及び

“subExample”の三つの属性をもっている（図附 8-15）。“title”及び“number”属性は属性

（attribute）宣言に変換できるが，“subExample”は複合型であり，要素（element）宣言

に写像する必要がある。 
 

 
図附 8-15 属性の例 

 
既定の要素宣言を次に示す。 

<xs:complexType name=“Example” >  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“title” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“number” type=“Integer” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“subExample” type=“Example” minOccurs=“0” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  

</xs:complexType> 
 

“title”及び“number”の属性宣言規則に従った変換を次に示す。 
<xs:complexType name=“Example” >  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“subExample” type=“Example” minOccurs=“0” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  
<xs:attribute name=“title” type=“CharacterString” optional=“false”/>  
<xs:attribute name=“number” type=“Integer”/>  

</xs:complexType> 
 
4.3.2 関連 

関連は，二つのクラスの間の一般的な関係を定義する。クラスのうち一つはソースクラスと呼

び，もう一方はターゲットクラスと呼ぶ。ソースオブジェクトはターゲットオブジェクトへの参

照を保持し，また逆も同様である。 
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・ソースクラスに対応する複合型において，その関連がターゲットクラスへ誘導可能であり役

割名によってその識別が可能な場合は，要素宣言を含まなければならない。要素名は，その

関連のもとでターゲットクラスを識別する役割名でなければならず，その型は，

IM_ObjectReference 自体か，又は，IM_ObjectReference を基本としてそこで定義された

属性をもつかのいずれかでなければならない。要素宣言は，表附 8-5 に従った多重度をもた

なければならない。 
・ターゲットクラスに対応する複合型において，その関連がソースクラスへ誘導可能であり役

割名によってその識別が可能な場合は，要素宣言を含まなければならない。要素名は，その

関連のもとでソースクラスを識別する役割名でなければならず，その型は，

IM_ObjectReference 自体か，又は，IM_ObjectReference を基本ととしてそこで定義され

た属性をもつかのいずれかでなければならない。要素宣言は，表附 8-5 に従った多重度をも

たなければならない。 
例 クラス A とクラス B との間の関連について定義したものを，図附 8-16 に示す。クラス A

だけがクラス B を知っているため，一つの役割名だけが定義されている。 
 

 

図附 8-16 関連の例 

 
XML スキーマ宣言を次に示す。 

<xs:complexType name=“A”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“theB” type=“ref_B” minOccurs=“0” maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>>  

</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“ref_B”>  

<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  
</xs:complexType> 
 
4.3.3 集成 

集成は，集成（全体）とそれを構成する部分との間の弱い全体－部分の関係を定義する。この

結びつきは弱く，同時に二つ以上の集成を構成することができる。このため，一つの部分オブジ

ェクトを二つ以上の集成オブジェクトによって共有してもよい。このため，集成は，部分に対す

る参照だけを保持すればよい。しかし，完全に所有する場合には，それぞれの部分自体を含んで

もよい。 
・集成クラスに対応する複合型は，要素宣言を含まなければならない。またその宣言の名称は，

その集成関連のもとで部分クラスを識別する役割名に一致する。この要素の多重度は，表附

8-5 に従わなければならない。要素の型は，IM_ObjectReference に基づかなければならず，

部分クラスに相当する型の要素は，含まないか，又は一つ含んでもよい。 
・部分クラスに対応する複合型において，関連がターゲットクラスへ誘導可能であり役割名に

よって識別可能な場合は，要素宣言を含まなければならない。要素の名称は，その集成関連
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のもとで集成クラスを識別する役割名に一致しなければならず，型は IM_ObjectReference
に基づかなくてはならない。要素宣言は，表附 8-5 に従った多重度をもたなければならない 

例 集成 C と部分 D との間の集成を定義したものを図附 8-17 に示す。C は役割名“theD”によ

って D を識別し，D は役割名“theC”によって C を識別する。 

 

図附 8-17 集成の例 

 
<xs:complexType name=“C”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“theD” minOccurs=“1” maxOccurs=“unbounded”>  

<xs:complexType>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“D” type=“D” minOccurs=“0” maxOccurs=“1”/>  
</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  

</xs:complexType>  
</xs:element>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“D”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“theC” type=“IM_ObjectReference” minOccurs=“1” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  

</xs:complexType> 
 
4.3.4 合成 

合成は，合成（全体）とそれらを構成する部分との間の強い全体－部分関係を定義する。この

結びつきは強く，一つの部分オブジェクトは一つの合成オブジェクトだけに属することができる。

このため，合成はそれぞれの部分を含まなければならない。 
・合成クラスに対応する複合型は，要素宣言を含まなければならない。要素宣言では，名称は

その合成関連のもとで部分クラスを識別する役割名に一致し，型は部分クラスの型に一致し

なければならない。要素宣言は，表附 8-5 に従った多重度をもたなければならない。 
・部分クラスに対応する複合型は，役割名が合成クラスを識別していたとしても，要素宣言を

含んではならない。部分は常に合成クラスに含まれるためである。 
例 クラス E 及びクラス F の間の合成を定義したものを図附 8-18 に示す。E は，ターゲット

クラスの役割名“theF”によって F を識別する。 
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図附 8-18 合成の例 

 
<xs:complexType name=“E”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“theF” type=“F” minOccurs=“2” maxOccurs=“8”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
4.4 要素宣言 
4.4.1 文書構造 

GI 要素は交換ファイルの基底要素でなければならない。GI 要素には，exchangeMetadata，
dataset 及び update という三つの要素が含まれる（図附 8-19）。dataset 及び update 要素は識

別値をもってもよいが，exchangeMetadata はもってはならない。 
GI 要素の属性を次に示す。 
・version: CharacterString = “1.0” 
・timeStamp: DateTime 
・exchangeMode [0..1]: CharacterString 
version 属性は，“1.0”を指定する。これは，交換ファイルがこの規格のこの版を参照している

ことを示す。この規格の改正版では別の番号が割り当てられることになる。timeStamp 属性は，

データが符号化された日時，すなわち交換ファイルが生成された日時を示す。exchangeMode 属

性は使用者が定義するものであり，その値に交換ファイルのコンテキスト又はモードを記述して

もよい。 
 

 

図附 8-19 文書構造 

 
GI 要素の宣言を次に示す。 

<xs:element name=“GI”>  
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<xs:complexType>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“exchangeMetadata” type=“ExchangeMetadata” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“dataset” type=“Dataset” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“update” type=“Update” minOccurs=“0”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attribute name=“version” type=“CharacterString” use=“required” fixed=“1.0”/>  
<xs:attribute name=“timeStamp” type=“DateTime” use=“required”/>  
<xs:attribute name=“exchangeMode” type=“CharacterString”/>  

</xs:complexType>  
</xs:element> 
 
4.4.2 データ集合及びオブジェクト 

データ集合には，オブジェクトを符号化する一つ以上の要素が含まれる。これはオブジェクト

要素と呼ばれるものであり，要素宣言をしなければならない。 
・識別属性を用いる複合型定義は全て，オブジェクト要素宣言の候補となる。一部のオブジェ

クトは独立オブジェクトとみなさないほうがよく，そのため定義しないほうがよい。 
・要素名は，型の名前と同じでなければならない。または，この型について定義されたタグ名

であってもよい。オブジェクト要素は，ローカル要素として宣言することが既定であるが，

グローバル要素として宣言してもよい。 
・全てのオブジェクト要素を Object という名前の選択グループにグループ化しなければなら

ない。このため選択グループは，宣言されたグローバル要素を参照するか，オブジェクト要

素をローカルに宣言する。データ集合における正当なオブジェクトを制限するには，この選

択グループを使用しなければならない。 
例 附属書 8 の 4.2.8.3 の例では，Object グループがオブジェクト要素を定義している。デー

タ集合の型は，一つ以上の Object グループから合成される（図附 8-20）。ここでは，デ

ータ集合が T1，T2，T3 及び T4 という四つの要素に制限されることを意味する。 
 

 

図附 8-20 データ集合及びオブジェクト 

 
<xs:complexType name=“Dataset”>  

<xs:sequence maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:group ref=“Object”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType>  
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<xs:group name=“Object”>  

<xs:choice>  
<xs:element name=“T1” type=“T1”/>  
<xs:element name=“T2” type=“T2”/>  
<xs:element name=“T3” type=“T3 ”/>  
<xs:element name=“T4” type=“T4”/>  

</xs:choice>  
</xs:group> 
 
4.4.3 交換メタデータ 

交換メタデータの型を図附 8-21 に示す。CI_Citation 型は JMP2.0 仕様書（日本版メタデー

タプロファイル）に基づいている。 
ExchangeMetadata は ， デ ー タ 集 合 を 記 述 す る 情 報 を も た な け れ ば な ら な い 。

“datasetCitation”属性にはデータ集合の起源を記述する。“metadataCitation”属性にはデータ集

合に関するメタデータを，“applicationSchemaCitation”属性には使用した応用スキーマを，

“configFileCitation”属性には使用した構成ファイルを記述してよい。“encodingRule”には，デー

タ集合の生成に使用された符号化規則を記述する。データ集合が符号リストの属性をもつならば，

“codeLists”を用いて，使用する符号リストとその妥当性を示さなければならない。 
 

 

図附 8-21 交換メタデータ 

 
EncodingRule には，データ集合の生成に適用した符号化規則に関する情報を記述する。

“encodingRuleCitation”には，使用した符号化規則を記述する。“toolName”には，データ集合の

生成に用いた符号化サービスツールの名前を記述し，“toolVersion”にはそのツールのバージョン

を記述する。 
CodeListExtraction は，“name”属性及び“source”属性を用いて符号リストを識別する。また，

この符号リストのコードがいつ引用されたかを“extracted”に記述し，コードの妥当性を示す。

“format”属性には，コードを使用するのか，それとも符号リストの値を使用するのかを記述する。

コードと符号リストとを混合して使用してもよいし，コードと値の両方を使用してもよい。 
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<xs:complexType name=“ExchangeMetadata”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“datasetCitation” type=“CI_Citation”/>  
<xs:element name=“metadataCitation” type=“CI_Citation” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“applicationSchemaCitation” type=“CI_Citation” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“configFileCitation” type=“CI_Citation” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“encoding” type=“EncodingRule”/>  
<xs:element name=“codelist” type=“CodeListExtraction” minOccurs=“0” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
</xs:sequence>  

</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“EncodingRule”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“ruleCitation” type=“CI_Citation”/>  
<xs:element name=“toolName” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“toolVersion” type=“CharacterString”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“CodeListExtraction”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“name” type=“CharacterString”/>  
<xs:element name=“source” type=“URI”/>  
<xs:element name=“timeStamp” type=“DateTime”/>  
<xs:element name=“format” type=“CodeListValueFormat”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
<xs:simpleType name=“CodeListValueFormat”>  

<xs:restriction base=“CharacterString”>  
<xs:enumeration value=“code”/>  
<xs:enumeration value=“value”/>  
<xs:enumeration value=“mix”/>  

</xs:restriction>  
</xs:simpleType> 
 
4.4.4 更新 

三つの更新プリミティブを図附 8-22 に示す。 
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図附 8-22 更新プリミティブ 

 
<xs:complexType name=“Add”>  

<xs:sequence>  
<xs:group ref=“Object”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType>  
 
<xs:complexType name=“Modify”>  

<xs:sequence>  
<xs:group ref=“Object”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 
 
<xs:complexType name=“Delete”>  

<xs:attribute name=“uuidref” type=“CharacterString” use=“required”/>  
</xs:complexType>  
 
<xs:group name=“UpdatePrimitive”>  

<xs:choice>  
<xs:element name=“add” type=“Add”/>  
<xs:element name=“modify” type=“Modify”/> 
<xs:element name=“delete” type=“Delete”/>  

</xs:choice>  
</xs:group>  
 
<xs:complexType name=“Update”>  
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<xs:choice maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:group ref=“UpdatePrimitive”/>  

</xs:choice>  
</xs:complexType> 
 
4.5 コア型 
4.5.1 オブジェクト識別 

全てのオブジェクト型は，IM_Object 型から導出しなければならない。この IM_Object 型は，

インスタンスモデルで定義された IM_Object クラスに対応する。IM_Object 型は，オブジェク

ト識別に用いる二つの属性をもつ。“id”属性は一つの XML 文書内で固有でなければならず，

XML の“ID”データ型の定義に従わなければならない。“uuid”属性は，一つのアプリケーション

領域内で普遍的に定義され，普遍的に固有な識別子を提供するために使用してもよい。 
 
<xs:attributeGroup name=“IM_ObjectIdentification”>  

<xs:attribute name=“id” type=“xs:ID”/>  
<xs:attribute name=“uuid” type=“xs:string”/>  

</xs:attributeGroup>  
 
<complexType name=“IM_Object”>  

<attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  
</complexType> 
 
4.5.2 オブジェクト参照 

IM_ObjectReference 型は，オブジェクトを参照するために使用する型であり，三つの属性を

もつ。“idref”属性は，同一のデータ集合内の XML 要素によって与えられるオブジェクトを参照

するために使用しなければならない。“uuidref”属性は，アプリケーション領域内のオブジェクト

を参照するために使用しなければならない。“uuid”の値を決めるためにネームサーバを使用して

もよい。“uuref”属性は，JIS X 4151（文書記述言語 SGML）で定義されている統一資源識別子

（URI）の構文を用いて，他のデータ集合に存在するオブジェクトを参照するために使用しなけ

ればならない。 
IM_ObjectReference 型のインスタンスは，与えられた三つの属性のうちの一つだけ値をもつ

ものとする。 
 
<xs:attributeGroup name=“IM_ObjectReference”>  

<xs:attribute name=“idref” type=“xs:IDREF”/>  
<xs:attribute name=“uuidref” type=“xs:string”/>  
<xs:attribute name=“uriref” type=“URI”/>  

</xs:attributeGroup>  
 
xs:complexType name=“IM_ObjectReference”>  

<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  
</xs:complexType> 
 

例 1 オブジェクト要素 e は，その“id”属性及び“uuid”属性について次の値をもつ。 
<e id=“i05” uuid=“dce:F6A120B3”> … </e> 
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例 2 要素 l は，“idref”属性を用いて e を参照することができる。 

<l idref=“i05”/> 
 

例 3 要素 I は，“uuidref”属性を用いて e を参照することができる。 
<l uuidref=“dce:F6A120B3”/> 

 
例 4  また要素 I は，XPointer フラグメント識別とともに，外部の XML 文書を参照するリン

クを用いて e を参照することができる。ここで，“|i05”は“|id(i05)”を短縮したものであ

る。 
<l uriref=“http://www.example.org/data.xml|i05”/> 

 
4.6 言語タグの仕組み 

二つの言語タグの仕組みに対応する。 
・一つ目の仕組みは，予約属性“xml:lang”を使用するものである。予約属性“xml:lang”は，言

語タグを必要とする要素の属性として宣言しなければならない。“xml:lang”の仕組みは，要

素の属性及び内容を特定の言語で表さなければならない。 
・二つ目は，ISO/IEC 10646:2011 の面 14 の言語タグの仕組みを使用するものである。文字

列において複数の言語を使用する場合，ISO/IEC 10646:2011 の面 14 の仕組みを使用しな

ければならない。 
言語タグ文字の使用は推奨しない。言語タグ文字は，本格的なマークアップの仕組みを用いな

いで短い文字列の言語タグの提供を必要とする，特別なプロトコルを使った限定的な用途の標準

に限り符号化される。言語 ID をテキストに付けることを義務付けられている大半の使用者は，

HTML，XML 又はその他のリッチテキスト形式で提供されるような標準的なマークアップの仕

組みを用いることが望ましい。データベースでは一般に，埋め込まれた言語タグ又はマークアッ

プではなく，適切なデータフィールドによって言語を示すことが望ましい。 
例 ここで，CharacterStringWithLanguageTag という名前の複合型を定義する。xml: 名前

空間を定義する必要があることに注意すること。 
 
<xs:complexType name=“CharacterStringWithLanguageTag”>  

<xs:simpleContent>  
<xs:extension base=“xs:string”>  

<xs:attribute ref=“xml:lang”/>  
</xs:extension>  

</xs:simpleContent>  
</xs:complexType> 
 
4.7 符号化選択 

ここまで，幾つかのスキーマ変換規則を示したが，これらは文書化しなければならない。附属

書 8 の 4.7 では，選択した変換規則を構成ファイルに登録する方法を示す。 
・命名方針 

既定の命名方針では，XSD で要素名を宣言するときに応用スキーマで定義された名前を

使用する。クラス名，属性名及び役割名を UML で定義するための規則は JPGIS 4 UML
による表記法で定められている。代替要素名の集合を定義することで，これとは異なる命

名方針を適用してもよい。 
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・独立オブジェクト 
既定では，全てのクラスは，ステレオタイプをもたないクラスとして，又はオブジェクト

要素で<<Type>>ステレオタイプをもつクラスとして宣言する。独立したオブジェクト又

は独立していないオブジェクトを定義することで，これらを無効にしてもよい。 
・XML スキーマの継承又は複製 

単一継承だけを使用する場合は，XML スキーマの継承の仕組みを使用してもよいが，そ

の他の場合は複製の仕組みを使用しなければならない。使用した仕組みについては記述し

なければならない。 
・代替 

構成ファイルに，使用した代替の仕組みの種類を示さなければならない。 
・規則の例外 

一部のクラスが一般的な規則とは異なって写像される場合，その旨を記述しなければなら

ない。 
 
構成ファイルは，各クラスの要素とともに XML 文書に登録される。様々なクラス及びプロパ

ティの符号化の方法を正確に指定するには，構成ファイルを使用しなければならない。既定の要

素名を変更する場合も，その仕組みを構成ファイルで指定する。構成の最上位要素を図附 8-23
に示す。 
 

 

図附 8-23 構成ファイル：最上位要素 

 
cfg 要素は複数の定義要素を表す。cfg 要素は，スキーマ名，代替の仕組み，継承の仕組みの有

無，及びファイルのタイムスタンプ（ファイルが生成された時）の情報を属性としてもつ。各種

の定義要素は次のとおりである。 
・basicType:ステレオタイプが<<BasicType>>であるクラスを表す。 
・codelist:ステレオタイプが<<CodeList>>であるクラスを表す。 
・enumeration:ステレオタイプが<<Enumeration>>であるクラスを表す。 
・objectType:オブジェクト型（ステレオタイプをもたないクラス又はステレオタイプが

<<Type>>であるクラス）を表す。objectType は，応用スキーマクラスと同じ名前をもたな
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ければならない。また，応用スキーマの属性及び関連に対応するプロパティのリストをもた

なければならない。独立属性は，このオブジェクトが独立オブジェクトであり得るか，また

このオブジェクトが個別の要素宣言をもたなければならないかを示す。タグ属性には要素及

び型の XML 名が保持されており，既定値はクラス名そのものである。 
・dataType:ステレオタイプが<<DataType>>であるクラスを表す。dataType は，応用スキ

ーマクラスと同じ名前をもたなければならない。また，プロパティのリストをもたなければ

ならない。 
・union:ステレオタイプが<<Union>>であるクラスを表す。union は，応用スキーマクラスと

同じ名前をもたなければならない。また，プロパティのリストをもたなければならない。 
・list:Set 型，Sequence 型，Bag 型又は CircularSequence 型の束縛されたテンプレート型を

表す。 
・dictionary:Dictionary 型の束縛されたテンプレート型を表す。 
・externalType:ステレオタイプが<<ExternalType>>であるクラスを表す。 
・substitutionGroup:代替グループを表す。インスタンス化できる具体的な下位型をもつ上位

型である。 
 

構造型は，objectType，dataType 及び union の抽象的な上位型である。構造型を図附 8-24 に

示す。 
 

 

図附 8-24 構成ファイル：構造型 

 
property 要素は，クラスの属性又は関連を表す。property 要素は，応用スキーマにおいて対

応する属性又は関連の役割名と同じ名前をもたなければならない。multiplicity 属性は，属性の

多重度を示さなければならない。rep 属性は，次の三つの値をもつことができる：“value”は，

dts 属性で与えられる型の値の定義域からインスタンスを取得しなければならないことを示す。

“reference”は，属性のインスタンスがオブジェクトを参照するときに，値として識別子をもたな

ければならないことを示す。“both”は，参照又は値のいずれでもあり得ることを示す。dts 属性

は，応用スキーマにおけるターゲットデータの型に一致する型の名前をもたなければならない。

rep の値が“reference”である場合，dts のデータ型は，同一性をもつ構造型でなければならない。 
基本型については図附 8-25 に示す。codelist，enumeration 及び externalType については図

附 8-26 に示す。 
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図附 8-25 構成ファイル：束縛されたテンプレート型 

 

 

図附 8-26 構成ファイル：codelist，enumeration 及び externalType 

 
4.8 構成ファイル及び XSD － 例 
4.8.1 概要 

附属書 8 の 4.8.2 及び 4.8.3 では，附属書 8 の 2.3 で挙げた応用スキーマの例について構成フ

ァイル及び XSD ファイルをそれぞれ示す。 
 
4.8.2 構成ファイル 

図附 8-23 のスキーマに従う構成ファイル 
 
<?xml version=“1.0” ?>  
<!DOCTYPE cfg SYSTEM “cfg.dtd”>  
 
<cfg schemaName=“Ex” inheritance=“false” substitution=“substitutionGroup” 
timeStamp=“2001-05-31T15:13”>  
 
<objectType id=“i1” name=“C0” independent=“true” tag=“C0”>  

<property id=“i2” name=“a1” multiplicity=“0..1” rep=“value” dts=“Real” attribute=“false” 
tag=“a1”/>  

<property id=“i3” name=“a2” multiplicity=“0..*” rep=“value” dts=“CharacterString” 
attribute=“false” tag=“a2”/>  

<property id=“i4” name=“a3” rep=“value” dts=“Dictionary_Integer_CharacterString” 
attribute=“false” tag=“a3”/>  

<property id=“i5” name=“role1” multiplicity=“1..*” rep=“reference” dts=“C1” 
attribute=“false” tag=“role1”/>  
</objectType> 
 
<objectType id=“i7” name=“C1” independent=“true” tag=“C1”>  

<property id=“i8” name=“a1” rep=“value” dts=“Integer” attribute=“false” tag=“a1”/>  
<property id=“i9” name=“main” multiplicity=“1” rep=“reference” dts=“C0” attribute=“false” 

tag=“main”/>  
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</objectType>  
 
<objectType id=“i10” name=“C2” independent=“true” tag=“C2”>  

<property id=“i11” name=“no_items” rep=“value” dts=“Integer” attribute=“false” 
tag=“no_items”/>  

<property id=“i12” name=“pos” rep=“value” dts=“Point” attribute=“false” tag=“pos”/>  
<property id=“i13” name=“part” multiplicity=“0..*” rep=“value” dts=“C3” attribute=“false” 

tag=“part”/>  
</objectType> 
 
<objectType id=“i14” name=“C3” independent=“true” tag=“C3”>  

<property id=“i15” name=“a1” rep=“value” dts=“Integer” attribute=“false” tag=“a1”/>  
<property id=“i16” name=“main” multiplicity=“1” rep=“reference” dts=“C0” 

attribute=“false” tag=“main”/>  
<property id=“i17” name=“a2” rep=“value” dts=“Date” attribute=“false” tag=“a2”/>  

</objectType>  
 
<objectType id=“i18” name=“Point” independent=“true” tag=“Point”>  

<property id=“i19” name=“position” rep=“value” dts=“DirectPosition” attribute=“false” 
tag=“position”/>  
</objectType> 
 
<basicType id=“i20” name=“DirectPosition” base=“CharacterString”/>  
 
<dictionary id=“i21” name=“Dictionary_Integer_CharacterString”>  

<argumentType name=“Integer”/>  
<argumentType name=“CharacterString”/>  

</dictionary>  
 
<substitutionGroup id=“i22” name=“C1”>  

<type name=“C1”/><type name=“C3”/>  
</substitutionGroup>  
 
</cfg> 
 
4.8.3 XSD 

まず，Ex.xsd ファイルを示す。 
 
<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?>  
<xs:schema version=“1.0” xmlns:xs=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema”>  
 
<!--PART 1 - Objects with identity-->  

<xs:group name=“Object”>  
<xs:choice>  

<xs:element name=“C0” type=“C0”/>  
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<xs:element name=“C1” type=“C1”/>  
<xs:element name=“C2” type=“C2”/>  
<xs:element name=“C3” type=“C3”/>  
<xs:element name=“Point” type=“Point”/>  

</xs:choice>  
</xs:group>  
 
<!--PART 2 - Type declarations-->  
<xs:complexType name=“C0”>  

<xs:sequence>  
<xs:element name=“a1” type=“Real” minOccurs=“0”/>  
<xs:element name=“a2” type=“CharacterString” minOccurs=“0” 

maxOccurs=“unbounded”/>  
<xs:element name=“a3” type=“Dictionary_Integer_CharacterString”/>  
<xs:element name=“role1” type=“ref_C1” maxOccurs=“unbounded”/>  
<xs:element name=“theC2” minOccurs=“0” maxOccurs=“unbounded”>  

<xs:complexType>  
<xs:sequence minOccurs=“0”>  

<xs:element name=“C2” type=“C2”/>  
</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  

</xs:complexType>  
</xs:element>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 

<xs:complexType name=“C1”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“a1” type=“Integer”/>  
<xs:element name=“main” type=“ref_C0”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType>  
 

<xs:complexType name=“C2”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“no_items” type=“Integer”/>  
<xs:element name=“pos” type=“Point”/>  
<xs:element name=“part” type=“C3” minOccurs=“0” maxOccurs=“unbounded”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/> 

</xs:complexType>  
 

<xs:complexType name=“C3”>  
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<xs:sequence>  
<xs:element name=“a1” type=“Integer”/>  
<xs:element name=“main” type=“ref_C0”/>  
<xs:element name=“a2” type=“Date”/>  

</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType> 
 

<xs:complexType name=“Point”>  
<xs:sequence>  

<xs:element name=“position” type=“DirectPosition”/>  
</xs:sequence>  
<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectIdentification”/>  

</xs:complexType>  
 

<xs:simpleType name=“DirectPosition”>  
<xs:restriction base=“CharacterString”/>  

</xs:simpleType>  
<xs:complexType name=“Dictionary_Integer_CharacterString”>  

<xs:sequence maxOccurs=“unbounded”>  
<xs:element name=“Integer” type=“Integer”/>  
<xs:element name=“CharacterString” type=“CharacterString”/>  

</xs:sequence>  
</xs:complexType> 

 
<xs:group name=“C1”>  

<xs:choice>  
<xs:element name=“C1” type=“C1”/>  
<xs:element name=“C3” type=“C3”/>  

</xs:choice>  
</xs:group>  
 
<!--PART 3 - Object Reference types-->  
<xs:complexType name=“ref_C1”>  

<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  
</xs:complexType>  
<xs:complexType name=“ref_C0”>  

<xs:attributeGroup ref=“IM_ObjectReference”/>  
</xs:complexType>  

</xs:schema> 
 

次に，全てのファイルを結合する応用スキーマ Ex_AS.xsd を示す。 
 
<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?>  
<xsd:schema  
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targetNamespace=“Ex”  
xmlns=“Ex”  
xmlns:xsd=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema”  
version=“1.0”>  

 
<xsd:include schemaLocation=“19103.xsd”/>  
<xsd:include schemaLocation=“19115.xsd”/>  
<xsd:include schemaLocation=“Ex.xsd”/>  
<xsd:include schemaLocation=“19118.xsd”/>  

</xsd:schema> 
 
5 インスタンス変換規則 
5.1 XML 文書構造 

附属書 8 の 5 では，インスタンス変換規則を示す。この規則は，インスタンスモデルのオブジ

ェクトを XML 要素に変換する方法を指定するものである。インスタンス変換で作成される

XML 文書には，次を記述しなければならない。 
・XML のバージョン宣言，任意の文字符号化宣言 
例 1 <?xml version=“1.0” encoding=“UCS-2” ?> 
・XSD ファイルに対応する名前空間を参照する基底要素 
・XSD ファイルの宣言に対応する要素 
一般的には，インスタンスモデルのオブジェクトを XSD ファイルの宣言に従って XML ファ

イルの要素に変換する。 
例 2 XML 文書の典型的な構造は次のとおりである。Ex.xsd ファイルはターゲットの名前空

間を定義しないことに注意する。 
 
<?xml version=“1.0”?>  
<GI version=“1.0”  

timeStamp=“2001-06-07T23:59”  
xmlns:xsi=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance”  
xsi:noNamespaceSchemaLocation=“Ex.xsd”>  

<exchangeMetadata> ... </exchangeMetadata>  
<dataset>  

<objectElement id=“o1”> … </objectElement>  
...  

...  
</dataset>  
<update>  

<add> … </add>  
<modify> … </modify>  
<delete uuid=“dcd:FD3243”/>  

</update>  
</GI> 
 
5.2 オブジェクト 
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インスタンスモデルのオブジェクトは，対応するクラス及び要素宣言に従ってオブジェクト要

素に変換しなければならない。その要素の内容は，オブジェクトの内容に対応した要素，すなわ

ち内容要素でなければならない。独立オブジェクトは，その id 属性の集合をもたなければなら

ない。 
一般的な手法では，各オブジェクトを要素として符号化し，オブジェクトのプロパティをオブ

ジェクトの内容要素として符号化する。要素は通常，クラス名と同じ名前でなければならず，内

容要素はそのプロパティと同じ名前でなければならない。 
 
5.3 文字符号化 

XSD ファイル及び XML 文書は，この規格で規定される文字符号化方式に従わなければならな

い。XML は，正当な文字符号化方式である“UTF-8”，“UTF-16”，“UCS-2”及び“UCS-4”を全て

サポートしている。文字符号化は，XML ファイルの冒頭で宣言しなければならない。文字符号

化の宣言がない場合は，既定の “UTF-8”に従う。 
 例 <?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8” ?> 
 
5.4 XML 符号化 – 事例 

附属書 8 の 2.3 に示した応用スキーマ及びインスタンスモデルと附属書 8 の 4.8 に示した構成

ファイル及び XSD ファイルによって定義される XML 符号化の例を次に示す。応用スキーマに

対応する XSD ファイルは，“Ex”と呼ばれるターゲットの名前空間を定義する。 
 
<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?>  
 
<ex:GI  

xmlns:xsi=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance”  
xmlns:ex=“Ex”  
xsi:schemaLocation=“Ex Ex_AS.xsd”  
timeStamp=“1999-05-31T13:20-05:00”  
version=“1.0”>  

<dataset>  
<C0 id=“o1”>  

<a1>2.14</a1>  
<a2>A</a2><a2>list</a2><a2>of</a2><a2>strings</a2>  
<a3><Integer>1</Integer><CharacterString>one</CharacterString>  

<Integer>2</Integer><CharacterString>two</CharacterString>  
<Integer>3</Integer><CharacterString>three</CharacterString>  

</a3>  
<role1 idref=“o8”/><role1 idref=“o5”/>  

</C0>  
<C0 id=“o2”>  

<a2>a</a2><a2>b</a2><a2>c</a2>  
<a3>  

<Integer>1024</Integer><CharacterString>1KB</CharacterString> 
<Integer>2048</Integer><CharacterString>2KB</CharacterString>  

</a3>  
<role1 idref=“o3”/><role1 idref=“o6”/><role1 idref=“o7”/>  
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</C0>  
<C1 id=“o3”>  

<a1>255</a1>  
<main idref=“o2”/>  
</C1>  
<C1 id=“o8”>  

<a1>255</a1>  
<main idref=“o1”/>  

</C1>  
<C2 id=“o4”>  

<no_items>1</no_items>  
<pos id=“p”>  

<position>235553 3553234 32</position>  
</pos>  
<part id=“o7”>  

<a1>20</a1>  
<main idref=“o2”/>  
<a2>2000-02-25</a2>  

</part>  
</C2>  
<C3 id=“o5”>  

<a1>20</a1>  
<main idref=“o1”/>  
<a2>2000-02-21</a2> 

</C3>  
<C3 id=“o6”>  

<a1>30</a1>  
<main idref=“o2”/>  
<a2>2000-12-31</a2>  

</C3>  
</dataset>  
</ex:GI> 
 
6 JPGIS 標準スキーマの XML スキーマ文書 
6.1 序文 

附属書 8 の 6.では，この附属書の符号化規則に則った JPGIS 標準スキーマの XML スキーマ

文書（以下｢標準 XML スキーマ文書｣という。）を示す。標準 XML スキーマ文書には，基本デ

ータ型，空間スキーマ，時間スキーマ，被覆の幾何及び関数のためのスキーマ，地理識別子によ

る空間参照スキーマ，参照系スキーマ及び他の規格から引用するクラスのスキーマが含まれる。

また，地物カタログ化法の XML スキーマ文書をテンプレート（以下｢標準 XML スキーマ文書テ

ンプレート｣という。）として示す。 
標準 XML スキーマ文書のタグ命名規則は，地物は「地物名」，属性は「属性名」，関連は

「関連名」としている。応用スキーマの XML スキーマ文書についても基本的にこの規則に従う

こととする。 
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6.2 標準 XML スキーマ文書の構成と概要 

jpsSpatial.xsdjpsTemporal.xsd jpsCoverage.xsd

jpsBasic.xsd

jpsLocation.xsd

jpsRS.xsd

jpsExtraction.xsd

<<include>>

矢印は「include」を意

味する。

jpsRoot.xsd
すべてinclude

 

図附 8-27 標準 XML スキーマ文書の構成 

 
6.2.1 ファイル構成 

標準 XML スキーマ文書は次のファイルから構成される。 
1. jpsBasic.xsd： 

JPGIS 5 基本データ型で規定する基本データ型の XML スキーマ文書を定義する。 
2. jpsSpatial.xsd： 

JPGIS 7 空間スキーマで規定する空間スキーマの XML スキーマ文書を定義する。

jpsSpatial.xsd は jpsBasic.xsd 及び jpsRS.xsd で定義する要素を参照するため，これらのフ

ァイルを包含（include）する。 
3. jpsTemporal.xsd： 

JPGIS 8 時間スキーマで規定する時間スキーマの XML スキーマ文書を定義する。

jpsTemporal.xsd は jpsBasic.xsd で定義する要素を参照するため，jpsBasic.xsd を包含

（include）する。 
4. jpsCoverage.xsd： 

JPGIS 9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマで規定する被覆スキーマの XML スキーマ文

書 を 定 義 する 。 jpsCoverage.xsd は， jpsBasic.xsd, jpsSpatial.xsd, jpsRS.xsd 及 び

jpsExtraction.xsd で定義する要素を参照するため，これらのファイルを包含（include）す

る。 
5. jpsLocation.xsd： 
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JPGIS 10 地理識別子による空間参照で規定される地理識別子スキーマの XML スキーマ文

書を定義する。jpsLocation.xsd は，jpsRoot.xsd で定義する要素を参照するため，このファ

イルを包含（include）する。 
6. jpsRS.xsd： 

附属書 2（規定）（参照系）で規定される参照系スキーマの XML スキーマ文書を定義する。

jpsRS.xsd は， jpsBasic.xsd で定義する要素を参照するため，このファイルを包含

（include）する。 
7. jpsExtraction.xsd： 

附属書 6（規定）（他の規格から引用するクラス）で規定されるクラスの XML スキーマ文

書を定義する。jpsExtraction.xsd は，jpsBasic.xsd，jpsSpatial.xsd 及び jpsTemporal.xsd
で定義する要素を参照するため，これらのファイルを包含（include）する。 

8. jpsRoot.xsd： 
標準 XML スキーマ文書のルートとなる W3C XML Schema を定義する。jpsRoot.xsd は，1.
～7.の全ての標準 XML スキーマ文書を包含（include）する。また，交換メタデータのスキ

ーマの W3C XML Schema を定義する。 
 
6.3 標準 XML スキーマ文書テンプレートの構成と概要 

 

 
図附 8-18 標準 XML スキーマ文書テンプレートの構成 

 
6.3.1 ファイル構成 

標準 XML スキーマ文書テンプレートは次のファイルから構成される。使用者は，このテンプ

レートを用いて，XML 文書を作成することができる。 
1.  jpsCatalogue.xsd： 

JPGIS 11 地物カタログ化法で規定する地物カタログスキーマの W3C XML Schema を定義

する。jpsCatalogue.xsd は jpsRoot.xsd で定義する要素を参照するため，jpsRoot.xsd をイ

ンポートする。 
 
6.4 名前空間 

標準 XML スキーマ文書の名前空間及び名前空間接頭辞は次による。 
1. 名前空間 

<<import>> 

jpsSpatial.xsd 

jpsRoot.xsd 
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  http://www.gsi.go.jp/GIS/jpgis/standardSchemas2014 
2. 名前空間接頭辞 
  jps 
 
6.5 標準 XML スキーマ文書と応用スキーマの XML スキーマ文書 

JPGIS に則って作成される応用スキーマの符号化規則が W3C XML Schema で示され，かつ，

JPGIS で規定する標準 XML スキーマ文書を使用する場合は，次の規則に従わなければならない。 
1. 標準 XML スキーマ文書の xsd ファイルとは別に応用スキーマの XML スキーマ文書の xsd

ファイルを作成する。 
2. 応用スキーマの XML スキーマ文書が標準 XML スキーマ文書を利用する場合は，標準 XML

スキーマ文書をインポートする。 
3. 応用スキーマの XML スキーマ文書で定義する名前空間及び名前空間接頭辞は，標準 XML

スキーマ文書で規定する名前空間及び名前空間接頭辞とは異なるものとする。 
4. 応用スキーマの XML スキーマ文書のタグ名には，標準 XML スキーマ文書で使用されてい

るタグ名と同じタグ名を付けてはならない。 
 
6.6 標準 XML スキーマ文書の拡張及び制限のための規則 
6.6.1 一般 

標準 XML スキーマ文書を拡張及び制限する場合の規則を定める。 
 

6.6.2 拡張のための規則 
標準 XML スキーマ文書を拡張して用いる場合は，次の規則に従わなければならない。 

規則 
1. 標準 XML スキーマ文書に規定していない基本データ型，空間要素，時間要素，被覆要素の

XML スキーマ文書を定義する場合は，標準 XML スキーマ文書の xsd ファイルとは別に

xsd ファイルを作成し，定義しなければならない。 
2. 拡張標準 XML スキーマ文書として作成した xsd ファイルは，標準 XML スキーマ文書をイ

ンポートして使用しなければならない。 
3. 拡張標準 XML スキーマ文書を使用する応用スキーマの XML スキーマ文書は，拡張標準

XML スキーマ文書をインポートして使用しなければならない。 
 
6.6.3 制限のための規則 

標準 XML スキーマ文書を制限し，その一部を使用することができる。 
規則 
1. 標準 XML スキーマ文書に規定された基本データ型，空間要素，時間要素及び被覆要素を制

限して使用する場合は，標準 XML スキーマ文書の xsd ファイルとは別に xsd ファイルを作

成し，定義しなければならない（制限標準 XML スキーマ文書）。 
2. 制限標準 XML スキーマ文書として作成した xsd ファイルは，標準 XML スキーマ文書をイ

ンポートして使用しなければならない。 
3. 制限標準 XML スキーマ文書を使用する応用スキーマの XML スキーマ文書は，制限標準

XML スキーマ文書をインポートして使用しなければならない。 
 
6.6.4 標準 XML スキーマ文書 
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標準 XML スキーマ文書は次の URL のファイルを使用する。 
  http://www.gsi.go.jp/GIS/jpgis/standardSchemas2014 
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附属書 9 （参考） 四辺形グリッド被覆 
 
序文 附属書 9 では，四辺形グリッド被覆のための標準的なスキーマの定義を明示する。この附

属書は，JIS X 7123（地理情報－被覆の幾何及び関数のためのスキーマ）を参考に JPGIS 独自

に定義したものであり，規定の一部ではない。 
 
1. 四辺形グリッド被覆パッケージ 

JP_GridCoordinate

coordValues : Sequence<Integer>

<<DataType>>

JP_GridEnvelope

low : JP_Coordinate
high : JP_Coordinate

<<DataType>>

JP_MeshCode

meshType : CharacterString
meshCode : Sequence<Integer>

<<DataType>>

JP_Coordinate

grid : JP_GridCoordinate
mesh : JP_MeshCode

<<Union>>

グリッドの座標系

JP_RectifiedGrid

origin : DirectPosition
offsetVectors : Sequence<Vector>

JP_RubberGrid

gridCoords : Sequence<JP_Coordinate>
groundPoints : Sequence<GM_Point>

RS_CRS

JP_Grid

dimension : Integer
axisNames : Sequence<CharacterString>
extent[0..1] : JP_GridEnvelope
rangeType : RecordType

0..1

+crs

0..1

JP_Cell

gridCoord : JP_Coordinate
value : Record
scanDirection : Sequence<CharacterString>

<<Type>>

1cell 1

0..*
+element

0..*

JP Quadrilateral Grid
<<Leaf>>

 
図附 9-1 四辺形グリッド被覆パッケージ 

 
グリッド被覆は，空間定義域の系統的なモザイク化を採用している。このようなモザイク化の

主な利点は，空間定義域の要素の連続的な列挙を支持することで，データの保存とアクセスを効

率化できるという点にある。 
JPGIS では，日本において一般に採用されているグリッドデータ又はメッシュデータの構造

を支持するために，JPGIS 独自にこの附属書を示す。 
 
1.1 JP_Grid 

JP_Grid（図附 9-1）は，四辺形グリッドの概要を示す。 
属性  
1. dimension:Integer は，グリッドの次元を示す。 
2. axisNames:Sequence<CharacterString>は，グリッドの軸の名前を記述する。 
3. extent[0..1]:JP_GridEnvelope は，任意の属性で，グリッドの領域の境界を示す。 
4. rangeType:RecordType は，被覆の値域を記述する。データ型 RecordType は附属書 6（規
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定）（他の規格から引用するクラスの定義）で規定しており，属性名とデータ型の対のリス

トで構成する。 
関連 
1. cell 関連役割は，JP_Grid を，グリッド被覆の最も大きい単位となるグリッドセル

（JP_Cell）と関連付ける。 
備考 1 JP_Cell は階層構造をもつことができ，cell 関連役割は，JP_Cell の階層構造の最上

位の JP_Cell を参照する。 
備考 2 四辺形グリッド被覆がメッシュの場合，JP_Cell はメッシュと同義となる。 

2. crs 関連役割は，JP_Grid を，このグリッド被覆が基づくグリッド座標系と関連付ける。 
 
1.2 JP_RectifiedGrid 

JP_RectifiedGrid（図附 9-1）は，グリッド座標系における JP_Grid を，外部座標参照系にお

ける原点と，向きと大きさをもつベクトルによって幾何補正するグリッド被覆を示す。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]dimension:Integer は，グリッドの次元を示す。 
2. [上位型から継承する属性]axisNames:Sequence<CharacterString>は，グリッドの軸の名

前を記述する。 
3. [上位型から継承する属性]extent[0..1]:JP_GridEnvelope は，任意の属性で，グリッドの領

域の境界を示す。 
4. [上位型から継承する属性]rangeType:RecordType は，被覆の値域を記述する。データ型

RecordType は附属書 6 で規定しており，属性名とデータ型の対のリストで構成する。 
5. origin:DirectPosition は，外部座標参照系における補正グリッド被覆の原点を示す。データ

型 DirectPosition は，JPGIS 7 空間スキーマで規定する。 
6. offsetVectors:Sequence<Vector>は，外部座標参照系におけるグリッドの各軸方向における

割当を決定するベクトルの列を示す。データ型 Vector は，JPGIS 5 基本データ型で規定す

る。 
備考 offsetVectors のベクトルの数は，グリッド被覆の次元よりも小さくなければならない。 

関連 
1. [上位型から継承する関連役割]cell 関連役割は，JP_Grid を，グリッド被覆の最も大きい単

位となるグリッドセル（JP_Cell）と関連付ける。 
備考 1 JP_Cell は階層構造をもつことができ，cell 関連役割は，JP_Cell の階層構造の最上

位の JP_Cell を参照する。 
備考 2 四辺形グリッド被覆がメッシュの場合，JP_Cell はメッシュと同義となる。 

2. [上位型から継承する関連役割]crs 関連役割は，JP_Grid を，このグリッド被覆が基づくグ

リッド座標系と関連付ける。 
 
1.3 JP_RubberGrid 

JP_RubberGrid（図附 9-1）は，グリッド座標系における JP_Grid を，グリッド座標値一つ

一つを外部座標参照系における座標と対応させることによって座標変換を行うグリッド被覆を示

す。 
属性  
1. [上位型から継承する属性]dimension:Integer は，グリッドの次元を示す。 
2. [上位型から継承する属性]axisNames:Sequence<CharacterString>は，グリッドの軸の名

前を記述する。 
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3. [上位型から継承する属性]extent[0..1]:JP_GridEnvelope は，任意の属性で，グリッドの領

域の境界を示す。 
4. [上位型から継承する属性]rangeType:RecordType は，被覆の値域を記述する。データ型

RecordType は附属書 6 で規定しており，属性名とデータ型の対のリストで構成する。 
5. gridCoords:Sequence<JP_Coordinate>は，グリッド座標系における JP_Cell のグリッド座

標値の列を示す。 
6. groundPoints:Sequence<GM_Point> は ， JP_RubberGrid の 属 性 gridCoords の

JP_Coordinate の列と対応する外部座標参照系における GM_Point の列を示す。データ型

GM_Point は，JPGIS 7 空間スキーマで規定する。 
関連 
1. [上位型から継承する関連役割]cell 関連役割は，JP_Grid を，グリッド被覆の最も大きい単

位となるグリッドセル（JP_Cell）と関連付ける。 
備考 1 JP_Cell は階層構造をもつことができ，cell 関連役割は，JP_Cell の階層構造の最上

位の JP_Cell を参照する。 
備考 2 四辺形グリッド被覆がメッシュの場合，JP_Cell はメッシュと同義となる。 

2. [上位型から継承する関連役割]crs 関連役割は，JP_Grid を，このグリッド被覆が基づくグ

リッド座標系と関連付ける。 
 
1.4 JP_GridEnvelope 

JP_GridEnvelope は ， JP_Grid の 反 対 側 に 向 か い 合 っ た 隅 の グ リ ッ ド 座 標 値

（JP_Coordinate（附属書 9 の 1.6））を示すデータ型である。 
属性  
1. low:JP_Coordinate は，JP_Grid に含まれる全てのグリッド点のうち，最小のグリッド座標

値である。 
2. high:JP_Coordinate は，JP_Grid に含まれる全てのグリッド点のうち，最大のグリッド座

標値である。 
 
1.5 JP_Cell 

JP_Cell は，グリッド被覆を構成するグリッドセルを表す。 
属性  
1. gridCoord:JP_Coordinate は，JP_Cell の四隅の中で最小のグリッド座標値である。 

備考 gridCoord は，グリッドセルの代表点を示す。 
2. value:Record は，グリッドセルがもつ地物属性値レコードを示す。 
3. scanDirection:Sequence<CharacterString>は，軸名のリストである。該当する JP_Cell の

一つ下の階層の JP_Cell の配置順序を示す。ただし，ここで指定する軸名は，JP_Grid の属

性 axisNames で定義した軸名を使用しなければならない。 
備考 JPGIS では，JP_Cell の配置は線形とする。 

関連  
1. element 関連役割は，JP_Cell を，一つ下の階層の JP_Cell の集合と関連付ける。JP_Cell

が最下層の場合は，この関連役割は“ 0 ”となる。 
 
1.6 JP_Coordinate 

JP_Coordinate は，JP_GridCoordinate 又は JP_MeshCode への参照のどちらかからなる共

用体である。 
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属性  
1. 属性 grid:JP_GridCoordinate は，グリッド被覆の座標を示す JP_GridCoordinate への参照

である。 
2. 属性 mesh:JP_MeshCode は，日本において使用されるメッシュデータのメッシュコードを

示す JP_MeshCode への参照である。 
 
1.7 JP_GridCoordinate 

JP_GridCoordinate は，グリッド座標をもつためのデータ型である。 
属性  
1. 属性 coordValues:Sequence<Integer>は，グリッドの各次元に対応した整数値の列である。

これらの座標値の順序付けは，JP_Grid の axisNames 属性の要素の順序付けと同じでなけ

ればならない。単一座標の値は，特定の軸の方向でグリッドの原点から伸びているオフセッ

トの数と同じになる。 
 
1.8 JP_MeshCode 

JP_MeshCode は，日本において整備されているメッシュデータのメッシュコードを示すデー

タ型である。 
例 メッシュデータの代表的なものとして，地域メッシュがある。地域メッシュをこのプロフ

ァイルを使用して定義する場合，JP_MeshCode は JIS X 0410（地域メッシュコード）に

規定されているメッシュコードとなる。 
属性  
1. meshType:CharacterString は，定義するメッシュデータの名称を示す。 

例 地域メッシュ 
2. meshCode:Sequence<Integer>は，メッシュコードを示す。メッシュデータが階層構造をも

ち，かつそのメッシュコードの命名規則に階層がある場合は，メッシュコードを，順序を持

った列で記述することができる。 
例 地域メッシュの三次メッシュコードを記述する場合は，「一次区画を示す数字，二次区画

を示す数字，三次区画を示す数字」の順で記述する。 
 
2. 四辺形グリッド被覆 XML スキーマ文書 

四辺形グリッド被覆の XML スキーマ文書は次の URL にあるファイル jpsGrid.xsd を使用す

る。 
  http://www.gsi.go.jp/GIS/jpgis/standardSchemas2014 
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附属書 10 （参考） 描画法 
 
序文 附属書 10 は削除し，附属書番号は欠番とする。 
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附属書 11 （規定） 地理空間データ製品仕様書 
 
序文 附属書 11 では，JIS X 7131（地理情報－データ製品仕様）に従い，JPGIS に基づく地理

空間データ製品仕様書の作成について規定する。 
 
1. 地理空間データ製品仕様書  

地理空間データ製品仕様書は，追加情報を伴う，データ集合又はデータ集合シリーズの詳細な

説明資料であり，その作成，供給，及び別の団体による使用を可能にするものである。データ製

品仕様書は論議領域及び論議領域からデータ集合領域への写像についての仕様を示すものであり，

データの生産，販売，使用等の目的で使われる。 
 
2. 地理空間データ製品仕様書の記載事項  

地理空間データ製品仕様書には，次に示す項目を記載する。 
1. 概覧 
2. 適用範囲 
3. データ製品識別 
4. データ内容及び構造 
5. 参照系 
6. データ品質 
7. データ製品配布 
8. メタデータ 

 
また，必要に応じて次の項目を記載することができる。 

9. その他 
「9. その他」には，「データ取得」，「データ保守」，「描画法」及び「追加情報」等を記

載することができる。 
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3. 地理空間データ製品仕様書記載事項と JPGIS の関係 
地理空間データ製品仕様書の記載事項と JPGIS の各項目の関係を表附 11- 1 に示す。 

 

表附 11- 1 地理空間データ製品仕様書記載事項と JPGIS の関係 

地理空間データ製品仕様書 JPGIS 
概覧  
適用範囲  
データ製品識別  

データ内容及び構造 

6 応用スキーマのための規則 
7 空間スキーマ 
8 時間スキーマ 
9 被覆の幾何及び関数のためのスキーマ 
10 地理識別子による空間参照 
11 地物カタログ化法 

参照系 附属書 2 （規定） 参照系 
データ品質 附属書 3 （規定） 品質 

データ製品配布 
12 符号化 
附属書 8 （参考） XML に基づく符号化規則 
附属書 12 （規定） 地理マーク付け言語（GML） 

メタデータ 附属書 4 （規定） メタデータ 
その他  

 
4. JPGIS に基づく地理空間データ製品仕様書の作成  
4.1 一般 

JPGIS に基づいて地理空間データ製品仕様書を作成する際は，地理空間データ製品仕様書に，

JPGIS に準拠することを明示する。 
 
4.2 JPGIS の拡張 

JPGIS を拡張して使用した場合は，地理空間データ製品仕様書のデータ内容及び構造に，

JPGIS を拡張して使用していることを明示する。 
 
4.3 JPGIS の制限 

JPGIS の一部を制限して使用した場合は，地理空間データ製品仕様書のデータ内容及び構造

に，JPGIS の一部を制限して使用していることを明示する。 
 
5. 品質の要求，評価及び報告のための規則  

JPGIS に基づいて地理空間データ製品仕様書を作成する際，データ品質の項目は，別に定め

る「品質の要求，評価及び報告のための規則」を使用して作成する。 
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附属書 12 （規定） 地理マーク付け言語（GML） 
 
序文 附属書 12 では，JIS X 7136（地理情報－地理マーク付け言語（GML））に従い，JPGIS
に基づく地理空間データの応用スキーマを符号化する際の規則を定める。地物の符号化には原則

として附属書 12 を用いることとする。ただし，附属書 8（参考）（XML に基づく符号化規則）

に基づく符号化も可能とする。なお，地物以外のメタデータ及び地物カタログ化法等の符号化に

は附属書 8 を用いることとする。 
GML 標準 XML スキーマ文書の名前空間は“http://www.opengis.net/gml/3.2”，名前空間接頭

辞は“gml”，バージョンは“3.2.1”とする。 
GML 標準 XML スキーマ文書は，次のいずれかの URL にあるファイルを使用する。 

http://www.iso.org/ittf/ISO_19136_Schemas 
http://schemas.opengis.net/gml/3.2.1/ 

 
1 一般概念 

JIS X 7109（地理情報－応用スキーマのための規則）に適合した UML 応用スキーマから，対

応する GML 応用スキーマへの写像は，符号化規則の集合に基づいて行う。これらの符号化規則

は，GML 応用スキーマのための規則に適合するとともに， ISO 19118（Geographic 
Information – Encoding）に基づく。 
これらの規則は，GML モデル及び JIS X 7136 の 7～21（特に JIS X 7136 の 7）に示された

構文規則から派生したものである。ISO 19118 附属書 C（informative）（XML-based encoding 
rule in use by communities）の符号化規則は，実現可能かつ実装可能な限り使用する。 
この附属書に列記する規則は，JIS X 7109 及び ISO/TS 19103（Geographic Information – 

Conceptual Schema Language）に適合する UML 応用スキーマを（JIS X 7136 の 21 で規定す

る規則に従い）GML 応用スキーマに自動的に写像することを目的とする。この自動化の結果生

じる GML 応用スキーマは，XML 及び XML スキーマの機能を完全に使用することはないが，

明確に定義された普通の XML 文法による，地理情報規格群に適合する XML 実装を可能にする。 
これらの規則は，全ての GML 応用スキーマを，これらの規則を用いて生成しなければならな

いと規定しているわけではない。JIS X 7136 の 21 で定義された規則に従う全てのスキーマは，

妥当かつ適合した GML 応用スキーマであり，それらが手作業で生成されたり，UML 応用スキ

ーマから自動で生成されたり，又は他の手段を用いて作成されたりすることによらない。 
スキーマの符号化規則は，応用スキーマのクラス定義が XML スキーマの型及び要素宣言に対応す

るという一般的な考え方に基づく。そのため，インスタンスモデルのオブジェクトは，XML 文書中

の対応する要素構造に写像することができる。 
 

2 符号化規則 
2.1 一般符号化要件 
2.1.1 応用スキーマ 
2.1.1.1 概要(応用スキーマ及びパッケージ)  

UML 応用スキーマが，写像のための有効なインプットであるためには，次の規則全てに適合

しなければならない。追加する要件は，ISO 19118 の C.2.1 を参照する。 
UML 応用スキーマは，JIS X 7109 及び ISO/TS 19103 で定義した規則に適合しなければなら
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ない。 
UML 応用スキーマは，ステレオタイプを<<Application Schema>>としたパッケージで表現

しなければならない。このパッケージは，GML 応用スキーマ中のオブジェクト型に写像する全

ての UML モデル要素を，保持（言い換えれば，直接に又は間接に所有）しなければならない。

このパッケージは，応用スキーマの中で様々な UML モデル要素をグループ化するために，ステ

レオタイプ<<Application Schema>>以外の，別のパッケージを含んでもよい。 
UML モデルは完結していなければならず，次に明示する例外を除き，外部参照を含んではな

らない。既定義のクラスは，地理情報規格群の標準スキーマからインポートしてもよい。GML
スキーマで実装し UML 応用スキーマで使用する地理情報規格群からとられたクラスは，“ISO 
19100（又は JIS X 7100）”という名称を付けたパッケージの中で示すか，又はその名称をもっ

たパッケージの下位に位置する任意のパッケージの中で示さなければならない。 
パッケージ間の依存関係は，明示的にモデルで示す。ステレオタイプ<<import>>付きの許可

要素又はパッケージ間で汎用の依存要素を，別のパッケージ中の要素から自パッケージ中の要素

への依存関係を示すために使用しなければならない。その他の依存関係の要素は，全て無視する

（図附 12- 1）。 
 

<<Application Schema>>
Parcels

<<Application Schema>>
Geodetic Points

<<Leaf>>
Buildings

 
図附 12- 1 パッケージ間の依存関係（参考） 

 
UML 要素の可視性は，“public”に設定しなければならない。可視性を public としている要素

だけを，応用システム間のデータ交換に使用する応用スキーマに含む。 
UML モデルの要素の説明は，タグ付きの値である“documentation”に格納する。 
一意な XML 名前空間を，UML 応用スキーマに関連させなければならない。パッケージが

UML 応用スキーマを表す場合，かつ，その場合に限り，対象名前空間の URI に対するタグ付き

の値である“targetNamespace”を，略語に対しては “xmlns”を設定しなければならない。 
UML 応用スキーマの版を表すパッケージの版番号は，その番号が適用可能のときは，タグ付

きの値である“version”に示す。 
GML プロファイルを，タグ付きの値である“gmlProfileSchema”を用いて，作成した応用スキ

ーマに関連付けてもよい。値を与える場合，その値は，GML プロファイルのスキーマの位置を

参照する URL でなければならない。 
パッケージをそれ自身の XML スキーマ文書に写像する場合，タグ付きの値である

“xsdDocument”は，スキーマ文書の有効な相対的ファイル名を与えるように設定しなければなら
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ない。作成した UML 応用スキーマに対応するパッケージごとに，このタグ付きの値を設定しな

ければならない。UML モデルでは，全てのタグ付きの値である“xsdDocument”は一意とする。 
例 タグ付きの値である “xsdDocument”の値は，例えば， “GeodeticPoints.xsd” 又は

“schemas/Parcels.xsd”となる。 
 
2.1.1.2 クラス 
同一応用スキーマ内の全てのクラスは一意であり，かつ，JIS X 4158（XML 名前空間）で定

義した“NCName”でなければならない。 
地物型は，ステレオタイプ<<FeatureType>>を使って UML クラスとしてモデル化する（図附

12- 2）。 
注記 1 JIS X 7109 も ISO 19118 附属書 C も，地物型及びオブジェクト型を区別してはいな

い。JIS X 7109 では地物型を考慮しているだけであるが，ISO 19118 附属書 C では

全ての地物型をオブジェクト型として分類している。しかし，GML では，これらを

区別することに意味があり，応用スキーマでは実際にしばしば区別することが必要と

なる。この附属書における区別は，ISO 19118 附属書 C への適合のための改良であ

る。 
 

<<FeatureType>>
Building

+ extent : GM_Surface
+ address : Address
+ type : BuildingType

 
図附 12- 2 地物型（参考） 

 
オブジェクト型は，ステレオタイプをもたない UML クラスとしてモデル化する。オブジェク

ト型は，そのインスタンスを他から区別するための型であるが，地物型ではない（オブジェクト

型は，プロパティ型の値の型として出ているだけである。）。 
例 このような型の例としては，幾何，位相，参照系がある。これらの型のインスタンスが，

例えば，名前及び識別子をもってもよい。 
ステレオタイプ<<Type>>をもつ UML クラスは，0 個以上の，操作（操作の GML 応用スキー

マへの写像はない），属性又は関連をもってもよい。 
ステレオタイプ<<Abstract>>は，応用スキーマで用いてはならない。なぜならば，これは正

しい UML 記法の用法と一致しない可能性があり，誤解を招くおそれがあるためである。 
抽象型の下にあるインスタンス化可能な全ての下位型は，地物型，オブジェクト型又はデータ

型のいずれかでなければならない。 
列挙型は，ステレオタイプ<<Enumeration>>をもつ UML クラスとしてモデル化しなければ

ならない。 
符号リストは，ステレオタイプ<<CodeList>>をもつ UML クラスとしてモデル化しなければ

ならない（図附 12- 3）。 
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<<CodeList>>
ParcelUsage

+ factory = 1
+ road = 2
+ residential = 3
+ offices = 4
+ sea, river = 5
+ ...

 
図附 12- 3 符号リスト（参考） 

 
共用体型は，（JIS X 7107（地理情報－空間スキーマ）の指定のとおり）ステレオタイプ

<<Union>>をもつ UML クラスとしてモデル化しなければならない。その他のデータ型は，全て，

ステレオタイプ<<DataType>>をもつ UML クラスとしてモデル化しなければならない（図附

12- 4）。 
 

<<DataType>>
ParcelName

+ countryId : CharacterString
+ stateId : CharacterString
+ municipalityId : CharacterString
+ parcelIdPrefix : CharacterString
+ parcelIdSuffix : CharacterString

 
図附 12- 4 データ型（参考） 

 
GML プロファイルの一部であり，かつ，JIS X 7136 の表 D.2 の“GML 型”の列に GML 基本

型を示す，地理情報規格群の UML クラスは，UML 応用スキーマにおいて，下位クラスにして

もよい。下位クラスでは，追加プロパティを加えるか，又は下位型のプロパティを多重度若しく

は値域を制限して再定義してもよい。 
注記 2 プロパティを再定義することは可能ではあるが，変換規則の中では，再定義したプ

ロパティは無視される。再定義によってもたらされる制約の妥当性検証は，応用シ

ステム側の責任において行わなければならない。上で示したステレオタイプとは異

なるその他のステレオタイプをもつ全てのクラスは，UML 応用スキーマの一部で

あってもよいが，それらは無視される。 
注記 3 地理情報規格群の他の規格で定義する型で，この規格で実装する型を応用スキーマ

で参照するときは，クラス名は，JIS X 7136 の表 D.2 の最初の列に示されるものの

一つと一致しなければならない。 
汎化の関係は，次のいずれかの場合において二つのクラスの間でだけ示すことができる。 

－ 両方が地物型 
－ 両方がオブジェクト型 
－ 両方がデータ型 

クラス間の汎化関係は全て，ステレオタイプをもたない。上記以外の別のステレオタイプをも

つクラス間の汎化の関係では，ステレオタイプは全て無視される。UML の汎化の識別プロパテ

ィは，ブランクでなければならない。 
あるクラスが他のクラスの特化である場合は，このクラスがもつ上位型は，一つだけでなけれ
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ばならない（多重継承は使用不能）。 
全てのクラスは，クラスの意味を示すステレオタイプをもたなければならない。ステレオタイ

プをもたないクラスは，オブジェクト型として取り扱う（図附 12- 5）。 
 

<<FeatureType>>
LandClassification

+ featureMetadata : MD_Metadata
+ extent : GM_Surface

<<FeatureType>>
Forest

+ type : ForestTypeEnumeration

<<FeatureType>>
Lake

+ depth [0..1] : Length

...

 
図附 12- 5 地物型間の汎化の関係（参考） 

 
2.1.1.3 属性 
抽象型，地物型，オブジェクト型，データ型又は共用体型の UML 属性は，全て必ず名前及び

型をもつ。名前には，JIS X 4158 の定義にある“NCName”を使う。型の多重度が“1”でない場合

は，多重度を明示的に示さなければならない。属性の初期値を，数値，文字列又は列挙型を用い

て指定してもよい。 
型は，既定義の型（2.1.1.5）又は UML モデルで定義したクラスでなければならない。 
列挙クラスの UML 属性には，全て必ず名前をもたせる。型の情報は，空のままにする。多重

度，順序又は初期値の情報を，属性にもたせてはならない。 
符号リストクラスの UML 属性には，全て必ず名前をもたせる。型の情報は，空のままにする。

多重度又は順序付けの情報は，属性に加えてはならない。符号リストの一つの値を具体的に明記

できるように，初期値を指定してもよい。初期値を省略する場合は，値（すなわち属性名）を符

号として用いる。 
UML クラスのプロパティに，順序はない。UML モデルから XML スキーマに変換するとき，

プロパティの順序付けを一致させるには，タグ付きの値として“sequenceNumber”（値の定義

域：整数）を属性ごとに指定する。この値は，クラスの全ての属性及びクラスの関連終端を通し

て，一意でなければならない。 
 

2.1.1.4 関連及び関連終端 
UML の関連は全て，関連終端が二つからなる関連でなければならない。いずれの関連終端と

も，地物型，オブジェクト型又はデータ型に接続する。ステレオタイプは付けない，又はステレ

オタイプを<<association>>とする（そうでなければ，関連全体が無視される）。 
関連は，いかなるプロパティももってはならない。 
関連終端の規則を，次に示す。 

－ 関連の終端が誘導可能（navigable）で参照できる場合には，関連の終端に誘導可能で

あることを示すマークを付けて，役割名を示さなければならない。役割名をもたない関

連の終端は，たとえ誘導可能としてマークを付けていても，無視する。役割名を示して
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いる場合，JIS X 4158 で定義する“NCName”で名前を付ける。 
－ 多重度は，明示的に示さなければならない。 
－ 集成の種類は，“none”でないならば，明示的に指定しなければならない。 
－ 関連の終端の対象クラスがデータ型の場合は，集成の種類は“合成”とする。 

図附 12- 6 に，関連の例を二つ示す。一方は，双方向に誘導可能な関連で，他方は，片方向だ

けに誘導可能な集成である。 
 

<<FeatureType>>
Parcel

+ area : Area
+ extent : GM_Surface

<<FeatureType>>
Building

+ extent : GM_Surface
+ address : Address
+ type : BuildingType

<<FeatureType>>
Person

+ firstName : CharacterString
+ lastName : CharacterString

0..*

1..*+owner

+hasBuilding

+owns
0..*

 
図附 12- 6 関連（参考） 

 
UML クラスのプロパティは，順序付けしたものではない。XML スキーマへの変換において，

UML モデルのプロパティの順序づけを一致させて保持するには，タグ付きの値として

“sequenceNumber”（値の定義域：整数）を関連の終端ごとに指定する。この指定する値は，ク

ラスの全ての属性及び関連の終端を通して一意でなければならない。 
 

2.1.1.5 既定義の型 
附属書 12 の 2.4.4 で示す ISO/TS 19103 に基づく既定義の型は，ISO 19118 附属書 C におい

て“基本型”として扱っている（すなわち，正規の XML 符号化を付け加えている）。 
 

2.1.1.6 OCL 制約 
全ての OCL 制約を無視する。これらの制約に関するインスタンスモデルの妥当性検証は，

GML インスタンスを処理する応用システムが行う。 
注記 Schematron 言語を，GML 応用スキーマを表す XML スキーマの一部として，OCL

制約を表現するために用いてもよい。 
 
2.1.1.7 他の情報 

UML 応用スキーマの他の情報は，全て，符号化規則では不使用とし，これを無視する。 
 

2.1.2 文字レパートリ及び言語 
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XML 文法に従った XML スキーマファイル（文字レパートリを関連付けてもたせる）の文字

符号化には，“UTF-8”又は “UTF-16”を用いる。 
 

2.1.3 交換メタデータ 
GML インスタンス文書の中の全ての地物又は地物の集まりについて，交換メタデータを指定

してもよい。そのためには，応用スキーマにおいて，附属書 12 の 2.4.11 及び 2.4.13 で示す

“gml:AbstractMetadataPropertyType”から内容モデルを派生させているプロパティ要素を指定

する。 
GML 応用スキーマに，交換メタデータのための特定のスキーマは付加しない。 
 

2.1.4 データ集合及びオブジェクト識別 
XML の ID の仕組みに従って一意とした識別子は，オブジェクトの識別に用いる。 

注記 XML ID の仕組みで要求することは，識別子が，所属する XML 文書内で一意である

ということだけである。 
 
2.1.5 更新機構 
明示的な更新の仕組みは，GML 応用スキーマで定義している地物に対しては定義しない。他

の仕組みを保存データの更新に用いることを仮定している。 
注記 一つの例が，OpenGIS ウェブ地物サービス実装仕様（OpenGIS(R) Web Feature 

Service Implementation Specification）の“トランザクション”操作である。 
 
2.2 入力データ構造 
入力データ構造については，ISO 19118 の C.3 を参照。 
 

2.3 出力データ構造 
出力データの符号化規則は，JIS X 4159（拡張可能なマーク付け言語（XML）1.0）及び JIS 

X 4176（XML リンク付け言語（XLink）1.0）に基づいている。交換形式の構造を支配する出力

データ構造についてのスキーマは，XML Schema 1.0 及び応用スキーマのための規則（JIS X 
7136 の 21）に従った，妥当な XML スキーマ（の一組）でなければならない。 

XML スキーマ変換規則は，附属書 12 の 2.4 で定義する。 
 

2.4 変換規則 
2.4.1 一般概念 
スキーマ変換規則は，JIS X 7109 に従った UML で表現した応用スキーマから，どのようにし

て XML スキーマ文書（XSD）を導き出すかを定義しなければならない。様々な一般規則を附属

書 12 の 2.4 の中で定義し，附属書 12 の 2.1 に示す指針に従った UML モデルからの写像を示す。 
注記 この附属書では，名前空間に“xsd: ”を用いて XML スキーマの名前空間である

http://www.w3.org/2001/XMLSchema を参照する。名前空間の“gml: ”は，GML の名

前空間 “http://schemas.opengis.net/gml/3.2.1/”を参照する。 
この規則の基となっているのは，JIS X 7136 の 7～21（特に 7，9 及び 21）に示された GML

モデル及び構文並びに ISO 19118 附属書 C である。 
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ここに示すスキーマの符号化規則は，UML 応用スキーマでのクラス定義を XML スキーマの

型及び要素宣言に写像し，その結果，インスタンスモデルにおけるオブジェクトを XML 文書の

対応する要素構造に写像できるという概念に基づいている。 
表附 12- 1 に概要を示す。 

 

表附 12- 1 スキーマ符号化の概要 
表: UML → GML 応用スキーマの概要 

UML 応用スキーマ GML 応用スキーマ 
パッケージ 
 

一つのパッケージに付き一つの XML Schema 文
書（既定の写像）。 

<<Application Schema>>  
 

XML Schema 文書 

<<DataType>>  
 

大域要素。この内容モデルは，大域的な範囲をも
つ XML Schema complexType，つまりプロパテ
ィ型。 

<<Enumeration>>  
 

列挙の値による xsd:string の制限。 

<<CodeList>> 列挙型及びパターンの共用体（既定とする写像の
場合。代替的な写像は，辞書への参照とな
る。）。 

<<Union>>  
 

GML オブジェクト又は地物がメンバになる選択
グループ，又は DataType に一致する複数のオブ
ジェクト。 

<<FeatureType>>  
 

大 域 要 素 で あ り ， そ の 内 容 モ デ ル は ，
gml:AbstractFeatureType プロパティ型を直接又
は間接な拡張型から派生した大域的な範囲をもつ
XML Schema の型。 

ステレオタイプなし，又は<<Type>>  
 

大 域 要 素 で あ り ， そ の 内 容 モ デ ル は ，
gml:AbstractGMLType プロパティ型を直接的又
は間接的に拡張によって派生した大域的な範囲を
もつ XML Schema の型。 

操作  
 

符号化しない。 

属性 
 

局所的な xsd:element。この型は，プロパティ型
（型が複合型の場合。）又は単純型。 

関連規則 
 

局所的な xsd:element。この型は，常にプロパテ
ィ型（名前付きの誘導可能な役割だけを示
す。）。 

一般 OCL 制約 符号化しない。 

 
注記 <<FeatureType>>は，ISO/TS 19103 又は JIS X 7109 にはない新たなステレオタイ

プであり，型が，GF_FeatureType の実現及び AbstractFeature からの特化であるこ

とを示すのに用いる。 
属性及び関連役割の多重度は，<xsd:element>宣言における“minOccurs”及び“maxOccurs”の

両属性に写像する。詳細な写像規則を次に示す。 
UML モデル要素別に，異なったタグ付きの値を用いて，UML から XML スキーマへの写像を

制御する。次の表附 12- 2 にタグ付きの値の一覧を示す。 
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表附 12- 2 タグ付きの値 
UML モデル要素 関連するタグ付きの値 

パッケージ － documentation  
－ xsdDocument 
－ targetNamespace（<<Application Schema>>だけ） 
－ xmlns（<<Application Schema>>だけ） 
－ version（<<Application Schema>>だけ） 
－ gmlProfileSchema（<<Application Schema>>だけ） 

クラス － documentation 
－ noPropertyType 
－ byValuePropertyType 
－ isCollection 
－ asDictionary（<<CodeList>>だけ） 
－ xmlSchemaType（<<Type>>だけ） 

属性及び関連の終端 － documentation 
－ sequenceNumber 
－ inlineOrByReference 
－ isMetadata 

 
2.4.2 UML パッケージ 
一つの XML スキーマ文書は，タグ付きの値である“xsdDocument”を伴うパッケージごとに作

成し，ファイル名は，このタグ付きの値によって指定する。 
タグ付きの値である“xsdDocument”をパッケージに設定する場合，スキーマ文書は，そのパッ

ケージが直接所有している UML クラスに由来する全ての XML スキーマ構成部品を含むことに

なる。そのパッケージが UML 応用スキーマでない場合，スキーマ文書は，そのパッケージを所

有するパッケージのスキーマ構成部品を含んでいるスキーマ文書に含まれる。 
タグ付きの値である“xsdDocument”を，パッケージごとに設定しない場合，全てのスキーマ構

成部品は，そのパッケージを所有しているパッケージのスキーマ構成部品を含んでいるスキーマ

文書内で宣言される。 
注記 タグ付きの値はステレオタイプ<<Application Schema>>をもつ全てのパッケージに

必須であるが，それ以外の全てのパッケージでは任意である。 
全てのスキーマ文書にとっての根底要素の“targetNamespace”及び“version”属性は，スキーマ

文書内にあるスキーマ構成部品を所有する UML 応用スキーマを代表するパッケージ内にある同

じ名前のタグ付きの値に従って準備する。タグ付きの値である“version”を指定しない場合は，値

“unknown”を使用しなければならない。さらに，略語としてのタグ付きの値である“xmlns”の値

をもった対象名前空間のために，一つの“xmlns”属性を指定しなければならない。 
例 1 “http://www.myorg.com/myns”は，対象名前空間であり得るし，“myns”はスキーマ文

書で使われている関連した略語でもあり得る。 
ステレオタイプ<<Application Schema>>を伴うパッケージにおける，全てのタグ付きの値

“gmlProfileSchema”のために，そのタグ付きの値の内容をもつ要素<gml:gmlProfileSchema>が，

JIS X 7136 の 20.5 で指定する＜schema＞要素の appinfo 注釈の中で生成する。 
必要な他のスキーマのインポート及び他のスキーマ文書の付加的な包含（include）を決定す

るために，パッケージ間の依存関係を使用する。 
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－ 依存関係をもつ対象パッケージが指定するスキーマ構成部品が，供給側のパッケージに

おけるそれらと同じ対象名前空間にある場合，対象パッケージのスキーマ構成部品を指

定しているスキーマ文書が，“include”されているという。 
－ 一方，対象パッケージを含んでいる UML 応用スキーマパッケージを代表しているスキ

ーマ文書は，“import”されているということになる。 
例 2 図附 12- 1 の情報を写像すると，次のような結果になる。 
<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?> 
<schema targetNamespace=“http://www.myorg.com/parcels” 
xmlns=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema” 
xmlns:gml=“http://www.opengis.net/gml/3.2” 
xmlns:gp=“http://www.myorg.com/geodeticPoints” 
xmlns:pcl=“http://www.myorg.com/parcels” 
xmlns:iso19115=“http://www.isotc211.org/iso19115/” 
xmlns:xlink=“http://www.w3.org/1999/xlink” elementFormDefault=“qualified” 
version=“2003-07-20”> 

<include schemaLocation=“Buildings.xsd”/> 
<import namespace=“http://www.myorg.com/geodeticPoints” 

schemaLocation=“GeodeticPoints.xsd”/> 
<import namespace=“http://www.opengis.net/gml/3.2” 

schemaLocation=“base/gml.xsd”/> 
<!-- … --> 

</schema> 
 
2.4.3 UML クラス（一般規則） 

UML クラス用として認めるステレオタイプは，ステレオタイプなし，<<FeatureType>>，
<<Type>>， <<DataType>>，<<Union>>，<<CodeList>>，及び<<Enumeration>>とする。

全てのクラスは対応するクラスカテゴリに写像する。他のステレオタイプをもった全ての UML
クラスは，無視される。 
全ての UML クラスは，零又は一つの上位型をもたなければならない。 
全ての UML クラスは，名前の付いた型に写像する。接尾辞“Type”を，型の名前に付け加える。 
 

2.4.4 UML クラス（基本型） 
（“CharacterString”で始まる）JIS X 7136 の表 D.2 の左列に示された ISO/TS 19103 の

GML プロファイルからの基本型は既定義であり，JIS X 7109 に従う応用スキーマ内の属性のデ

ータ型として使うことができる。XML Schema（“xsd: ”）又は GML（“gml: ”）の組込み型への

写像法は，ここで規定する。複数の名前が表の中の一つのセルに与えられている場合は，太字の

活字書体の名前を，写像の既定値型として使用する。 
注記 1 右列にある複数の値は，JIS X 7136 附属書 F（規定）（GML から UML への応用ス

キーマ符号化規則）にある逆写像を利用可能とするために使用する。 
例 ISO/TS 19103 Integer は，“xsd:integer”に写像する。 
ステレオタイプ<<Type>>をもつクラスが，正規の XML スキーマ符号化（例えば，XML スキ

ーマ由来）をもっている場合は，タグ付きの値である“xmlSchemaType”の値としてデータ型に

対応している XML スキーマ 型名を，与えなければならない。 
注記 2 正規の符号化は，例えば“simpleContent”に基づいた簡潔な構成が既に応用領域の中
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でよく知られている場合など，標準 UML から GML への符号化規則に沿う体系だっ

た符号化よりも好まれる場合がある。 
 
2.4.5 UML クラス（データ型） 
ステレオタイプ<<DataType>>をもつ UML クラスは，XML スキーマ複合型に写像しなけれ

ばならない。 
注記 他のステレオタイプをもつデータ型，つまり，<<Enumeration>>，<<CodeList>>，及

び<<Union>>，並びに既定義の基本型は，別々に扱う（附属書 12 の 2.4.4，2.4.8，
2.4.9，及び 2.4.10）。 

クラスが上位型をもたない場合は，XML スキーマの非派生型，又は（直接に又は間接に）絶

対に gml:AbstractGMLType から派生しない supertype を拡張する。いかなる属性も誘導可能

（navigable）な関連役割ももたない抽象上位クラスは，無視する。 
名前（UML クラスの名前），型（UML クラスの名前に“Type”を付けたもの），抽象性（そ

のクラスが抽象の場合）及び代替グループ（上位型をもたない場合，上位型又は

gml:AbstractObject に適合する要素名）の適切な設定をもつ大域 XML 要素を，これらのクラス

に対して定義しなければならない。 
クラスが“true”の値をもつタグ付きの値“noPropertyType”をもたない場合，名前の付いた複合

型を，（“PropertyType” 接尾辞をもつクラスの名前をもつ）これらのクラスのために生成しな

ければならない。その型には，XLink 属性は許可はしないが，GML で定義する関連プロパティ

のためのパターン（JIS X 7136 の 7.2.3）に従う。 
例 図附 12- 4 のデータ型“ParcelName”は，次のように写像することができる。 

<complexType name=“ParcelNameType”> 
<sequence> 

<element name=“countryId” type=“string”/> 
<element name=“stateId” type=“string”/> 
<element name=“municipalityId” type=“string”/> 
<element name=“parcelIdPrefix” type=“string”/> 
<element name=“parcelIdSuffix” type=“string” minOccurs=“0”/> 

</sequence> 
</complexType> 
 
<element name=“ParcelName” type=“ex:ParcelNameType” 
substitutionGroup=“gml:AbstractObject”/> 
 
<complexType name=“ParcelNamePropertyType”> 

<sequence> 
<element ref=“ex:ParcelName”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
 

2.4.6 UML クラス（地物型） 
ス テ レ オ タ イ プ <<FeatureType>> を も つ UML ク ラ ス は ， 直 接 又 は 間 接 に

gml:AbstractFeatureType から派生する。そのクラスが上位型をもたないクラスである場合は，
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直接 gml:AbstractFeatureType を拡張する。そうでない場合は，それは（再び直接又は間接

に）gml:AbstractFeatureType からの派生となる上位型を拡張したものでなければならない。 
－ 名前（UML クラスの名前）にふさわしい設定をもつ大域 XML 要素，型（UML クラス

の名前に“Type”を付けたもの），抽象性（true，そのクラスが抽象である場合）及び代

替グループ（上位クラスの名前，又は gml:AbstractFeature）をこれらのクラスのため

に定義する。 
－ そのクラスが対象クラスの集成又は構成部品としての単一の関連をもつ場合，その関連

役割はプロパティ要素に変換し，また，そのクラスは“true”の値をもつタグ付きの値

“isCollection”をもち，属性グループ gml:AggregationAttributeGroup を地物型の複合

型に追加する。 
－ そのクラスが “true”の値をもつタグ付きの値 “noPropertyType”をもたない場合，

（“PropertyType”接尾辞をもつクラスの名前をもつ）名前の付いた複合型を，これらの

クラスのために作成しなければならない。その型は，GML で定義する関連プロパティ

のためのパターンに従う（JIS X 7136 の 7.2.3）。 
－ そのクラスが“true”の値をもつタグ付きの値“byValuePropertyType”をもつ場合，名前

の付いた複合型を，（“PropertyByValueType”接尾辞をもつクラスの名前をもつ）これ

らのクラスのために作成しなければならない。その型は，“by value”形式に制限した，

GML で定義する関連プロパティのためのパターンのプロファイルとする（JIS X 7136
の 7.2.3）。 

例 図附 12- 2 の“Building”は，次のように写像することができる。 
<complexType name=“BuildingType”> 

<complexContent> 
<extension base=“gml:AbstractFeatureType”> 

<sequence> 
<element name=“extent” type=“gml:SurfacePropertyType”/> 
<element name=“address” type=“pcl:AddressPropertyType”/> 
<element name=“type” type=“pcl:BuildingTypeType”/> 

</sequence> 
</extension> 

</complexContent> 
</complexType> 
 
<complexType name=“BuildingPropertyType”> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“pcl:Building”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
 
<complexType name=“BuildingPropertyByValueType”> 

<sequence> 
<element ref=“pcl:Building”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 
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</complexType> 
 
<element name=“Building” type=“pcl:BuildingType” 
substitutionGroup=“gml:AbstractFeature”/> 
 

2.4.7 UML クラス（オブジェクト型） 
ス テ レ オ タ イ プ <<Type>> を も つ も た な い に か か わ ら ず ， UML ク ラ ス は ，

gml:AbstractGMLType から直接又は間接に派生する。そのクラスが上位型をもたないクラスで

ある場合，それは直接的に gml:AbstractGMLType を拡張する。そうでない場合は，それは（再

び直接又は間接に）gml:AbstractFeatureType からではなく，（再び直接又は間接に）

gml:AbstractGMLType から派生する上位型を拡張しなければならない。 
－ 名前（UML クラスの名前），型（UML クラスの名前に“Type”を付けたもの），抽象

性（ true，そのクラスが抽象である場合）及び代替グループ（上位型又は

“AbstractGML”の名前）の適切な設定をもつ大域 XML 要素を，これらのクラスのため

に定義する。 
－ そのクラスが対象クラスの合成又は集成として単一の関連をもつ場合，その関連役割は

プロパティ要素に変換し，また，そのクラスは “true”の値をもつタグ付きの値

“isCollection”をもち，属性グループ gml:AggregationAttributeGroup がオブジェクト

型を複合型に付加する。 
－ そのクラスが“true”の値をもつタグ付きの値である“noPropertyType”をもたない場合，

（“PropertyType”接尾辞をもつクラスの名前をもつ）名前の付いた複合型を，これらの

クラスのために作成しなければならない。その型は，GML で定義する関連プロパティ

のためのパターンに従う（JIS X 7136 の 7.2.3）。 
－そのクラスが“true”の値をもつタグ付きの値である“byValuePropertyType”をもつ場合，

（“PropertyByValueType”接尾辞をもつクラスの名前をもつ）名前の付いた複合型を，

これらのクラスのために作成しなければならない。その型は，“by value”形式に制限す

る，GML で定義する関連プロパティのパターンのプロファイルとする（JIS X 7136 の

7.2.3）。 
例 
<element name=“Ellipse” type=“ex:EllipseType” 
substitutionGroup=“gml:AbstractCurveSegment”/> 
 
<complexType name=“EllipseType”> 

<complexContent> 
<extension base=“gml:AbstractCurveSegmentType”> 

<sequence> 
<element name=“center” type=“gml:DirectPositionType”/> 
<element name=“semiminor” type=“gml:VectorType”/> 
<element name=“semimajor” type=“gml:VectorType”/> 

</sequence> 
</extension> 

</complexContent> 
</complexType> 
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2.4.8 UML クラス（列挙） 
ステレオタイプ<<Enumeration>>をもつ UML クラスは，XML スキーマの単純型へ写像する。

基本型は“string”で，値の定義域は，UML クラスの属性名として指定するリテラル値の集合に

制限する。 
例 
<simpleType name=“SignType”> 

<restriction base=“string”> 
<enumeration value=“ － ”/> 
<enumeration value=“ + ”/> 

</restriction> 
</simpleType> 
 

2.4.9 UML クラス（符号リスト） 
ステレオタイプ<<CodeList>>をもち，“true”の値をもつタグ付きの値である“asDictionary”を

もたない UML クラスは，列挙のように写像しなければならないが，列挙とは次のような違いが

ある。 
－ ファセット“<pattern value=‘other: \ w{2，}’/>”を，あらかじめ定義した値の他にどん

なテキスト値でも許可するために追加しなければならない。これら自由な値には，

“other: ”を接頭辞として付ける。 
－ 符号を符号リスト値のために指定するときは，その符号だけを列挙のファセットとして

表現する。 
－ 符号化した符号値は，列挙値のテキスト値を指定する gml:description 要素をもつ

appinfo 注釈に適合しなければならない。 
例 1 図附 12- 3 の符号リスト“ParcelUsage（区画の用途）”は，次のように表現できる。 
<simpleType name=“ParcelUsageType”> 

<union memberTypes=“pcl:ParcelUsageEnumerationType pcl: 
ParcelUsageOtherType”/> 
</simpleType> 
 
<simpleType name=“ParcelUsageEnumerationType”> 

<restriction base=“string”> 
<enumeration value=“1”> 

<annotation> 
<appinfo><gml:description>工場</gml:description></appinfo> 

</annotation> 
</enumeration> 
<enumeration value=“2”> 

<annotation> 
<appinfo><gml:description>道路</gml:description></appinfo> 

</annotation> 
</enumeration> 
<enumeration value=“3”> 

<annotation> 
<appinfo><gml:description>住宅</gml:description></appinfo> 

</annotation> 
</enumeration> 
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<enumeration value=“4”> 
<annotation> 

<appinfo><gml:description>事業所</gml:description></appinfo> 
</annotation> 

</enumeration> 
<enumeration value=“5”> 

<annotation> 
<appinfo><gml:description>海，河川</gml:description></appinfo> 

</annotation> 
</enumeration> 

</restriction> 
</simpleType> 
 
<simpleType name=“ParcelUsageOtherType”> 

<restriction base=“string”> 
<pattern value=“other: \w{2，}”/> 

</restriction> 
</simpleType> 
 

もう一つの方法として，そのクラスが“true”値をもつタグ付きの値“asDictionary”をもつ場合，

gml:Dictionary を，符号リストを表現するために使わなければならない。 
例 2 図附 12- 3 の符号リスト“ParcelUsage”は，GML 辞書文書内で，次のように表現でき

る。 
<gml:Dictionary gml:id=“CodeList” xmlns:gml=“http://www.opengis.net/gml/3.2” 
xmlns:xsi=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance” 
xsi:schemaLocation=“http://www.opengis.net/gml/3.2gml.xsd”> 

<gml:identifier codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml”>My code 
lists</gml:identifier> 

<gml:dictionaryEntry> 
<gml:Dictionary gml:id=“ParcelUsage”> 

<gml:identifier 
codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml”>ParcelUsage</gml:identifier> 

<gml:dictionaryEntry> 
<gml:Definition gml:id=“ParcelUsage_1”> 

<gml:description>工場</gml:description> 
<gml:identifier 

codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml#ParcelUsage”>1</gml:identifier> 
</gml:Definition> 

</gml:dictionaryEntry> 
<gml:dictionaryEntry> 

<gml:Definition gml:id=“ParcelUsage_2”> 
<gml:description>道路</gml:description> 
<gml:identifier 

codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml#ParcelUsage”>2</gml:identifier> 
</gml:Definition> 

</gml:dictionaryEntry> 
<gml:dictionaryEntry> 

<gml:Definition gml:id=“ParcelUsage_3”> 
<gml:description>住居</gml:description> 
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<gml:identifier 
codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml#ParcelUsage”>3</gml:identifier> 
</gml:Definition> 

</gml:dictionaryEntry> 
<gml:dictionaryEntry> 

<gml:Definition gml:id=“ParcelUsage_4”> 
<gml:description>事業所</gml:description> 
<gml:identifier 

codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml#ParcelUsage”>4</gml:identifier> 
</gml:Definition> 

</gml:dictionaryEntry> 
<gml:dictionaryEntry> 

<gml:Definition gml:id=“ParcelUsage_5”> 
<gml:description>海，河川</gml:description> 
<gml:identifier 

codeSpace=“http://www.someorg.de/cl.xml#ParcelUsage”>5</gml:identifier> 
</gml:Definition> 

</gml:dictionaryEntry> 
</gml:Dictionary> 

</gml:dictionaryEntry> 
</gml:Dictionary> 
 

インスタンス文書では，参照は，次の例のように符号化してよい（内容モデルとして，

gml:CodeType を使う。附属書 12 の 2.4.11）。例えば， 
<usage codeSpace=“http://www.someorg.de/example/cl.xml#ParcelUsage”>1</usage> 

codeSpace 属性は辞書を指し，その値はその辞書の見出しの名前とする。 
符号リストを GML 応用スキーマで符号化する方法は，値の定義域として符号リストをもつプ

ロパティ要素を，どのように符号化しなければならないかということも決定する（附属書 12 の

2.4.11）。 
 

2.4.10 UML クラス（共用体） 
ステレオタイプ<<Union>>をもつ UML クラスは，XML スキーマの複合型として写像する。

これらのクラスは，データ型のように写像する（附属書 12 の 2.4.5）が，一つのプロパティを正

確に一つの共用体のインスタンスとして指定するために，プロパティの<xsd:sequence>の代わ

りに<xsd:choice>を用いる。 
例 
<complexType name=“RemoteResourceType”> 

<choice> 
<element name=“name” type=“string”/> 
<element name=“uri” type=“anyURI”/> 

</choice> 
</complexType> 
 

2.4.11 UML 属性と関連役割 
オブジェクト又は地物型の，UML 属性又は関連役割は，そのオブジェクト又は地物型の内容

モデルを定義している複合型の中にある，同じ名前をもつ局所的な要素に写像する。minOccurs
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及び maxOccurs 属性は，UML モデル（写像の詳細については ISO 19118 附属書 C）の中にあ

る定義に応じて設定する。その型は，UML にあるプロパティの値の型に依存する。 
そのプロパティの値の型が単純内容である場合は，その型を直接使用する。 
例 1 <element name=“count” type=“integer”/> 
プロパティ値の型が複合的な内容である場合は，プロパティ型を使用する。プロパティ型の既

定の符号化は，地物及びオブジェクト型への要素内表現又は参照による表現，並びにデータ及び

共用体型への要素内表現の両方を許す。地物及びオブジェクト型の表現は，“inline”又は

“byReference”値をもつタグ付きの値である“inlineOrByReference”によって，要素内又は参照に

制限を付けてもよい。タグ付きの値がない又はその値が“inlineOrByReference”のときは，規定

の符号化を行わなければならない。 
 
属 性 又 は 関 連 役 割 が メ タ デ ー タ プ ロ パ テ ィ の 場 合 ， そ の プ ロ パ テ ィ 型 は ，

gml:AbstractMetadataPropertyType を拡張しなければならない（JIS X 7136 の 7.2.6）。メタ

データプロパティは，値“true”をもったタグ付きの値“isMetadata”をもつプロパティ，又はプロ

パティの値が JIS X 7115（地理情報－メタデータ）で定義するクラスとなる。関連役割が合成

又は集成の対象終端である場合，それがメタデータプロパティでない限り，そのプロパティ型は，

gml:AbstractMemberType を拡張しなければならない（JIS X 7136 の 7.2.5.1）。関連役割が合

成又はオブジェクト値をとる属性の対象終端である場合，そのプロパティ要素は，

gml:OwnershipAttributeGroup の owns 属性が“true”であると主張する Schematron 制約を追

加しなければならない。Schematron 制約は，次のパターンに従わなければならない。 
<sch:pattern> 

<sch:rule context=“qualified name of the object element”> 
<sch:report test=“qualified property name/@owns=‘true’ ”>このプロパティは合成で

あり，値は所有されなければならない。</sch:report> 
</sch:rule> 

</sch:pattern> 
 

例 2 場所を記述する点オブジェクトを制御する地物型 ex:MyFeature のプロパティ

ex:representativeLocation は，次のように記述することができる。 
<element name=“representativeLocation” type=“gml:PointPropertyType”> 

<annotation> 
<appinfo> 

<sch:pattern> 
<sch:rule context=“ex:MyFeature”> 

<sch:report test=“ex:representativeLocation/@owns=‘true’ ”>このプロパティ

は合成であり，値は所有されなければならない。</sch:report> 
</sch:rule> 

</sch:pattern> 
</appinfo> 

</annotation> 
</element> 
 

プロパティ型が名前の付いた型として応用スキーマで既に規定されている場合（これはタグの

付いた値“noPropertyType”及び“byValuePropertyType”を見ることによって発見できる），この
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スキーマ構成部品を参照しなければならない。そうでなければ，匿名プロパティ型をプロパティ

要素の中で局所的に定義しなければならない。 
符号化したプロパティが関連の終端であり，その関連の他の関連の終端もまた，GML 応用ス

キーマで符号化しているとき，他の関連の終端のプロパティ名は，そのプロパティ要素の

appinfo 注釈にある gml:reversePropertyName 要素で符号化しなければならない（JIS X 7136
の 7.2.3.9）。 
 

例 3 参照又は要素内: 
<element name=“owner” type=“ex:PersonPropertyType” minOccurs=“0”> 

<annotation> 
<appinfo> 

<gml:reversePropertyName>ex:owns</gml:reversePropertyName> 
</appinfo> 

</annotation> 
</element> 
… 
<complexType name=“PersonPropertyType”> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“ex:Person”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
 
又は 
<element name=“owner” minOccurs=“0”> 

<annotation> 
<appinfo> 

<gml:reversePropertyName>ex:owns</gml:reversePropertyName> 
</appinfo> 

</annotation> 
<complexType> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“ex:Person”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 

</complexType> 
</element> 
 

もう一つの方法としては，そのプロパティ型は，タグ付きの値“inlineOrByReference”によっ

て，要素内又は参照による表現のうちの一つだけを使用してもよい。 
 

例 4 要素内だけ 
<element name=“owner” type=“ex:PersonPropertyByValueType” minOccurs=“0”/> 
… 
<complexType name=“PersonPropertyByValueType”> 

<sequence> 
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<element ref=“ex:Person”/> 
</sequence> 

</complexType> 
 
又は 
<element name=“owner” minOccurs=“0”> 

<complexType> 
<sequence> 

<element ref=“ex:Person”/> 
</sequence> 

</complexType> 
</element> 
 

参照による表現だけが使用可能である場合，そのプロパティ要素は，対象型の適合する要素名

を示す appinfo 注釈要素 gml:targetElement に適合していなければならない。 
<element name=“targetElement” type=“string”/> 
 

符号化したプロパティが関連の終端で，その関連のその他の関連の終端も GML 応用スキーマ

で符号化されているとき，その他関連終端のプロパティ名は，上で指定したもう一つの appinfo
注釈要素 gml:reversePropertyName で符号化しなければならない。 

 
例 5 参照だけ 

<element name=“owner” type=“gml:ReferenceType” minOccurs=“0”> 
<annotation> 

<appinfo> 
<gml:targetElement>ex:Person</gml:targetElement> 
<gml:reversePropertyName>ex:owns</gml:reversePropertyName> 

</appinfo> 
</annotation> 

</element> 
 

クラスの符号化法に応じて，符号リストの UML 属性又は列挙型は，string 値（値の定義域：

列挙又は符号リストの値）又は対応する辞書の見出しを参照する値のいずれかをもつ，一つの要

素に写像する。インスタンスでは，辞書は codeSpace 属性を使って明示的に参照してもよい。

辞書を表現している URI の既定値は，appinfo 注釈要素 gml:defaultCodeSpace を使って与える

ことができる。 
<element name=“defaultCodeSpace” type=“anyURI”/> 

 
例 6 符号リスト“BuildingType”は，次のように表現することができる。 

<element name=“type” type=“ex:BuildingTypeType”/> 
 
又は 
<element name=“type” type=“gml:CodeType”> 

<annotation> 
<appinfo> 
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<gml:defaultCodeSpace>http://www.someorg.de/example/cl.xml#BuildingType</g
ml:defaultCodeSpace> 
</appinfo> 

</annotation> 
</element> 
 

UML 属性又は UML 関連役割を再定義する場合（つまり，一つの下位クラスが，上位型にあ

る同じ名前をもつ一つの属性又は関連役割を含んでいる場合），そのプロパティは下位型の内容

モデルの一部ではない。概要モデルで表現する，このような制限をもったインスタンスに従うこ

とを主張するのは，応用システムの責任とする。 
一つのクラスの全ての属性及び関連役割は，タグ付きの値“sequenceNumber”を昇順に並び替

えた形に変換しなければならない。 
 

2.4.12 文書化 
UML モデルの要素のうち，タグ付きの値“documentation”は，XML スキーマファイルの

annotation 及び documentation 要素に写像する。 
 例 

<element name=“curveProperty” type=“gml:CurvePropertyType”> 
<annotation> 

<documentation>このプロパティ要素は，XLink を介して曲線を参照するか曲線要素

を含むかのいずれかである。curveProperty は，GML 応用スキーマで用いることがで

きる既定のプロパティである。GML 地物は，AbstractCurve を置換可能な値を伴うプ

ロパティをもつ。</documentation> 
</annotation> 

</element> 
 

2.4.13 地理情報規格群から導入するクラス 
これまでに定義した規則に加えて，UML 応用スキーマが地理情報規格群からクラスを導入す

る場合には，次の規則を適用する。 
GML スキーマで実装する地理情報規格群からとられたクラスがどれか，確認しなければなら

ない。地理情報規格群によるクラスの使用は，JIS X 7109 に適合しなければならない。地理情

報規格群によるクラスとの対応関係は JIS X 7136 の表 D.2 のとおりである。 
ISO/TS 19139（Geographic information－Metadata－XML schema implementation）に従

って実装する JIS X 7115 からとられたクラスは，プロパティの型として使用するので，

gml:AbstractMetadataPropertyType を拡張した無名のプロパティ型を定義しなければならない。

このカプセル化されたオブジェクト要素は，ISO/TS 19139 で規定したメタデータ型に対応する

オブジェクト要素とする。 
 

2.4.14 既定の XML 符号化を伴う他の概念モデルからインポートされるクラス 
これまでに定義した規則に加えて，UML 応用スキーマが標準の XML 符号化で既に規定して

いる他の UML モデルからクラスをインポートする場合，次の規則を適用する。 
インポートされたクラスに対して，JIS X 7136 の表 D.2 の拡張を規定しなければならない。

この表は，UML による応用スキーマとともに配布しなければならない。 
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インポートされたモデルから XML スキーマにおいて，関連するクラスの写像はこの表で規定

する。 
 

3 例（参考） 
 

<<FeatureType>>
Parcel

+ area : Area
+ extent : GM_Surface

<<FeatureType>>
Building

+ extent : GM_Surface
+ address : Address
+ type : BuildingType

<<FeatureType>>
Person

+ firstName : CharacterString
+ lastName : CharacterString

0..*

1..*+owner

+hasBuilding

+owns
0..*

<<Enumeration>>
BuildingType

+ church
+ school
+ garage
+ residential houses
+ unknown
+ mixed

<<CodeList>>
CountryCode

+ DE
+ US
+ CA
+ ...

<<DataType>>
Address

+ street [0..1] : CharacterString
+ housenumber [0..1] : CharacterString
+ poBox [0..1] : CharacterString
+ city : CharacterString
+ postalCode : CharacterString
+ country [0..1] :CountryCode = DE

<<Abstract>>
GM_CurveSegment

(from Geographic primitive)

Elipse

+ center : DirectPosition
+ semiminor : Vector
+ semimajor : Vector

 
図附 12- 7 応用スキーマの例 

 
図附 12-7 で示した応用スキーマは，次のように符号化できる。 
 

<?xml version=“1.0” encoding=“UTF-8”?> 
<schema targetNamespace=“http://www.someorg.de/example” 
xmlns=“http://www.w3.org/2001/XMLSchema” 
xmlns:ex=“http://www.someorg.de/example” xmlns:gml=“http://www.opengis.net/gml/3.2” 
elementFormDefault=“qualified” version=“1.0”> 

<!-- ================================== --> 
<import namespace=“http://www.opengis.net/gml/3.2” schemaLocation=“./gml.xsd”/> 
<import namespace=“http://www.w3.org/1999/xlink” schemaLocation=“./xlinks.xsd”/> 
<!-- ================================== --> 
<element name=“Parcel” substitutionGroup=“gml:AbstractFeature”> 

<complexType> 
<complexContent> 

<extension base=“gml:AbstractFeatureType”> 
<sequence> 

<element name=“area” type=“gml:AreaType”/> 
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<element name=“extent” type=“gml:SurfacePropertyType”/> 
<element name=“owner” type=“ex:PersonPropertyType” 

maxOccurs=“unbounded”> 
<annotation> 

<appinfo><gml:reverseProperty>ex:owns</gml:reverseProperty></a
ppinfo> 
</annotation> 

</element> 
<element name=“hasBuilding” type=“ex:BuildingPropertyType” 

minOccurs=“0” maxOccurs=“unbounded”/> 
</sequence> 

</extension> 
</complexContent> 

</complexType> 
</element> 
<complexType name=“ParcelPropertyType”> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“ex:Parcel”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
<!-- ================================== --> 
<element name=“Building” substitutionGroup=“gml:AbstractFeature”> 

<complexType> 
<complexContent> 

<extension base=“gml:AbstractFeatureType”> 
<sequence> 

<element name=“extent” type=“gml:SurfacePropertyType”/> 
<element name=“address”> 

<complexType> 
<sequence> 

<element name=“Address” type=“ex:AddressType”/> 
</sequence> 

</complexType> 
</element> 
<element name=“type” type=“ex:BuildingTypeType”/> 

</sequence> 
</extension> 

</complexContent> 
</complexType> 

</element> 
<complexType name=“BuildingPropertyType”> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“ex:Building”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
<!-- ================================== --> 
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<element name=“Person” substitutionGroup=“gml:AbstractFeature”> 
<complexType> 

<complexContent> 
<extension base=“gml:AbstractFeatureType”> 

<sequence> 
<element name=“firstName” type=“string”/> 
<element name=“lastName” type=“string”/> 
<element name=“owns” type=“ex:ParcelPropertyType” minOccurs=“0” 
maxOccurs=“unbounded”> 

<annotation> 
<appinfo><gml:reverseProperty>ex:owner</gml:reverseProperty></

appinfo> 
</annotation> 

</element> 
</sequence> 

</extension> 
</complexContent> 

</complexType> 
</element> 
<complexType name=“PersonPropertyType”> 

<sequence minOccurs=“0”> 
<element ref=“ex:Person”/> 

</sequence> 
<attributeGroup ref=“gml:AssociationAttributeGroup”/> 
<attributeGroup ref=“gml:OwnershipAttributeGroup”/> 

</complexType> 
<!-- ================================== --> 
<complexType name=“AddressType”> 

<sequence> 
<element name=“street” type=“string” minOccurs=“0”/> 
<element name=“housenumber” type=“string” minOccurs=“0”/> 
<element name=“poBox” type=“string” minOccurs=“0”/> 
<element name=“city” type=“string”/> 
<element name=“postalCode” type=“string”/> 
<element name=“country” type=“ex:CountryCodeType” minOccurs=“0” 
default=“DE”/> 

</sequence> 
</complexType> 
<!-- ================================== --> 
<simpleType name=“BuildingTypeType”> 

<restriction base=“string”> 
<enumeration value=“church”/> 
<enumeration value=“school”/> 
<enumeration value=“garage”/> 
<enumeration value=“residential houses”/> 
<enumeration value=“unknown”/> 
<enumeration value=“mixed”/> 

</restriction> 
</simpleType> 
<!-- ================================== --> 
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<simpleType name=“CountryCodeType”> 
<union memberTypes=“ex:CountryCodeEnumerationType 

ex:CountryCodeOtherType”/> 
</simpleType> 
<simpleType name=“CountryCodeEnumerationType”> 

<restriction base=“string”> 
<enumeration value=“DE”/> 
<enumeration value=“US”/> 
<enumeration value=“CA”/> 
<enumeration value=“...”/> 

</restriction> 
</simpleType> 
<simpleType name=“CountryCodeOtherType”> 

<restriction base=“string”> 
<pattern value=“other: \w{2，}”/> 

</restriction> 
</simpleType> 
<!-- ================================== --> 
<element name=“Ellipse” type=“ex:EllipseType” 

substitutionGroup=“gml:AbstractCurveSegment”/> 
<complexType name=“EllipseType”> 

<complexContent> 
<extension base=“gml:AbstractCurveSegmentType”> 

<sequence> 
<element name=“center” type=“gml:DirectPositionType”/> 
<element name=“semiminor” type=“gml:VectorType”/> 
<element name=“semimajor” type=“gml:VectorType”/> 

</sequence> 
</extension> 

</complexContent> 
</complexType> 

</schema> 
 


